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本書をお誘みになる前に 


本書の表記 


■警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を{まっています。これは本製品をを全に正しくお使いいただき、 
あなたや化の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目巧となる 
ものです。その表示と意ホは次のようになっています。内容をよくご a 解のうえ、お読みくだ 
さい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り极いをすると、人が死 t する可能性または 
重傷を負う可能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があ 
ること、および物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を 
使っています。 


A 

A で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記 
号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 

0 

&で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも 
のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内をが示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意ホがあります。 


記号 

意巧 

が重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお 
読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

—» 

参照ページを示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説巧 
に必要な文字を次のように記述しています。 

例： 【 Ctrl 】 キ ー 、 【 Enter 】 キー 、【一】 キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： [ Ctrl ] + [ F 3] キ ー、 【 Shift 】 + 【 t 】 キーなど 
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■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「一」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンー「ずべてのプロダラム」一 「 FMV マニュアル」の順にクリック 
します。 



(画面は Windows Vista の例です） 

(1) 「スタート」ボタンをクリックし、 （2) 「すべてのプログラム」をポイントし、 （3 )「FMV 
マニュアル」 をクリックする操作を表しています。 


■ ウィンドウ名の表記について 


Windows Vis はの場合、本文中のウィンドウあは、アドレスバーの最後に表示されているあ称 
を表記しています。 

例： 


〇'^ 1^* ]ンむ-夕^ 


I ° II 


I ♦t ! I 任束 


こ',々 1巧 ► コシト □— ルバネル ► システムとナンス< システム J ~~ 



£ ドキユブシト 
C ビクチ n 


口一たルディスクに:） 

た少 ^- 


ちさを毎 



コンピユータの甚的な巧宙のを^ 

Windows Edition 

Windows Vista™ Business 

Copyright © 2006 Microsoft Corporation. All right 


丄 

「コンピュータ」 ウインドウ 


丄 

「システム」 ウインドウ 


■ 画面例およびイラストについて 

画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実際に表示される画面やイ 
ラスト、およびファイルをなどが異なることがあります。また、イラストは説明の都合上、本 
来接続されているケーブル類を省略していることがあります。 


■ CD や DVD の使用について 

本文中の操作手順において、 CD や DVD を使用することがあります。 

操作に必要なドライブが搭載されていないモデルをお使いの場合は、必要に応じて別売の周辺 
機器を用意してください。使用できる周辺機器については、富±通製品情報ページ内にある 
FMV - ESPRIMO の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧 
ください。 

また、周辺機器の使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。 
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■ 本書に記載している仕様とお使いの機種との相違について 

本文中の説明は、標準仕様に基づいて記載しています。 

ご購入時にカスタムメイドで仕様を変更した機種や FMV バリューシリーズの場合は、本文中 
の説明がお使いの機種の仕様と異なる場合があります。あらかじめご了承ください。 

なお、本文内において、機種や OS 別の書き分けがある箇所については、お使いの機種の情報 
をお読みください。 

■ 製品名の表記 

本文中では、製品を称を次のように略して表記します。 


製品名称 

本文中の表記 

FMV - Dn 70 

D5270 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV-D3270 

D3270 

FMV バリュー 

シリーズ 

Windows Vista® Home Basic wnh Service Pack 1 

Windows Vista 

Home Basic 

Windows Vista 

Windows 

Windows Vista® Business with Service Pack 1 

Windows Vista 

Business 

Windows Vista® Enterprise with Service Pack 1 

Windows Vista 

Enterprise 

Microsoft® Windows® XP Professional 

Windows XP 

Professional 

Windows XP 

Microsoft® Windows® XP 肖本語版 Service Pack 

SP 

Windows® Internet Explorer® 7 

Internet Explorer 7 

Microsoft® Office Professional 2007 

Office Professional 2007 

Microsoft® Office Personal 2007 

Office Personal 2007 

Microsoft® Office Personal 2007 with 

Microsoft® Office PowerPoint® 2007 

Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 

Norton AntiVirus™ 2008 

Norton AntiVirus 

ATI Radeon™ HD 2400 PRO 

ATI Radeon HD 2400 PRO 

Roxio Creator LJ 

Roxio Creator 

InterVideo WinDVD™ 

WinDVD 

Adobe® Reader® 9.0.0 

Adobe Reader 


■ モデルの表記 

本文中では、モデルをを次のように表記します。 


モデル 

本文中の表記 

Windows Vista ® Business 正規 版 
&ダウン ダレードサービス 

ダウン ダレードサービス モデル 


■ お問い合わせ先 / URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先や URL は2008年9月現在のものです。を更されてい 
る場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせください。詳しく 
は『取な説明書』をご覧ください。 
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国際エネルギースタープログラ厶対応の場合 


当社は、国際ユネルギースタープログラムの参加事業者として本製品が国際ユネル 
ギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 
詳しくは、「仕様一覧/技術情報」一「国際エネルギースタープログラム」（一 P .254) 
をご覧ください。 



商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国にお 
ける登録商標または商標です。 

インテル、 Inte し Intel Core 、 Pentium 、 Celeron および Intel SpeedStep は、アメリカ合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはその子会社の商標またはき録商標です。 

AT し ATI Radeon.ATI HyperMemory、ATI Catalyst ならびにその細み合わせは 、 Advanced Micro Devices, Inc. の商標です。 
Adobe 、 Reader は、合去国およびその他の国における Adobe Systems Incorporated の商標またはき録商標です。 
その他の各製品名は、を社の商標、または登録商標です。 

その他のを製品は、をなの著作物です。 

Copyright FUJITSU LIMITED 2008 







第 1 章 

各部を砍 

各部の名称と働きについて説明しています。 


1各部の名巧と働き 


12 
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1各部の名賴と働き 


ここでは、パソコン本体、メインボードの各部の名巧と働きを説明します。 

P POINT 

► これが降の記述については、縦置きを前提としています。横置きにする場合は、読み替え 
てください。 


パソコン本体前面 


番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 


参カスタムメイドで CD / DVD ドライブ（厚型）を選択した場合、または FMV バリュー 
シリーズの場合 



6 
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•カスタムメイドで CD/DVD ドライブ（薄型）を選択した場合 



1通風孔 

パソコン 本体内部に空気を取り込むことで、 パソコン 本体内部の熱を逃がすための開孔 
部です。物を載せるなどしてふさがないようにご注意ください。横置きにする場合は、通 
風孔のある面を、壁などから 15 cm が上離して設置してください。 

2電源ボタン （ CD ) 

次の場合に押します。 

.パソコン本体の電源を入れるとき 

•省電力が態（スリープまたはスタンバイ）に移行したり、省電力状態から復帰（レ 
ジューム）するとき 

ご購入時のが態では、スリープやスタンバイには移行できません。必要に応じて「電 
源オプション」ウィンドウまたは「電源オプションのプロパティ」ウィンドウで設を 
をを更してください。 

「取り扱い」一「スリ —プ/ 休止状態 （Windows Vista の場合）」（一 P .65) 

「取りない」一「スタンバイ/休止状態 （Windows XP の場合)」（一 P .73) 
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3電源ランプ （©) 

本パソコンの電源が入っているときに緑色に点げします。省電力状態（スリープまたは 
スタンバイ）に移行しているときはオレンジ色に点げします。 

4ディスクアクセスランプ（己） 

ハードディスクにデータを書き込んだり、ハードディスクからデータを読み出したりし 
ているときに点灯します。また、 CD / DVD ドライブによっては、 CD や DVD にアクセス 
しているときに点げする場合があります。 

5 スマー トカードベイ（ご） 

カスタムメイドで スマ ートカードリーダ/ライタを選択した場合、 スマ ートカードを 
セットします。 

「セキュリティ」一「スマートカードリーダ/ライタ」（一 P .111) 

スマートカードを七ットしたときには、アイコンが数回点滅します。 

6 USB コネクタ（一^) 

USB 規格の周辺機器を接続します。 USB 2.0 に準拠しています。 

7マィク端子 （/■') 

ホ版のマィクを接続します（外径 3.5 mm のミニプラグ)。 

8へッドホン端子 （0) 

ホ版のへッドホンを接続します（外径 3.5 mm のミニプラグ)。 

ヘッドホンを接続している間は、パソコン本体のラインアウト端子からは、音が出ませ 
ん。 

9 CD/DVD 取り出しボタン 

カスタムメイドで CD / DVD ドライブを選択した場合、または FMV バリューシリーズの 
場合、 CD / DVD ドラィブに CD や DVD をセットするときや取り出すときに押します。パ 
ソコン本体の電源が入っているときに使えます。 

10 CD アクセスランプ 

カスタムメイドで CD / DVD ドライブを選択した場合、または FMV バリューシリーズの 
場合、 CD や DVD にデータを書き込んだり、 CD や DVD からデータを読み出したりして 
いるときに点げします。 

11 CD/DVD ドラィブ 

カスタムメイドで CD / DVD ドライブを選択した場合、または FMV バリューシリーズの 
場合、 CD や DVD をセットします。カスタムメイドや FMV バリューシリーズの選択に 
よって、次のいずれかのドライブが取り付けられています。 

- DVD - ROM ドラィブ 
- DVD - ROM & CD - R/RW ドラィブ 

.ス I —パ'—マルチ ドライブ 

「取り扱い」一 「 CD / DVD 」（^ P '30) 

12フット 

本 パソコンを お使いになるときに取り付ける台座です。取り付けホ法については、『取な 
説明書』をご覧ください。 

13フロッピーディスクドライブ 

カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択した場合、フロッピーディスクをセットします。 
「取り抜い」一「フロッピーディスク J P .48) 

14フロッピーディスクアクセスランプ 

カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択した場合、フロッピーディスクにデータを書き込 
んだり、フロッピーディスクからデータを読み出したりしているときに点げします。 
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15フロッピーディスク取り出しボタン 

カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択した場合、フロッピーディスクを取り出すときに 
押します。 

フロッピーディスクアクセスランプが点げしているときは、押さないでください。 
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〇 


固 


-B 


ere. 


I © 

承® 〇 こ一 


3 
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グラフィックカードを選巧した場合 


6 


1アウトレット 

ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

2インレット 

本パソコンに添付の電源ケーブルを接続しまず。 

3セキュリティ施錠金具 

南京錠などのホ販の鍵を取り付けまず。 

「セキュリティ」ーレくソコンの盤難防止」（一 P .113) 

4拡張力ードスロット 

本パソコンの機能を拡張する各種拡張カードを取り付けます。 PCI に対応した拡張カード 
が使えます。 

SC 別 カードを取り付けると、本パソコンで外付けのハードディスクなどが使えるように 
なりまず。 

「周辺機器の設置/設定/増設」一「拡張カードを取り付ける」（一 P .91) 


パソ马 j / 本体背面 _ 

番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 




8 9 
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5 PCI Express x 1 6 Graphics 力ードス ロット 

カスタムメイドでグラフィックカードを選択した場合、ディスプレイを接続します。ア 
ナログディスプレイおよびデジタルディスプレイが接続できます。 

「取りない」一 「2 台 目の ディスプレイ」 （一 P .52) 

6盜難防止用ロック取り付け穴 

ホ版の盗難防止用ケーブルを取り付けます。 

7 メインスイッチ 

パソコン本体の電源を完全に切る場合に「オフ」にします（の」側に切り替えます)。通 
常は「オン」（「 I 」側に切り替えた状態）のまま本パソコンをお使いください。 

「オフ」にすると、電源ボタンを押してもパソコン本体の電源は入りません。長時間お使 
いにならない場合は、「オフ」にしてください。 

8シリアルコネクタ（医回） 

RS -232 C 準拠の機器を接続します。 

9パラレルコネクタ（昼） 

セントロ ニ クス 準拠の機器（プリンタなど）を接続します。 

10ディスプレイコネクタ （(□) 

ディスプレイを接続します。接続方法は、『取极説明書』をご覧ください。 

カスタムメイドでグラフィックカードを選択した場合、このコネクタは使用できません。 
11 LAN コネクタ（^) 

LAN ケーブルを接続します。 

西 led 


LED の意ホは、次のとおりです。 



下部 LED ( Link / Act ) 

上部 LED ( Speed ) 

1000 Mbps で LINK を確立 

緑色点灯'^ 

オレンジ点げ 

100 Mbps で LINK を確立 

緑色お灯'^ 

緑色点、灯 

10 Mbps で LINK を確立 

緑色点げ'® 

消灯 


を：データ転送中は緑色点滅 


12キーボードコネクタ ( I 王 I ) 

PS /2 キーボードを接続します。 

「取りない」一「キーボード」（一 P .27) 

13マウスコネクタ（ろ） 

PS /2 マウスを接続します。 

「取り 极い J _「マウス」（一 P '24) 

14 USB コネクタく*^) 

USB 規格の周辺機器を接続します。 USB 2.0 に準拠しています。 

15ラインイン端子（(((ホ） 

サウンド入力用端子です。オーディオ機器の出力端子と接続します。 

16ラインアウト端子（(((■か） 

サウンド出力用端子です。オーディオ機器の入力端子と接続します。スピーカーを直接 
接続する場合は、アンプ機能内蔵のものをお使いください。 

なお、ヘッドホン端子にヘッドホンを接続している場合、ラインアウト端子からは音が 
出ません。 
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パソコン本体内部_ 

番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 

♦カスタムメイドで CD の VD ドライブ（厚型）を選択した場合、または FMV バリコ 
シリーズの場合 


3 



24時間モデルの場合 
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参カスタムメイドで CD / DVD ドライブ（薄型）を選巧した場合 



24時間モデルの場合 
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•カスタムメイドで CD / DVD ドライブ（厚型）およびグラフィックカードを選キ尺した 
場合 



•カスタムメイドで CD / DVD ドライブ（薄型）およびグラフィックカードを選キ尺した 








聲品ガイド FMV-D 5270、 D 3270 


1 拡張力ードスロット 

本 パソコンの 機能をあ張す るを 種あ張力ードを取り付けます。 PCI にか応したあ張カード 
が使えます。カスタムメイドで RAID を選択した場合、 RAID カードが取り付けられ てい 
ます。 

SCSI カードを取り付けると、本パソコンで外付けのハードディスクなどが使えるように 
なります。 

「周辺機器の設置/設定/増設」一「あ張カードを取り付ける」（一 P .91) 

2 PCI Express x 1 6コネクタ 

カスタムメイドでグラフィックカードを選択している場合、グラフィックカードが取り付 
けられています。 

3 電源 ユニット 
4 内蔵ハードディスク 

SerialATA 規格のハードディスクが取り付けられています。 
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^インボード 


番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 


(背面) 



(前面) 


1内蔵バッテリ 

本 パソコ ンの時計機能と BIOS 七ットアップで設をした設を値を保存するためのバッテリ 
です。標準の巧用が態で約5年間お使いになれます。 


2 IDE コネクタ 
3 内蔵 USB コネクタ 

カスタムメイドで選択したフロッピーディスクドライブやスマートカードリーダ/ライ 
夕が接続されています。 


4 CPU / ヒートシンク （ CPU フアンの下にあります） 

5 シリアル ATA コネクタ 

シリアル ATA コネクタ0に、標準のハードディスクドライブが接続されています（カスタ 
ムメイドで RAID を選択した場合を除く）。 

カスタムメイドで CD / DVD ドライブを選択した場合、または FMV バリューシリーズの場 
合、シリアル ATA コネクタ1に CD / DVD ドライブが接続されています。 


6 DIMM スロット 

メモリが取り付けられています。 

「周辺機器の設置/設を/増設」一「メモリを取り付ける」卜 P .86) 
















第 2 章 


巧り巧い 

基本的な取りキ あい 方法に ついて 説明 してい ま 
す。 


1 マウス . 24 

Z ^— / ft — h . 27 

3 CD / DVD . 30 

4 フロッピーディスク . 48 

5ディスプレイ . 50 

6 2台目のディスプレイ . 52 

7音量 （ WindowsVis ねの場合） . 57 

8音量 （Windows XP の場合） . 60 

9 油信 . 63 

10スリープ/休止状態 （ WindowsVis ねの場合） . 65 

11スタンバイ/付;止状態 （Windows XP の場合） . 73 
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1マウス 


本パソコンに添付のマウスについて説明します。 

マウスは、定期的にお手入れしてください。 

「お手入れ」一「マウスのお手入れ」 （ 一 ^ P .186) 



マウスの使い方 


■ マウスの動かし方 

マウスの左右のボタンに指がかかるように手をのせ、机の上などの平らな場所で滑らせるよう 
に動かします。マウスの動きに合わせて、画面上の矢印（これを「マウスポインタ」といいま 
す）が同じように動きます。画面を見ながら、マウスを動かしてみてください。 




■ボタンの操作 

•クリック 

マウスの左ボタンをカチッと1回押して、すぐに離します。 


カチッ 
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• ちクリック 

マウスの 右ボタンをカチッと1回押して、すぐに離します。 



• ダブルクリック 

マウスの 左ボタンをカチカチッと2回素早く押して、すぐに離します。 



• ポイント 

マウス ポインタをメニューなどに合わせることを「ポイント」と呼びます。 マウス ポイン 
夕を合わせたメニューの下に階層がある場合は（メニューの右端に►が表示されています）、 
メ ニュ’ —が表示されます。 



• ドラッグ 

アイコンやウインドウを、マウスポインタでつかむようにして移動させる方法です。「ド 
ラッグ ( drag ) J とは、「ひきずる」という意ホです。 

移動させたいアイコンやウインドウにマウスポインタを合わせてから、マウスの左ボタン 
を押したままマウスを移動し、希望の位置でボタンを離します。 



• スク ロール 

•スクロ ' —ル ホイ ' ー ルを前後に操作することで、ウインドウ内の表示を スクロ ■ ー ルさせる 
ことができまず。また、第3のボタンとして、押して使うこともできます。 

. スクロール 機能は、対応した ソフ トウエアで使うことができます。 
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マウスの設定を変更する 


マウスのボタンの操作は、右利き用に設定した場合の操作です。左右のボタンの役割は、「マ 
ウスのプロパティ」ウインドウで変更できます。 

また、「マウスのプロパティ」ウインドウでは、マウスポインタやダブルクリック、スクロー 
ルの速度なども変更できます。 

「マウスのプロパティ」ウインドウを表示するには、次のように操作してください。 

• Windows Vista の場合 

「コントロールパネル」 ウインドウにある「ハードウェアとサウンド」の「マウス」をク 
リックします。 

• Windows XP の場合 

「コントロ ' ールパネル」 ウインドウにある「プリンタとその他のハ ■ ー ドウ ェア」一「マウス」 
をクリックします。 


USB マウス（光学式） / USB マウス（レーザー式) _ 

カスタムメイドの選択によっては、 USB マウス（光学式）または USB マウス（レーザー式） 
が添付されています。 

USB マウス（光学式）や USB マウス（レーザー式）は、底面からの光により照らし出されて 
いる陰影をオプティカル（光学）センサーで検なし、マウスの動きをキリ断しています。このた 
め、机の上だけでなく、衣類の上や紙の上でも使用することができます。 

が重要 

► オプティカル（光学）センサーについて 

- USB マウス（光学ま）は、マウス底面からホい光を発しています。直接眼に向けると、 
眼に悪い影響をちえることがありますので避けてください。 

■ USB マウス（レーザーま）は、マウス底面から眼には見えないレーザー光を発していま 
す。直接眼に向けると、眼に悪い影響をちえることがありますので避けてください。 

-センサー部分をミモしたり、傷を付けたりしないで〈ださい。 

-発光部分を他の用途に使用しないでください。 

■ お使いになるうえでのごま意 

• USB マウス（光学式）および USB マウス（レーザー式）は、次のようなものの表面では、正 
しく動作しない場合があります。 

-鏡やガラスなど反がしやすいもの 
. 光沢のあるもの 

-濃淡のはっきりした縮模様や柄のもの（木目調など） 

. 網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 

• USB マウス（光学式）は、光の陰影でマウスの動きを検知しているため、マウスパッドを 
必要としません。ただし、マウス本体や傷が付きやすい机、テーブルの傷防止のために、マ 
ウスパッドをお{吏いになることをお勧めします。 
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2 キー ボード 


キーボード （ 109A 日本語キーボード）のキーの役割を説日月します。 


お使いになるソフトウェアによっては、キーの役割が'変わることがあります。詳しくは、お使 
いのソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 


番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 


12 3 


4 5 6 7 8 9 


10 11 
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1 [Esc] キー 

ソフトウェアの実行中の操作を取り消します。また、 【C 吐 I 】+ 【 Shift 】 キーを押しなが 
らこのキーを押すと、 「 Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示され、ソフトウェ 
アを強制終了できます。 

2 【半角 / 全角】キー 

文字の入力時に、半角と全角を切り替えます。 

3 [F1] - [F12] キー 

ソフトウ:: n アごとにいろいろな役割が割り当てられています。 

4 [Enter] キー 

入力した文字を確定したり、文を改行したり、コマンドを実行したりします。 

リターンキー、または改行キーとも呼ばれます。 

5 [Back Space 】 キー 

力ーソルの左にある 文字や選択した範囲の文字を削除します。 

6 [Insert] キー 

文字の入力時に、「挿入モード」と「上書きモード」を切り替えます。 

7 [Print Screen 】 キー 

画面のコピーをクリップボードに取り込みます。また、 【 Alt 】 キーを押しながらこのキー 
を押すと、アクティブになっているウィンドウのコピーをとることができます。 

8 [Home] キー 

力 ー ソルを行の最初に移動します。 

【C じ1】キーを押しながらこのキーを押すと、文章の最初に移動します。 
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9 [Page Up] キー 

前の画面に切り替えます。 

10 インジケータ 

【Num Lock 】 キー、 【 Shift】 + 【Caps Lock 英数】キー 、 【Scroll Lock 】 キーを押すとおげ 
し、をキーが機能するが態になります。再び押すと消え、をキーの機能が解除されます。 

11 [Num Lock] キー 

テンキーの機能を切り替えます。再ま押すと、解除されます。 

12 【Caps Lock 英数】キー 

【 Shift 】 キーを押しながら この キーを押すと、 アルファベットの 大文字/小文字の入力 
モードが切り替わります。 

Caps Lock を ON にすると大文字、 OFF にすると小文字を入力できます。 

13 [Ctrl] キー 

化のキーと組み合わせて{吏います。 

14 [Shift] キー 

化のキーと組み合わせて使います。 

15 【愛 ) 】 (Windows ) キー 

「スタート」メニューを表示します。 

16 [Alt] キー 

化のキーと組み合わせて{吏います。 

17に pace 】 キー 

空白を入力します。 

18 【邑】（アプリケーシヨン）キー 

選択した項目のショートカットメニューを表示します。 

マウスの 右クリックと同じ役割をします。 

19 [Delete] キー 

力 ー ソルの右に ある 文字や選択した範囲の文字、 または選択したアイコンやファイルな 
どを削除します。 

また、 【 C 吐 I 】+ 【 Alt 】 キーを押しながら この キーを押すと、応答しなくなったソフトウェ 
アを終 T したり、パソコンを強制的に終了したりできます。 

20 [End] キー 

力 ー ソルを行の最後に移動します。 

【 Ctrl 】 キーを押しながらこのキーを押すと、文章の最後に移動します。 

21 力ーソルキー 

カーソルを 移動します。 

22 [Page Down] キー 

次の画面に切り替えます。 

23 テン キー 

「 NumLock 」 インジケータ点げ時に数字が入力できます。 

「Num Lock 」 インジケータ消げ時にキー下段に刻印された機能が有効になります。 
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P POINT 

► キーボード底面にあるチルトフットを起こすと、キーボードに角度をつけることができます。 



チルトフット 
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3 CD/DVD 


CD/DVD の取り扱いやセット方法、取り出し方法について説明します。 

が重要 

► ここでは、 CD - ROM 、 音楽 CD および CD - R / RW ディスクをまとめて CD 、 DVD - ROM や DVD - 
Video などをまとめて DVD と呼んでいます。また、 CD や DVD をまとめてディスクと呼 
びます。 

► カスタムメイドまたは FMV バリューシリーズで選巧したドライブによって、使巧できる 
ディスクは異なります。 

► 「 WinDVD」、「Roxio Creator 」、「 DVD - RAM ドライバーソフト」については「ソフトウェア」 
-「ソフトウェアー覧」（一 P .120) をご覧〈ださい。 


取り扱い上の注意 


■ディスクご使用時のを意事項 

• ディスクは両面ともラベルを貼ったり、ボールペンや鉛筆などで字を書いたりしないでくだ 
さい。 

• データ面をさわったり、傷を付けたりしないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 汚れたり、水滴がついたりしたときは、少し湿らせたホで中央から外側へ向かって拭いた 
後、乾いたホで巧き取ってください。 

• コーヒー などの液体がかからないようにしてく ださい。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 

• パソコン本体の CD アクセスランプが点げ中は、振動や衝撃をみえないでください。 

• CD 自動挿入機能（オートラン）が有効に設定されていると、正しく書き込みができないラ 
イティングソフトウェアがあります。ソフトウェアの指示に従って CD 自動挿入機能を設 
をしてください。 

• ディスクに書き込み中は、パソコン本体の電源を切ったり、再起動したり、 CD / DVD 取り 
出しボタンを押したりしないでください。また、に扛1】+ 【 Alt 】 + delete 】 キーを押す 
操作もしないでください。 

• 書き込み中にディスクのディスク面に傷を検出した場合、書き込みを中断することがあり 
ます。 

• ディスクへの書き込みを行うときは、自動的にスリープ （ WindowsVis ね）またはスタンバイ 
(Windows XP ) または休止が態にならないように、省電力の設をを'変更してください。 

■ディスクへの書き込み中は、化のソフトウェアを起動しないでください。化のソフトウェ 
アを起動している場合は、そのソフトウェアを終了させてください。 
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■ DVD-Video ご使用時のミち意事項 

• 次の DVD - Video がお{まいになれます。 

. DVD - Video に記録されているリージョンコードに「2」が含まれているか、 「 ALLJ と書か 
れているディスク 

■ディスクの種類によっては、専用の再生ソフトが添付されている場合があります。ディス 
クに添付の再生ソフトをインストールした場合、 「 WinDVD 」 での再生は保証いたしません。 
また、ディスクに添付されている再生ソフトについても、弊社では保証いたしません。 

• リージョンけ也城）コードについて 

. リージョン（地域）コードの変更は4回までです。 

リージョン（地域）コードを4回'変更すると、最後に設定したリージョン（地域）コー 
ドに固をされ、その化のリージョン（地が）コードの DVD - Video は再生できなくなりま 
す。固をされたリージョンけ也虹で）コードを'変更するホ法はありませんのでご注意くだ 
さい。 

-前回再生した DVD - Video と、リージョン（地撤コードが異なる DVD - Video を再生しよ 
うとすると、リージョン（地嫩コードを更を確認するメッセージ画面が表示されます。 
このメッセージ画面で 「 OK 」 をクリックすると、リージョン（地由で）コードの設をが'変 
更されます。 

. ご購入時のリージョン（地が）コードは「2」です。 

• DVD のディスクの種類によっては、著作権保護のため、コピープロテクトがかかっている 
場合があります。 「 WinDVD 」 では、著作権保護として、デスクランブル機能および申目互認 
証 （ Authentication ) 機能が用意されています。著作権保護のされたデータなどをコピーし、 
巧生しても、申目互認証エラ ■ — (Authentication Error ) となり、再生できません （This DVD 
can't be played in this Region . と表示されます)。 

■ DVD ディスク再生時のま意事項 

• 再生する DVD - Video によっては、コマ落ちをする場合があります。 

• rwinDVDJ の設定を'変更した直後は、 DVD-Video の再生が不ををになる場合があります。 
• キャプション表示とサブタイトル表示を、同時に表示することはできません。 

• MPEG 1 のデータによっては再生できないものがあります。 

■ホ販されているウイルス対策ソフトと 「 WinDVD 」 を同時に起動することはできません。 
自動検索の機能を持つウイルス対策ソフトに関しては、 「 WinDVDJ を起動する前に一時的 
に起動しないようにしてください。なお、本パソコンに添付のアンチウイルスソフトは問 
題ありません。 

• DVD - Video の再生中に化のソフトウェアを起動すると、コマ落ち/音飛びする場合があり 
ます。コマ落ち/音飛びを防ぐために、起動しているソフトウェアはすべて終了してくだ 
さい。 

なお、定期的に自動起動して、ウイルスチェック、ディスクメンテナンス、データベース 
更新およびデータ送受信処 a などを行うソフトウェアについても、その頻度により音や映 
像の再生に影響が出ますので、必要に応じて終了してください。 

• DVD ディスクおよびビデオ CD によっては、再生される映像データが表示エリア全体に表示 
されないものがあります。この場合は、表示の一部が黒くなります。 

• マウスカーソルのデザインによっては、 DVD 再生画面の上に移動したときにマウスカーソ 
ルが点滅することがあります。このようなときは、「マウスのプロパティ」の「ポインタ」 
タブで、「デザイン」の設定を「なし」にを更してください。 

• 縦横比が16:9で録画されている DVD - Video をフルスクリーン表示をさせた場合、ズーム機能 
が巧用できないことがあります。 
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• 著作権保護のされた映 f 象を再生する場合は 、 HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) 
に対応したデジタルディスプレイまたはアナログディスプレイをお使いください。 

•本 パソコンに 2台のディスプレイを接続し、同じ画面を表示（同時表示）しているときは、 
著作権保護のされた映像を再生することはできません。 

■ ドライブのを意事項 

•本パソコンは、円形のディスクのみお{ちいになれます。円おな外の異形ディスクは、お巧 
いにならないでください。故障の原因となることがあります。異形ディスクをお使いにな 
り故障した場合は、保証の対象外となります。 

• 「ディスクご使用時の注意事項」が守られていないディスク、ゆがんだディスク、割れた 
ディスク、ヒビの入ったディスクはお巧いにならないでください。ホ障の原因となること 
があります。これらのディスクをお使いになり故障した場合は、保証の巧象外となります。 
• DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜 1.5 mm と規定しています。 

記録面が薄 V 、媒体など、一部でもこの範囲外の厚さになっている媒体をお使レ、になるとか 
障する場合があります。 

規格外の DVD 媒体をお使いになり故障した場合は保証の巧象外となります。 

• 巿販の CD - ROM クリーニングディスクを巧ってクリーニングを行うと、レンズにゴミなどが 
付着することがあります。 CD - ROM クリーニングディスクはお巧レ、にならないでください。 

P POINT 

► DVD - ROM ドライブ、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブまたはスーパーマルチドライブをお 
使いの場合は、次の点にご ミ 主意〈ださい。 

-不正コピー防止の仕巧に準拠していない DVD ディスクやビデオ CD は、正常に再生で 
きない場合があります。 

-本パソコンでは DVD - Audio など「使用できるディスク」 （一 P .33) に記載されていない 
ディスクの再生および動作保証はできません。 
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使用できるディスク 


本 パソコンで 使用できるディスクは、カスタムメイドまたは FMV バリューシリーズの選択に 
よつて異なります。お使いのドライブの表をご覧ください。 

P POINT 

► 本パソコンでは 8 cm および 12 cm のディスクをお使いになれます。 

カスタムメイドで CD / DVD ドライブ（厚型）を選巧した場合、または FMV バリューシリー 
ズの場合に 8 cm のディスクをお使いになる ときは、パソコ ン本体を横置きにしてくださし、。 
► 8 cm の DVD は，読み込みや書き込みが正し〈できないことがあります。 
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■ DVD - ROM ドライブの場合 
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ま1:- DVD-RAM は、力ートリツジなしタイブまたは力ートリツジからディスクが巧り出せるタイプをご購入くださ 
い。 

力ートリツジに入れた状態で使用するタイプ （Type1) は使用できません。また、無理に取り出して使わない 
でください。 

- 2.6GB および 5.2GB のディスクは、使用できません。 

ま2 : DVD-RAM2 は、5倍速までのがま規格の DVD-RAM と異なり、6、8、12倍速に対応した DVD-RAM です。 
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■ DVD-ROM & CD - R / RW ドライブの場合 
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ま1: CD - R や CD - RW へのデータの追記は 「 RoxioCreatorJ で行います。なお、データの追記を行うためには 、 「Roxio 
Creatorj を使って CD / DVD にデータの書き込みを巧う際に、 CD / DVD を追記可能の状態にしておく必要があり 
ます。 

詳し〈は 、 「Roxio Creatorj のへ ルブをご覧ください。 

ま2 : CD - RW に書き込んだデータを削除するには、ディスクに書き込まれているデータをすべて消去する必要があり 
ます。 

ま3 : ■ DVD - RAM は、力ートリツジなしタイプまたは力ートリツジからディスクが巧り出せるタイプをご購入くださ 
い。 

力ートリツジに入れた状態で使巧するタイブ （ Type 1) は使用できません。また、無理に取り出して使わない 
でください。 

- 2.日 GB および 5.2 GB のディスクは、使用できません。 

ま4 : DVD - RAM 2 は、5倍速までの従来規格の DVD - RAM と異なり、6、8、12倍速に対応した DVD - RAM です。 
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■ スーパーマルチドライブの場合 
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データの追記が可能な CD や DVD への 追記は 「 RoxioCreatorJ で行います。なお、データの追記を巧うために 
は、 「 RoxioCreatorJ を使って CD / DVD にデータの書き込みを巧う際に、 CD / DVD を追記可能の状態にしておく 
必要があります。 

詳し〈は 、 「Roxio CreatorJ のへ ルブをご覧ください。 

CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD + RW に書き込んだデータを削除するには、ディスクに書き込まれているデータをすべ 
て消去する必要があります。 


DVD-R DL には追記はできません。 

- DVD - RAM は、力ートリツジなしタイプまたは力ートリツジからディスクが取り出せるタイプをご購入くださ 
い。 

力ートリツジに入れた状態で使用するタイブ （ Type 1) は使用できません。また、無理に取り出して使わない 
でください。 

- 2.6 GB および 5.2 GB のディスクは、使巧できません。 

- DVD - RAM 2 は、5倍速までのが来規格の DVD - RAM と異なり、6、8、12倍速に対応した DVD - RAM です。 

- DVD - RAM 2 は、カートリツジなしタイプまたはカートリツジからディスクが取り出せるタイプをご購入くだ 
さい。 

カートリツジに入れた状態で使用するタイプは使用できません。また、無理に取り出して使わないで〈ださし、。 


カスタムメイドでスーパーマルチドライブ（厚型）を選巧した場合、または FMV バリューシリーズの場合のみ 
使巧できます。 
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推奨ディスク 


本 パソコンで 書き込み、書き換えを行う場合は、次のディスクをお使いになることをお勧めし 
ます （2008 年9月現在)。なお、使用できるディスクは、カスタムメイドまたは FMV バリュー 
シリーズの選択によって異なります。 


ディスク 

メ ーカー 

メーカー型名 

CD - 民 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

CD 民 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

=麦化学メディア 

SW 74 QU し SW 74 EU し SW 80 QU し SW 80 EU 1 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

D 民- 47 WTYN 、 DR -47 WTY 10 SA 

DVD-R DL 

=菱化学メディア 

DHR 85 H 1 

DVD - 民 W 

日本ビクター 

VD - W 47 H 

DVD+R 

=羞化学メディア 

DTR 47 J 10 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

DR +47 WTYN 

DVD+R DL 

=羞化学メディア 

DTR 85 H 1 

DVD+RW 

=羞化学メディア 

DTW 47 U 1 

DVD-RAM 

松下電器 

LM - HC 47 M (4.7 GB 、 カートリ ッジ 無）、 

LM - HB 47 MA (4.7 GB 、 カートリッジ有、取り出し可）、 
LM - HB 94 M (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可） 

日立マクセル 

DRM 47 PWC . S 1 P A (4'7 GB 、 カートリッジ無）、 
DRMC 94 C .1 P (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可）、 
DRM 120 C .1 P A (4.7 GB 、 カートリッジ無）、 
DRMC 240 C .1 P A (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可） 

DVD - RAM 2 

日立マクセル 

D 民 M 47 D .1 P (4.7 GB 、 カートリッジ無） 


上記が外の記録型ディスクをお使いの場合は、書き込み、書き換え速度の低下や正常に書き込 
み、書き換えができない場合があります。 

P POINT 

► カスタムメイドで DVD - ROM & CD - R/RW ドライブを選巧した場合、またはカスタムメイド 
や FMV バリューシリーズでスーパーマルチドライブを選巧した場合は、次のことにご ミ 主 
意〈ださい。 

-本 パソコンで 作成した CD - R/RW は、お使いになる CD ブレーヤーによっては再生でき 
ない場合があります。 

-本パ ソコ ンで作成した DVD - RAM 、 DVD - R / RW 、 DVD-R DU DVD + R/RW および DVD+R 
DL は、お使いになる DVD プレーヤーによっては、再生できない場合があります。 

また、再生に対応した DVD プレーヤーをお使いの場合でも、ディスクの記録状態によっ 
ては再生できない場合があります。 

-ウイルス対策ソフトなどを常駐し、ファイルアクセスの監視を巧った状態でディスクに 
書き込むと、書き込み速度が低下する場合があります。 
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DVD - RAM への書き込み/書き換え (Windows Vista の場合） 

本 パソコンの スーパー マルチドライブで DVD - RAM に書き込みや書き換えをする場合には、 
DVD - RAM ディスクをフォーマット（初巧化）する必要があります。 

なお、本パソコンでは、 2.6/5.2 GB の DVD - RAM ディスクは使用できません。 


■ DVD-RAM ディスクをフォーマツトする 

DVD - RAM ディスクを フォーマット するときは、お使いになる目的に合わせて、 フォーマット 
形式を選択してください。 

また、 9.4 GB の両面タイプの DVD - RAM ディスクを フォーマッ トする場合は、片面ごとに 
フォーマツ トしてください。 

■ DVD-RAM のフォーマツトお式 

DVD - RAM ディスクのフォー マツ トには、次のものがあります。 

□ FAT お式 

ハー ドディスクや フロッピー ディスクに データを 保存するときに使われている フォーマット 
の1つです。 

• FAT 32 

Windows で選択できる FAT 形式の1つです。 


□ UDF (Universal Disk Format ) お式 

DVD の統一標準フォー マッ トです。 

• UDF 1.5 

DVD-RAM ディスクの 標準 フォーマット です。 

• UDF 2.0 

DVD フォーラム 策定の「ビデオ レコーディングフ ォー マット 規格」準拠の フ ォー マットで 
す。 
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DVD - RAM 今の書き込み/書き換え (Windows XP の場合) 

本パソコンの スーパーマルチ ドライブで DVD-RAM に書き込みや書き換えをする場合には、ド 
ライブの設定をを更し、 DVD-RAM ディスクをフォーマット（初巧化）する必要があります。 
なお、本パソコンでは、 2.6/5.2GB の DVD-RAM ディスクは使用できません。 

■ ドライブの設定を変更する 

初めて DVD-RAM ディスクに書き込む場合は、ドライブの設ををを更してください。 

1 「スタート」ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

ク DVD - RAM を割り当てているドライブを右クリックし、「プロパティ」をクリッ 
クします。 

3 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを 
外します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 


■ DVD - RAM ディスクをフォーマツトする 

DVD-RAM ディスクをフォーマットするときは、お{まいになる目的に合わせて、フォーマット 
形式を選択してください。 UDF 形式でフォーマットする場合は、あらかじめ 「 DVD-RAM ド 
ライバーソフト」をインストールしておいてください。インストール方法は、「ソフトウェア J 
-「ソフトウェアー覧」（一 P .120) をご覧ください。 

また、 9.4GB の両面タイプの DVD-RAM ディスクをフォー マッ トする場合は、斤面ごとに 
フォー マッ トしてください。 

■ DVD-RAM のフォーマツトお式 

DVD-RAM ディスクのフォーマットには、次のものがあります。 

□ FAT ぉ式 

ハー ドディスク やフロッピー ディスクに データを 保存するときに{まわれている フォーマット 
の1つです。 

• FAT32 

Windows で選択できる FAT 形式の 1 つです。 


□ UDF (Universal Disk Format ) お式 

DVD の統一標準フォーマットです。 UDF 形式でフォーマットした DVD-RAM メディアでは、 
エラーチェックツールや最適化（デフラグ）ツールは実行できません。 

• UDF1.5 

DVD-RAM ディスクの標準フォーマットです。 

• UDF2.0 

DVD フォーラム策をの「ビデオレコーディングフォーマット規格」準拠のフォーマットで 
す。 
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ディスクを七ットする/取り出す 


A ミ主意 




• CD や DVD をセツトするとき、および取り出すときには、 CD / DVD ドライブのトレーに指など 
を入れないでください。 

けがの原因になることがあります。 


■ディスクを七ットする 

□ カスタムメイドで CD/DVD ドライブ（厚型）を選択した場合、または FMV バリュー 
シリーズの場合 

1 CD / DVD 取り出しボタンを押します。 

CD / DVD 取り出しボタンを押すと、ディスクを七ットするトレーが出てきます。 



(これな降のイラストは機種や状況により異なります) 
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クディスクをセットします。 

ディスクのレーベル面をおにしてトレーの中央に置き、ディスクの落下を防止するため 
のツメ （4 ケ所）で固定します。 



3 CD / DVD 取り出しボタンを巧しまず。 

トレーがパソコン本体に入り、ディスクがセットされます。 



P POINT 

► ディスクをセットすると、 CD アクセスランプが点打します。 CD アクセスランプが消えた 
ことを確認してから、次の操作に進んでください。 

► トレーが入っている途中で CD / DVD 取り出しボタンを巧すと、トレーが正し〈セットされ 
ません。 

► ディスクをセットしてから使用可能となるまでしばら〈時間がかかります。また、マルチ 
セッションディスクの場合、通常のディスクをお使いになるときと比べ、セットしてから 
使用可能となるまで、多少時間がかかることがあります。 
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□カスタムメイドで CD / DVD ドライブ馈型）を選択した場合 


1 CD / DVD 取り出しボタンを巧します。 

CD / DVD 取り出しボタンを押すと、ディスクを七ットするトレーが少し出てきます。 



(これな降のイラストは機種や状況により異なります） 

クトレーを手で引き出します。 

図のようにトレーの中央を持って引き出してください。 
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3 ディスクをセットします。 

ディスクのレーベル面を左にして、トレーの中央の突起にディスクの穴を合わせ、レく 
チン」という音がするまでしっかりとはめ込んでください。このとき、パソコン本体が 
転倒しないようトレーを手で押さえてください。 

きちんとはめ込まないと、再生できなかったり、ディスクが取り出せなくなったりする 
ことがあります。 



4 トレーを手で「カチッ」という音がするまで押します。 

トレーがパソコン本体に入り、ディスクがセットされます。 
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P POINT 

► ディスクをセットすると、 CD アクセスランプが点灯します。 CD アクセスランプが消えた 
ことを確認してから、次の操作に進んでください。 

► トレーを入れるときに CD / DVD 取り出しボタンを押すとトレーが正し〈セットされませ 
ん。 

► ディスクをセットしてから使巧可能となるまでしばら〈時間がかかります。また、マルチ 
セッションディスクの場合、通常のディスクをお使いになるときと比べ、セットしてから 
使巧可能となるまで、多少時間がかかることがあります。 


■ディスクを取り出す 

ディスクを取り出す場合は、 CD アクセスランプが消えていることを確認してから、 CD/DVD 
取り出しボタンを押してください。 
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4フロッピーディスク 


フロッピーディスクの取り扱いやセット方法、取り出しちまを説明します。 

が重要 

► カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択した場合、フロッピーディスクドライブが搭載され 
ています。 


取り扱い上のを意 

故障の原因となりますので、フロッピーディスクをお使いになるときは、次の点に注意してく 
ださい。 

• コーヒーなどの液体がかからないようにしてください。 

■シャッタを開いて中のディスクにさわらないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 磁石などの磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• 固いホなどに落とさないでください。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 

• ラベルを何枚も重ねて貼らないでください（ドライブにつまる原因になります)。 

• 結露させたり、濡らしたりしないようにしてください。 


フロッピーディスクを七ットする/取り出す 


A ミ主意 

フロッピーディスクをセットするとき、および取り出すときには、フロッピーディスクドラ 
イブの差し込み口に指などを入れないで〈ださい。 

けがの原因になることがあります。 

P POINT 

► DOS / V フォーマット済みのフロッピーディスクをお使いくださし、。その他のフロッピーディ 
スクをお使いになると、動作が保証されません。 
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■ フ□ッピーディスクを七ットする 

ブラベル面を左にしてシャッタのある側から、フロッピーディスクドライブに差 
し込みます。 

「カシャツ」と音がして、フロッピーディスク取り出しボタンが飛び出します。 



(イラストは機種や状畑こより異なります) 


■ フ□ッピーディスクを取り出す 


ブ 


フロッピーディスクアクセスランプが消えていることを確認します。 





フロッピーディスク 
アクセスランプ 


(イラストは機種や状況により異なります) 


P POINT 

► フロッピーディスクアクセスランプの点な中に、フ□ッピーディスクを取り出さないで< 
ださい。データが破壊される可能性があります。 


クフロッピーディスク取り出しボタンを巧します。 

フロッピーディスクが出てきます。 
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5ディスプレイ 

.1.. 


解像度や発色数を変更する 


■ 表示できる解像度と発色数 

本 パソコンで 表示できる解像度と発色数は次のとおりです。 


解像度（ピクセル）ま' 

発色数 3 2 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 1 ㈱ 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1360 X 768な3 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1440 X 900を3 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1680 X 1050 注 J 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1920 X 1200 を J 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 


を1:お使いのディスプレイがを解像度をサポートしている必要があります。ディスプレイがサポートしていない解像 
度はお使いになれません。 

ま2 :発色数は、「中 J が6万5千色、最高が1677万色です。 

ま3 :本解像度をサポートしたディスプレイでのみお使いになれます。お使いのディスプレイによっては正しく表示さ 
れない場合があります。 

P POINT 

► ディスプレイによって、設をできる解像度が異なります。お使いのディスプレイで表示可 
能な解像度に設をしてください。詳し〈は.ディスプレイのマニュアルを ご覧 ください。 
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■ ま意事項 

■解像度や発色数をを更する前に、作業中のデータを保存し、常駐しているものを含むすべ 
てのソフトウェアを終了させてください。 

• 発色数やリフレッシュレートをを更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合 
があります。この場合は、ディスプレイの仕様を確認して適切なリフレッシュレートを設 
をするか、ディスプレイの設を機能を巧用して調整してください。 

• 解像度を'変更するときに、一時的に画面が乱れることがありますが、動作には問題ありま 
せん。 

■ 解像度や発色数を変更する 

ソフトウェアによっては、使用時の解像度や発色数が指定されていることがあります。必要に 
応じて'変更してください。 

/次の操作をします。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックします。 

• Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックします。 

ク解像度や発色数を設定します。 

3 「適用」をクリックします。 

「適用」をクリックすると、画面にメッセージが表示されます。指示に従って操作して 
ください。 

4 設定が終了したら 「 OK 」 をクリックします。 

Windows XP の場合は、設定終了後に必ずパソコンを再起動してください。 

P POINT 

► リフレッシュレートの 変更方法 

1. 次の操作をします。 

- Windows Vista の場合は、「画面の設定」ウィンドウで「詳細設定」をクリックします。 
- Windows XP の場合は、「画面のプロパティ」ウィンドウの「設定」タブで「詳細設 
定」をクリックします。 

2. 「モニタ」 タブをクリックします。 

3. 「画面のリフレッシュレート」で、適切なリフレッシュレートの値を選択します。 

4. 「OK」 をクリックします。 

roKj をクリックすると、画面にメッセージが表示されます。指示に従って操作して 
ください。 
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6 2台目のディスプレイ 


カスタムメイドでグラフィックカードを選択した場合、パソコン本体にディスプレ 
イを2台接続することができます。ここでは、パソコン本体にディスプレイを2台 
接続するとできることについて説明します。 

ディスプレイの設定方法などについては、ディスプレイのマニュアルをご覧くださ 
い。 

2台目のディスプ レイを接 続するとできること _ 

パソコン本体にディスプレイを2台接続することで、次のことができます。 

• 1つのディスプレイで表示する 

-接続したデジタルディスプレイのみに表示する 
. 接続したアナログディスプレイのみに表示する 

• 2つのディスプレイで同時に表示する 

-接続した2台のディスプレイに同じ画面を同時に表示する 

• 2つのディスプレイで1つのデスクトップを表示する（マルチモニタ機能） 

2台目のディスプレイを接続する 


■ 用意するもの 

• ディスプレイ 

アナログディスプレイまたはデジタルディスプレイを用意してください。 

1台目のディスプレイとしてデジタルディスプレイを接続している場合は、アナログデイス 
プレイを用意してください。 

• DVI - VGA を換アダプタ（添付） 

本パソコンにアナログディスプレイを2を接続する場合に必要です。 

■ ま意事項 

• 2台目のディスプレイは、 Windows の七ットアップが終了後に接続してください。 

• パソコン本体の電源を入れる前にディスプレイの電源を入れてください。 

パソコン本体の電源を入れた後にディスプレイの電源を入れると、画面が表示されないこ 
とがあります。そのような場合は、いったん電源を切ってからもう一ま入れ直してくださ 
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■ 接続する 


1 2台目のディスプレイを接続します。 

お使いになるディスプレイのマニュアルもご覧になり、接続してください。 



(これな降のイラストは機種や状況により異なります) 



P POINT 

► アナ□グディスプレイを2台接続する場合 

2台目のディスプレイは、ホ付の DVI - VGA 変換アダプタを使用してディスプレイコネクタ 
( DVI - I ) に接続してください。 



クディスプレイの電源を入れます。 
3 本パソコンの電源を入れます。 


4 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 
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表示するディスプレイを切り替える 


■ を意事項 

• 「1つのディスプレイで表示する」から「2つのディスプレイで同時に表示する」設をに変更 
する場合は、画面の解像度とリフレッシュレートを次のように設をしてください。 

-解像度：1024 X 768 
.リフレッシュレート： 60 Hz 

化の値に設定すると、画面が正常に表示されない場合があります。 

• 「2つのディスプレイで同時に表示する」設をにしている場合の最大解像度は、両方のデイ 
スプレイでサポートできる最大解像度になります。 


■ 1つのディスプレイに表示する 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「Catalyst Control Center 」 の 
順にクリックします。 

ク 「 CCC 」 をクリックします。 

「ATI Catalyst ® Control Center へようこそ」という画面が表示されます。 

P POINT 

► 「ATI Catalyst ® Control Center へようこそ」が表示されない場合は、「表示」を「基本表示」 
に設をして〈ださい。 

3 「使用の選択」の「基本の [ 簡単設定ウィザードとクイック設定]」を選択し、「次 
へ」をクリックします。 

4 「簡単設定ウィザード」タブで「ディスプレイ設定を設定します」が表示され 
ていることを確認し、「移動する」をクリックします。 

「利用可能なディスプレイデバイス」という画面が表示されます。 

5 「メインディスプレイを選択」で表示するディスプレイを、「セカンダリディス 
プレイを選択」で「なし」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「使用の選択」には、現在接続されているディスプレイの選択肢のみが表示されます。 

6 「ディスプレイマネージャー通知」ウィンドウが表示されたら、「はい」をク 
リックします。 

7 「デスクトップ領域」で解像度を選択し、「終了」をクリックします。 

解像度と発色数については、「解像まや発色数をを更する」 （^ P .50) をご覧ください。 
「ディスプレイマネージャー通知」ウィンドウが表示された場合は、「はい」をクリック 
してください。 

夕「終了」をクリックします。 


夕本パソコンをち起動します。 
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■ 2 つのディスプレイに同時に表示する（クローン機能） 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「Catalyst Control Center 」 の 
順にクリックします。 

ク 「 CCCJ をクリックします。 

「 ATI Catalyst ® Control Center へようこそ」という画面が表示されます。 

P POINT 

► 「ATI Ca ね lyst®Control Center へようこそ」が表示されない場合は、「表示 J を「基本表示 J 
に設をして〈ださい。 

3 「使用の選択」の「基本の [ 簡単設定ウィザードとクイック設定]」を選択し、「次 
へ」をクリックします。 

4 「簡単設定ウィザード」タブで「ディスプレイ設定を設定します」が表示され 
ていることを確認し、「移動する」をクリックします。 

「利用可能なディスプレイデバイス」という画面が表示されます。 

5 「メインディスプレイを選択」と「セカンダリディスプレイを選択」で表示す 
るディスプレイをそれぞれ選択し、「次へ」をクリックします。 

6 「デスクトップモード選択」で「クロ ーン」を選択し、「次へ」をクリックします。 

7 「ディスプレイマネージャー通知」ウィンドウが表示されたら、「はい」をク 
リックします。 

夕「デスクトップ領域」で解像度を選択し、「終了」をクリックします。 

解像度と発色数については、「解像度や発色数を'変更する」 （^ P .50) をご覧ください。 
「ディスプレイマネージャー通知」ウィンドウが表示された場合は、「はい」をクリック 
してください。 

夕「終了」をクリックします。 

10 本パソコンをち起動します。 


マルチモニタ機能 


カスタムメイドでグラフィックカードを選択した場合は、2台のディスプレイで1つのデスク 
トップを表示できる「マルチモニタ機能」を使用できます。 

■ ま意事項 

• 自己診断 （ POST ) 時、セーフモード時などのマルチモニタ機能が有効ではない状態では、 
プライマリアダプタに接続したディスプレイにのみ表示されます。 

• 一部のスクリーン七ーバーは、プライマリアダプタに接続したディスプレイにのみ表示さ 
れます。 
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■マルチモニタ使用時、七カンダリモニタに画面が表示できない場合があります。マルチモ 
ニタ設定後、一度パソコンを再起動してください。 

• 2つのディスプレイにまたがるウィンドウがある場合は、プライマリアダプタと七カンダリ 
アダプタの設ををを更しないでください。 

• 七カンダリアダプタのみに表示されているソフトウェアを起動中に、七カンダリアダプタ 
の使用を終了しないでください。ソフトウェアおよび Windows の動作が不ををになり、デー 
夕が保存されないことがあります。 

•「 WinDVD 」 の画面を七カンダリモニタに移動するときは、 DVD の再生を停止してください。 
• プライマリアダプタと七カンダリアダプタで別々の発色数を設をしないでください。 

■ マルチモニタ機能を設定する 

1 次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックします。 

ク「2」と表示されたディスプレイをちクリックし、「接続」をチェックします。 

「互換性の警を」ウィンドウが表示されたときは、 「 OK 」 をクリックしてください。 

3 「1」と表示されたディスプレイのイラストをクリックします。 

プライマリアダプタの解像度と発色数を、いったん次のように設をします。 

. 解像度： 800 X 600ピクセル 
• 発色数：最高 （32 ビット） 

4 「2」と表示されたディスプレイのイラストをクリックします。 

5 セカンダリアダプタの解像度と発色数を、いったん次のように設定します。 

. 解像度：1024 X 768ピクセル 
• 発色数：最高 （32 ビット） 

6 「画面の設定」ウィンドウの 「 OK 」 をクリックします。 

-ウィンドウが表示されるたびに、 「 OK 」 または「はい」をクリックしてください。 

-ウィンドウが表示されない場合は、自動的に設をがを更されます。 

-再起動を確認するメッセージが表示された場合は、画面の指示に従って再起動してく 
ださい。 

P POINT 

► 解像度と発色数は任意の数値に変更できます。その場合は、いったん2つのディスプレイ 
の解像度とを色数を手順3と手順5のように設をしてから、設をしたい数値に変更して< 
ださい。 
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7音量 （Windows Vista の場合) 


Windows XP の場合は、「音量 （Windows XP の場合）」（一 P .60) をご覧ください。 
スピーカーやへッドホンの音量は、画面の音量つまみで調節します。 

が重要 

► スピーカーが故障する原因となる場合がありますので、音量はスピーカーから聞こえる音 
がひずまない範困に誤をや調整をしてください。 


画面上の音量つまみで設定する 


■ スピーカーの 音量を調節する 

y 画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

P POINT 

► 通知領域に「音量」アイコンが表示されない場合は、次の手順を実行してください。 

1. 「スタート」ボタンをちクリックし、表示されるメニューから、「プロパティ」をク 
リックします。 

「タスク/く一と[スタート ] メニューのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「通知領域」タブをクリックします。 

3. 「システムアイコン」の「ボリューム」のチェックを付けます。 

4. roKj をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

ク音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

「ミュート J アイコンをクリックすると音が消え、画面右下の通知領虹での表示もをわり 
ます。 

3デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 
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■ソフトウェアごとに音量を調節する 

音が出るソフトウェアごとに音量を調節することができます。 

i 音量を調節したいソフトウェアを起動します。 

ク画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンを右クリックし、表示されるメ 
ニューから、「音量ミキサを開く」をクリックします。 

「音量ミキサ」ウィンドウが表示されます。 

「デバイス」に設定されている音量が、「画面上の音量っまみで設をする」で設をした音 
量です。 

3 「アプリヶーシヨン」の一覧で、音量の設定を変更したいソフトウェアの音量 
つまみを上下にドラッグして、適切な音量に調節します。 

• デバイス 

本 パソコンのスピーカーから 出る音量です。「画面の音量つまみ」で選択した音量と 
同じです。 

-アプリケーション 

起動しているソフトウェアごとに音量を調節できます。「デバイス」で設定した音量 
が最大値になります。 

4 ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックしまず。 

「音量ミキサ」ウィンドウが閉じます。 

■ 再生や録音をする機おごとに音量を調節する 

本パソコンで再生や録音をする機器（スピーカーやマイクなど）ごとに、音量を調節すること 
ができます。 

再生時や録音時に調節できる項目にっいては、「ご購入時に音量を調節できる項目」 P .59) 
をご覧ください。 

P POINT 

► 録音する機器は、パソコン本体のラインイン端子や、マイク端子に、それぞれ機器が接続 
されている場合にのみ、選巧することができます。 

ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをちクリックし、表示されるメ 
ニューから、「再生デバイス」または「録音デバイス」をクリックします。 

「サウンド」ウィンドウが表示されます。 

ク音量を調節したい機器をちクリックし、表示されるメニューから「プロパティ」 
をクリックします。 

音量を調節したい機器のプロパティが表示されます。 

P POINT 

► 音量デバイスが複数表示されている場合、表示されているアイコンの下にチ I ックの付い 
ている音量デバイスがち効になっています。音量を調節したい機器が有効になっていない 
ときは、音量を設をしたい機器をクリックし、「既を値に設を」をクリックして〈ださし、。 

3 「レベル」タブをクリックします。 
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4 音量を調節したい項目で、音量つまみを左右にドラッグして、適切な音量に調 
節します。 

•「ミュート」アイコン： 音を出力したり、消したりできます。 

-「バランス」： 左右の音量の バランスを 調節できます。 

5 「 OK 」 をクリックします。 

音量を調節したい機器のプロパティが閉じます。 

6 「 OK 」 をクリックします。 

「サウンド」ウインドウが閉じます。 


ご購入時に音量を調節できる項目 


再生や録音する機器ごとに調節できる項目について説明します。 

■ 再生するときに調節できる項目 

再生するときの音量を調節する方法は、「再生や録音をする機器ごとに音量を調節する」 

P .58) をご覧ください。 

本パソコンご購入時に調節できる項目は、次のとおりです。 

♦スピーカー 

• 民 ealtek HD Audio output 

スピーカーから 出力される音の再生音量を調節できます。 

• マイク 

マイク端子から入力される音の再生音量を調節できます。 

-ライン入力 

ラインイン端子から入力される音の再生音量を調節できます。 

■ 録音するときに調節できる項目 

録音するときの音量を調節する方法は、「再生や録音をする機器ごとに音量を調節する」（一 
P .58) をご覧ください。 

本パソコンご購入時に調節できる項目は、次のとおりです。 

• マイク 
• マイク 

マイク端子から入力される音の録音音量を調節することができます。 

• マイクブースト 

マイクブーストのレベルを調節することができます。 

• ライン入力 
-ライン入力 

ラインイン端子から入力される音の録音音量を調節することができます。 
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8 音量 （Windows XP の場合 ) 


Windows Vista の場合は、「音量 （Windows Vista の場合）」（一 P .57) をご覧くださし、。 
スピーカーやへッドホンの音量は、画面の音量つまみで調節します。 

また、音声入出力時のバランスや音量の設定は、音量を設定するウィンドウで行い 
ます。 


が重要 

► スピーカーが故障する原因となる場合がありますので、音量はスピーカーから聞こえる音 
がひずまない範囲に設定や調整をして〈ださい。 

画面上の音量つまみで設定する 


ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

P POINT 

► 通知領域に「音量」アイコンが表示されない場合は、次の手順を実行してください。 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

2. 「サウンド、音声、および才ーディオデバイス」をクリックします。 

3. 「サウンドとオーディオデバイス」をクリックします。 

「サウンドとオーディオデバイスのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. 「音量」タブをクリックします。 

5. 「デバイスの音量」の「タスクバーに音量アイコンを配置する」のチ X ックを付けます。 
日. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

ク音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

「ミュート」をチェックすると音が消え、画面右下の通知領域の表示もをわります。 

3デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 
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再生時/録音時の音量設定 _ 

「マスタ音量」ウィンドウで再生時や録音時の音量設定ができます。 

再生時や録音時に調節できる項目にっいては、「ご購入時に音量を調節できる項目」（一 P .62) 
をご覧ください。 

■ 再生時の音量を調節する 

ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

「マスタ 音量」ウィンドウが表示されます。 

クバランスや音量などを調節しまず。 

3 ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じまず。 

■ 録音時の音量を調節する 

ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

「マスタ 音量」ウィンドウが表示されます。 

ク「オプション」メニュ——>「プロパティ」の順にクリックしまず。 

「プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「ミキサーデバイス」から 「RealtekHD Audio Input 」 を選択します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

タバランスや音量などを調節します。 

6 ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

P POINT 

► バランスや音量を設定しても再生時や録音時の音量が小さかったり大きかったりする場合 
は、次の手順で設定を変更して〈ださい。 

1. 「オプション」メニュ ーー »「プロパティ」の順にクリックします。 

2. 「ミキサーデバイス」から 「Realtek HD Audio Input 」 を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

3. 「オプション」メニュ ーー »「卜ーン調整」の順にクリックします。 

4. 「マイクボリューム」の「卜ーン」をクリックします。 

5. 「そのほかの調整」で「マイクブースト」のチェックを確認します。 

音量を大きくしたい場合はチ X ックを付けます。 

音量をかさ〈したい場合はチェックを外します。 
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ご購入時に音量を調節できる項目 


P POINT 

► 各項目で表示される名称や順番は、お使いの機種や状況により異なる場合があります。 

► 表示されていない項目を表示させる場合は、次のように設ちします。 

1. 「オプション」メニュ ーー »「プロパティ」の順にクリックします。 

2. 「ミキサーデ/くイス」から 「Realtek HD Audio Input 」 、または 「Realtek HD Audio 
output 」 を選択します。 

3. 「表示するコント ロール」 で、項目をクリックしてチェックします。 

項目が表示されるようになります。 

■ 再生するときに調節できる項目 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

設定する音量 

マスタ音量 

表示 

パソコン全体の再生音量 

WAVE 

表示 

Wave 音源の再生音量 

SW シンセサイザ 

表示 

本パソコン内蔵のソフトウエア MIDI の再生音量 

CD プレーヤー 

表示 

音楽 CD の音量注1 

ライン音量 

表示 

ラインイン端子から入力される音の再生音量 

マイクボリューム注2 

非表示 

マイク端子から入力される音の再生音量 


ま1 : 「Windows Me 出 a 円 ayerj などの一部のソフトウェアでは、 「 WAVEJ で音楽 CD の音量を調整します。 
を2 :ご購入時は、ミュートに設をされています。 


■録音するときに調節できる項目 

ご購入時、「録音 コントロール」 ウィンドウの「選択」 は 「ステレオミキサー」 に 設定され て 
います。 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

設定する音量 

ライン音量 

表示 

ラインイン端子から入力される音の録音 
音量 

マイクボリューム 

表示 

マイク端子から入力されるをの録音を量 

ステレオミキサー 

非表示 

ステ レホ再生音全体の録音音量 
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9 通信 


を信機能をお使いになる場合は、ウイルスや不正アクセスからパソコンを守るため、 
セキュリティ対策を実行してください。詳しくは、「セキュリティ」（一 P .99) をご 
覧ください。 


LAN (有線 LAN ) 


LAN の設定にっいては、ネットワーク管 a 者に確認してください。 

■ LAN ケーブルを接続する 

本パソコンには、下記に巧応した LAN が内蔵されています。 

•10 BASE-T (圧 EE 802.3準拠） 

•100 BASE-TX (IEEE 802'3 u 準拠） 

• 1000 BASE-T (圧 EE 802.3 ab 準拠） 

A 警告 

♦ 近くで落雷のおそれがある場合は、パソコン本体の電源を切り、電源コードをコンセントから 
抜き、 LAN ケーブルをコネクタから抜き、雷が止むまで取り付けないで〈ださい。 

そのまま使用すると、落雷による感電-火災の原因となります。 

A ミ主意 

LAN コネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることがあります。 

© ♦ LAN ケーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してください。 

接続するコネクタを間違えると、故障の原因となることがあります。 

ブパソコン本体の電源を切ります。 

クパソコン本体の LAN コネクタに LAN ケーブルを接続します。 

コネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。 

LAN コネクタにっいては、「各部夕称」ーレくソコン本体背面」 （^ P .16) をご覧ください。 

が重要 

► ネットワークを使巧中に省電力機能が働いてしまうと、他の装置からアクセスできなく 
なったり、ソフトウ X アの不具合が発生したりする場合があります。 

その場合は、「スリープ/休止が態 （Windows Vis ねの場合）」（一 P .65)、 または「スタン 
バイ/休止状態 （Windows XP の場合）」（一 P .73) をご覧になり、省電力機能を解除して 
〈ださい。 
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P POINT 

► LAN コネクタからプラグを取り外すときは、ツメを押さえながら引き抜いてください。ツ 
メを巧さえずに無理に引き抜〈と破損の原因となります。 



(イラストは機種や状況により異なります） 

► 本パソコンで LAN 機能をお使いになる場合は、ネットワーク機器の電源をオンにしてから 
本パソコンの電源を入れてください。また、本パソコンをご使用中に LAN ケーブルを抜い 
たり、ネットワーク機器の電源をオフにしたりしないでください。ネットワーク機器との 
接続ができなくなったり、通信速度がおかしくなる場合があります。 

例： 1 Gbps で通信していたのに 10 Mbps の速度になる 

ネットワーク機器との接続ができない場合は、ネットワーク機器の電源が入っていること、 
および LAN ケーブルで本パソコンとネットワーク磯器が接続されていることをご確認後、 
パソコン本体を巧起動してください。 

► Link 速度を100/1 0 Mbps に固定して接続できます。 Link 速度を固定して接続する場合、 
AutoNegotiation のみサポートしているネットワーク機器では、「デュプレックス」の設定 
は「半 二 重 /Half Duplex 」 に設定してください。 

「全二重 / Full Duplex 」 に設定すると、次のような問題が発生する場合があります。 

- Link ランプが点灯しない 
-通信できない 
-通信速度が異常に遅い 
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10 スリープ/化止状態 

(Windows Vista の場合 ) 


ここでは、本パソコンの省電力機能のうち、スリープと休止状態について説明しま 
す。 

Windows XP の場合は、「スタンバイ/休止状態 （Windows XP の場合）」（一 P .73) 
をご覧ください。 


スリープ/休止状態とは 


スリープまたは休止が態を使用すると、 Windows を終了しないで消費電力を抑えることができ 
ます。 

• スリープ（ハィブリッドスリープが無効） 

メモリ内のプログラムやデータを、システム RAM (メモリ）に保持してパソコン本体の動 
作を中断させます。このとき、パソコン本体の電源ランプの点灯が緑色からオレンジ色に 
変わります。 

スリープ中は、電源プラグをコンセントから抜かないでください。電源が供給されなくな 
るため、システム 民 AM (メモリ）に保持しているプログラムやデータが失われます。 

• スリープ（ハィブリッドスリープが有効） 

メモリ内のプロダラムやデータを、システム RAM (メモリ）とハードディスクに保持して 
パソコン本体の動作を中断させます。このとき、パソコン本体の電源ランプの点灯が緑色 
からホレンジ色に変わります。 

スリープ中に電源が切れた場合は、元のが態に復旧するときにハードディスクからデータ 
を読み出します。電源が切れた場合は、パソコン本体の電源ランプは消灯します。 

• 休止状態 

メモリ内のプログラムやデータを、 ハードディスクに 書き込んで保存し、パソコン本体の 
電源を切ります。このとき、パソコン本体の電源ランプは消灯します。 

電源ランプの状態は、電源を切った状態と同じですが、休止が態のときは機器の構成を変 
えないでください。 

P POINT 

► スリープや休止状態から動作、作業状態に回復することを「レジューム」といいます。 

► 休止が態に ついて 

標準モデルの場合、ご購入時はハィブリッドスリープがち効に設定されているため、休止 
状態は使用できません。休止状態を使巧する場合は、ハィブリッドスリープを無効にして 
〈ださい。 

1. 「電源オプション」を起動します。 

起動の手順については、「スリープ/休止状態の設定を変更する」 （^ P .71) をご賣く 
ださい。 

2. 変更したい電源プランの「プラン設定の変更」をクリックします。 

「プラン設定の編集」ウィンドウが表示されます。 

3. 「詳細な電源設定の変更」をクリックします。 

4. 「スリープ」をダブルクリックし、「ハィブリッドスリープを許可する」をダブルク 
リックします。 
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5. 「設を」を「オフ」にします。 

目. 「 OK 」 を勺、) ツクします。 

カスタムメイドで RAID を選択した場合、ご購入時はハイブリツドスリープが無効に設定 
されていますが、休止状態を使用しないで〈ださい。 


ま意事項 


■ 共通のま意事項 

•パソコンを お {まいの状況によっては、スリープ や休止が態、 レジュームに 時間がかかる場 
合があります。 

•スリープまたは休止が態にした後は、すぐにレジュームしないでください。必ず、10ゆな 
上たってからレジュームするようにしてください。 

• スリープ時や休止が態移行時またはレジューム時に、一時的に画面が乱れる場合がありま 
す。 

•次のが態でスリープに移行させると、スリープまたは休止が態にならない、スリープまた 
は休止が態からレジュームしない、レジューム後に正常に動作しない、データが消失する 
などの問題が発生することがあります。 

- Windows の起動処 a 中または終了処 a 中 

•パソコンが何か処 a をしている最中（プリンタ出力中など）、および処 a 完了直後 
.ファイルアクセス中（フロッピーディスク、ハードディスク、 CD / DVD ドライブのアク 
七スランプが点げ中） 

• モデムやネットワ ■ —クの通信中 

-オートラン CD-ROM (七ットすると自動で始まる CD - ROM ) を使用中 
-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 

. 音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドや動画の再生中 （ MIDI / WAVE / AVI / MPEG / DAT 形 
式のファイルの再生中や音楽 CD の再生中） 

- CD や DVD にデータを書き込み中または書き換え中 

. ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、巧象のドライバのインス 
トールが終 T していないとき、または正しくインストールされていないとき 
. ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを{吏用中 

•ネットワ'—ク環境で通信中に、「スタ ■ —卜」ボタンを{吏用してスリ ■ —プおよび休止が態に 
移行した場合 

.ネットワーク上でファイルの共有を設をし、「スタート」ボタンを巧用してスリープに移 
行したときに、次のメッセージが表示されて「はい」をクリックした場合 
「このコンピュータに接続しているユーザーが次のファイルを開いています。 

[ファイルを]〜〜 

このまま続けるとファイルを閉じますが、ファイルを開いている ユーザーは データを失 
うかも知れません。続けますか？」 

. マウスの操作中 

• ACPI に巧応していない別売の機器（あ張カード、周辺機器）を増設している場合 
• BIOS 七ットァップの省電力に関する設をは、一部を除いて無効となります。を設をについ 
ては、 「 BIOS 」一 「メニュー詳細」 （^ P .144) をご覧ください。 

•本 パソコンは、 低 レベルの スリープ ( ACPIS 1) をサポートしていません。お{まいになる周 
辺機器が化 レベルの スリープ のみ サポートしている場合は、本 パソコンを スリープや休止 
が態にしないでください。 
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• PCI あ張力ードを増設する場合は、そのあ張力ードおよびドライバが 「 IRQ シェアリング辖 ij 
り込みの共有)」をサポートしている必要があります。増設する PCI カードが IRQ シェアリ 
ングをサポートしているかどうかは、を PCI カードメーカーに確認してください。 

■ CD や DVD を読み込み中にスリープや休止状態に移行すると、レジューム時にエラーメッ 
セージが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

• パソコンを使用中にスリープや休止が態に移行させるときは、省電力の設ををを更するこ 
とをお勧めします。省電力の設ををを更すると、ファイルアクセス中や通信中にスリープ 
や休止が態に移行することを回避できます。 

また、ネットワーク環境で LAN 着信によるレジューム機能 （Wakeup on LAN 機能）をお使 
いの場合でも、意図せずパソコンがレジュームする可能性が低くなります。 

省電力の設定を変更する手順は、次のとおりです。 

し「コントロールパネル」ウインドウで、「システムとメンテナンス」一「電源 オプ シヨ 
ン」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

2. を更したい電源プランの「プラン設定のを更」をクリックします。 

「プラン設定の編集」ウィンドウが開きます。 

3. 「コンピュータをスリープが態にする」で、30分な上の設を値を選択します。 

4. 「を更の保存」をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

• 「プラン設定の編集」ウィンドウの「ディスプレイの電源を切る」の設定はネットワークに 
影響しません。電源プランについては、「電源プランを'変更する」卜 P .71) をご覧ください。 

■スリープ時のま意事項 

• 「スタート」ボタンを使用して本パソコンをスリープに移行させても、まれにすぐレジュー 
ムすることがあります。その場合には、いったんマウスを動かしてから、再びスリープに 
移行させてください。 

• TCP / IP の設定で DHCP が有効の場合、スリープへの移行時に DHCP サーバーから割り当てら 
れた IP アドレスのリース期限が切れたとき、パソコン本体がレジュームすることがありま 
す。 

この場合は、 DHCP サーバーの IP アドレスのリース期間を延長するか、または DHCP の使 
用を中止し固を IP をご巧用ください。 

■スリープに移行する際、「デバイスのドライバが原因でスリープが態に入れません。ソフト 
ウェアをすべて閉じてから、もう一まやり直してください。問題が解みしない場合は、そ 
のドライバを更新することをお勧めします。」の警告ウィンドウが表示されて、スリープに 
移行できない場合があります。これは、プログラムが動作中でスリープに移行できない状 
態を示します。スリープに移行させるためには、動作中のプログラムを終了してください。 

■ 化止状態の注意事項 

• ハードディスクに必要な空き容量がない場合、休止が態は使用できません。 

• プリンタなどの周辺機器を接続した状態で休止が態にすると、レジューム時に周辺機器の 
情報が初期化されるため、休止が態にする前の作業が態に戻らないことがあります。 
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■ カスタムメイドで RAID を還択した場合のを意事項 

• カスタムメイドで RAID を選択した場合は、休止状態は使用できません。 

• カスタムメイドで RAID を選択した場合、リビルド（再構築）およびベリフアイを実行する 
場合には、「プラン設定の編集」ウインドウの「コンピュータをスリープ状態にする」で、 
移行するまでの時間を「なし」に設定してください。電源プランについては、「電源プラン 
をを更する」（一 P .71) をご覧ください。 


スリープ/休止状態の使い方 


スリ ープや休止が態にする方法に ついて 説明します。 

P POINT 

► スリープに移行しようとして、「デバイスドライバかプログラムが原因で待機モードに入れ 
ません。すべてのプ□グラムを終了してからもう一度やり直してください。」というメッ 
セージが表示されたときは、ブ□グラムが動作中でスリープに入れません。動作中のソフ 
トウエアなどを終了してからスリープにしてください。 

► 標準モデルの場合、ご購入時の設をでは休止状態を使巧できません。休止状態を使巧する 
場合は、「スリープ/休止状態とは」 （^ P .65) をご覧になり、設をを変更して〈ださい。 

► カスタムメイドで RAID を選択した場合は、休止状態を使巧しないでください。 

■スリープ/休止状態にする 
□一定時間操作しない 

ご購入時には、本パソコンを20分間操作しないと自動的に「スリープ」に移行するように設 
定されています。 

□スタートボタンを使う 

1 ディスクアクセスランプ（一 P .14) が点灯していないことを確認します。 

ク「スタート」ボタンー^の n 一「スリープ」または「休止状態」 
の順にクリックします。 

しばらくするとスリープまたは休止状態になります。 

P POINT 

► 画面上の「電源」ボタンをクリックしてもスリープや休止状態にすることができます。画 
面上の「電源」ボタンのご購入時の設をは，ホのとおりです。 

-標準モデル：スリープ 

-カスタムメイドで RAID を選巧した場合：シャットダウン 

□電源 ボタンを使う 

パソコ ン本体の電源ボタンを押して、スリープや休止状態にすることができます。ご購入時の 
設をは「シャットダウン」です。設定を変更する方法は、「電源ボタンを押したときの省電力 
機能をを更する」 （^ P .72) をご覧ください。 
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■スリープ/休止状態からレジュームする 

P POINT 

► 電源ボタンを押すちまなかでスリープからレジュームさせると、 Windows の仕なにより画 
面が表示されない場合があります。 

その場合は、キーボードかマウスから入力を巧うと画面が表示されます。画面が表示され 
ないままの巧態で一を時間経過すると、本パソコンは再度スリープに移行します。 

レジューム後しばらくすると、中断する前の画面が表示されます。レジュームには、次の方法 
があります。 

□電源 ボタンを押す 

パソコ ン本体の電源ボタンを押すと、レジュームします。 

□ キーボードのキーを押す、またはマウスを操作する 

スリープ（電源ランプがオレンジ色に点げ）している場合は、キーボードのキーやマウスを操 
作すると、レジュームします。 

ただし、休止が態（電源ランプが消げ）の場合は、キーボードのキーやマウスを操作してもレ 
ジュ'ームしません。 

□ レジュームする時刻を巧定する 

巧:まった時刻に本パソコンをレジュームさせることができます。 

この機能を{吏用する場合は、次のように設をしてください。 

ブ管理者権限をちったューザーとしてログオンします。 

ク「コントロールパネル」ウィンドウで、「システムとメンテナンス」一「管理 
ツール」の「タスクのスケジュール」の順に選択します。 

3 時刻などを設定し、「を件」タブの「タスクの実行時にスリープを解除する」に 
チェックを付けます。 

4 roKj をクリックして、すべての画面を閉じます。 

□ LAN 着信によるレジューム （Wakeup on LAN 機能） 

他のコンピュータから本パソコンにコンピュータ検索が行われた場合などに、自動的にレ 
ジュームさせることができまず。 

Wakeup on LAN 機能を使用する攝創ま、次のように設定してください。 

1 BIOS セットアップの「電源管理」メニュ ーー「 LAN デバイスによる電源 ON 」 
を、「使用する」に設定します。 

BIOS セットアップの操作については、 「 BIOS 」 一 「BIOS セットアップの操作のしかた」 
(一 P .141) をご覧ください。 

ク管理者権限を持ったユーザーとしてログオンします。 
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3 「コント ロール パネル」ウィンドウで、「システムとメンテナンス」一「デバイ 
スマネージャ」の順にクリックします。 

「ュ'~ザ'~ マ カウント制御」ウィンドウが表示されます。 

4 「続行」をクリックします。 

「続斤」が表示されず「管 a をアカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

夕「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 

6 「Broadcom NetUnk ( TM ) (Bigabit Ethernet 」 をちクリックし、「プロパティ」を 
クリックします。 

7 「電源の管理」タブをクリックします。 

8 次の2つの項目にチェックを付けます。 

-電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする 
. このデバイスで、コンピュータのスタンバイが態を解除できるようにする 

夕 「 OK 」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 

□ PCI 規巧の力ードによるレジューム 

化の コンピュータから 本 パソコンにコンピュータ 検索が行われた場合などに、自動的に レ 
ジ ューム させることができます。 この 機能は、 PME # 信号をサポートした PCI 規格のあ張力 一 
ド （PCI Revision 2.3 に準拠）を搭載した場合に{ま用できます。詳しくは、お{まいのあ張力一 
ドの マニュアルを ご覧ください。 
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スリープ/休止状態の設定を変更する 


省電力機能が働くまでの時間などの設定を変更するには、 「コントロールパネル」 の「電源ホ 
プション」ウィンドウで行います。 

CD や DVD にデータを書き込むときや、 LAN を使用するときなど、必要に応じて設定を変更 
してください。 

■電源プランを変更する 

ご購入時はレく ランス」、 「省電力」、「高 パフォーマンス」 が用意されています。お使いになる 
状況に適した電源 プランを 選択してください。 

なお、各電源プランにある「プラン設をの'変更」をクリックすると、各プランの設をを'変更す 
ることができます。 

ご購入時の電源プランは次のように設をされています。 

• 電源プラン：バランス 
• ディスプレイ：15分 
■スリープ： 20分 

■スリープになるまでの時間を変更する 

ご購入時には、一定時間パソコンを操作しないと自動的に「スリープ」になるように設をされ 
ています。 

スリープになるまでの時間は、次の手順でを更することができます。 

1 「スタート」ボタン ー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「コンピュータがスリープが態になる時間 
を変更」をクリックします。 

「プラン設をの編集」ウィンドウが表示されます。 

4 「コンピュータをスリープ状態にする」の設定を変更します。 

5 「変更の保巧」をクリックします。 
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■ 電源ボタンを押したときの省電力機能を変更する 

パソコ ン本体の電源ボタンを押したときに働く省電力機能は、次の手順でを更することができ 
ます。 

1 「スタート」ボタン ー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

ク「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「電源ボタンの動作の選択」をクリックし 
ます。 

4 「電源ボタンを押したときの動作」の設定を変更します。 

5 「変更の保存」をクリックします。 

■スリープから復帰するときに Windows のパスワード入力をお須とする設 
定にする 

本 パソコンがスリープ から復帰するときに、 Windows に設をしてある パスワードの 入力を必須 
とする設をにすると、本 パソコンのセキ ュ リティを 高めることができます。 

1 「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

ク「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「電源ボタンの動作の選択」をクリックし 
ます。 

4 「現在利用可能ではない設定を変更します」をクリックします。 

「ュ'~ザ'~アカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

夕「続行」をクリックします。 

「続行 J が表示されず「管 a をアカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

6 「パスワードを必要とする（推奨）」を選択します。 

7 「変更の保存」をクリックします。 
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11 スタンバイ/休止が態 
(Windows XP の場合 ) 



ここでは、本パソコンの省電力機能のうち、スタンバイと休止が態について説明し 
ます。 

Windows Vista の場合は、「スリープ/休止状態 （Windows Vista の場合）」（一 P .65) 
をご覧ください。 

スタンバイ/休止が態とは 


スタンバイまたは休止状態を使用すると、 Windows を終了しないで消費電力を抑えることがで 
きます。 

• スタンバイ 

実行中のプログラムやデータを、システム RAM (メモリ）に保持してパソコンの動作を中 
断させます。スタンバイ中は、電源ランプがオレンジ色に点げします。休止状態よりも短 
い時間で、中断やレジュームを行うことができます。スタンバイ中は、わずかに電力を消 
費していて、電源は AC 電源から供給されます。 

• 休止 状態 

実行中のプログラムやデータを、ハードディスクに書き込んで保存し、 パソコン 本体の電 
源を切ります。電源を自動的に切るため、スタンバイよりも中断/レジュームにかかる時 
間が長くなります。なお、休止が態に入るようにするには、「電源 オプションの プロパティ」 
ウィンドウで設をする必要があります。 

P POINT 

► スタンバイや休止が態から動作、作業状態に回復することを 「レジュー ム J といいます。 

ま意事項 


■ 共通のを意事項 

■パソコンをお使いの状況によっては、スタンバイや休止が態、レジュームに時間がかかる 
場合があります。 

■スタンバイまたは休止が態にした後は、すぐにレジュームしないでください。必ず、10ゆ 
な上たってからレジュームするようにしてください。 

• スタンバイ時や休止状態移行時またはレジューム時に、一時的に画面が乱れる場合があり 
ます。 

■次の状態でスタンバイに移行させると、スタンバイまたは休止が態にならない、スタンバ 
イまたは休止状態からレジュームしない、レジューム後に正常に動作しない、データが消 
失するなどの問題が発生することがあります。 

- Windows の起動処理中または終了処理中 

•パソコンが何か処 a をしている最中（プリンタ出力中など）、および処 a 完了直後 
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.ファイルアクセス中（フロッピーディスク、ハードディスク、 CD / DVD ドライブのアク 
七スランプが点げ中） 

• モデムやネットワ ■ —クの通信中 

-オートラン CD-ROM (七ットすると自動で始まる CD - ROM ) を{ま用中 
-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 

. 音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドや動画の再生中 （ MIDI / WAVE / AVI / MPEG / DAT 形 
式のファイルの再生中や音楽 CD の再生中） 

- CD や DVD にデータを書き込み中または書き換え中 

. ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、巧象のドライバのインス 
トールが終了していないとき、または正しくインストールされていないとき 
. ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを{吏用中 

•ネットワーク環境で通信中に、「コンピュータの電源を切る」ウインドウを巧用してスタ 
ンバイおよび休止が態に移行した場合 

•ネットワーク上でファイルの共有を設をし、「コンピュータの電源を切る」ウィンドウを 
使用してスタンバイに移行したときに、次のメッセージが表示されて「はい」をクリッ 
クした場合 

「このコンピュータに接続している ユーザーが 次のファイルを開いています。 

[ファイルを]〜〜 

このまま続けるとファイルを閉じますが、ファイルを開いている ユーザーは データを失 
うかも知れません。続けますか？」 

. マウスの操作 中 

-饰 enGL を{吏用したスクリーン七ーバーが起動しているとき 

• ACPI にが応していない別売の機器（あ張カード、周辺機器）を増設している場合 

• BIOS 七ットァップの省電力に関する設をは、一部を除いて無効となります。を設をについ 
ては、 「 BIOS 」一 「メニュー詳細」 （^ P .144) をご覧ください。 

•本 パソコンは、 低 レベルのスタンバイ （ ACPIS 1) を サポートしていません。 お {まいになる 
周辺機器が低 レベルのスタンバイのみ サポートしている場合は、本 パソコンをスタンバイ 
や休止が態にしないでください。 

• PCI あ張力ードを増設する場合は、そのあ張力ードおよびドライバが 「 IRQ シエァリング(割 
り込みの共有)」をサポートしている必要があります。増設する PCI カードが IRQ シエアリ 
ングをサポートしているかどうかは、を PCI カードメーカーに確認してください。 

• CD や DVD を読み込み中にスタンバイや休止状態に移行すると、レジューム時にエラーメッ 
セージが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

• パソコンを使用中にスタンバイや休止が態に移行させるときは、省電力の設ををを更する 
ことをお勧めします。省電力の設ををを更すると、ファイルアクセス中や通信中にスタン 
バイや休止が態に移行することを回避できます。 

また、ネットワ'—ク環境で LAN 着信によるレジュ ■ —ム機能 （Wakeup on LAN 機能）をお使 
いの場合でも、意図せずパソコンがレジュームする可能性が低くなります。 

省電力の設定をを更する手順は、次のとおりです。 

1. 「コントロールパネル」ウインドウで、「パフオーマンスとメンテナンス」^「電源才 
プシ ョン」 の順にクリックします。 

「電源オプションのプロパティ」ウインドウが表示されます。 

2. 「電源設定」タブの「システムスタンバイ」および「システム休止が態」で、30々■な上 
の設定値を選択します。 

3. 「 OK 」 をクリックして、すべてのウインドウを閉じます。 

• 「電源オプションのプロパティ」ウインドウの「電源設を」タブにある「モニタの電源を切 
る」、レ、ードディスクの電源を切る」の設をはネットワークに影響しません。 
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■ スタンバイ時の注意事項 

• 電源ボタンなどで本パソコンをスタンバイに移行させても、まれにすぐレジュームするこ 
とがあります。その場合には、いったんマウスを動かしてから、再びスタンバイに移行さ 
せてください。 

• TCP / IP の設定で DHCP が有劾の場合、スタンバイへの移行時に DHCP サーバーから割り当て 
られた IP アドレスのリース期限が切れたとき、パソコン本体がレジュームすることがあり 
ます。 

この場合は、 DHCP サーバーの IP アドレスのリース期間を延長するか、または DHCP の使 
用を中止し固定 IP をご使用ください。 

•スタンバイに移行する際、「デバイスのドライバが原因でスタンバイが態に入れません。ソ 
フトウエアをすべて閉じてから、もう一度やり直してください。問題が解決しない場合は、 
そのドライバを更新することをお勧めします。」の警告ウィンドウが表示されて、スタンバ 
イに移行できない場合があります。これは、プロダラムが動作中でスタンバイに移行でき 
ないが態を示します。スタンバイに移行させるためには、動作中のプログラムを終了して 
ください。 

■ 休止状態の注意事項 

• ハードディスクに必要な空きを量がない場合、休止状態は使用できません。 

• プリンタなどの周辺機器を接続した状態で休止が態にすると、レジューム時に周辺機器の 
情報が初期化されるため、中断する前の作業が態に戻らないことがあります。 

■ カスタムメイドで RAID を選択した場合のを意事項 

• カスタムメイドで RAID を選択した場合は、休止状態は使用できません。 

■カスタムメイドで RAID を選択した場合、リビルド（再構築）およびべリファイを実行する 
場合には、「電源オプションのプロパティ」一「電源設を」タブの「システムスタンバイ」 
および「システム休止状態」で、移行するまでの時間を「なし」に設をしてください。 


スタンバイ/休止状態の使い方 


スタンバイや休止が態にする方法について説明します。 

P POINT 户 

► スタンバイに移行しようとして、「デバイスのドライバが原因でスタンバイ状態に入れませ 
ん。ソフトウエアをすべて閉じてから、もう一度やり直して〈ださし、。」というメッセージ 
が表示されたときは、プログラムが動作中でスタンバイに入れません。動作中のソフトウエ 
アなどを終了してからスタンバイにしてください。 

► ご購入時の設定では休止状態を使用できません。休止が態を使巧する場合は、「スタンバイ 
/休止状態の設をを変更する」 （^ P .78) をご幫になり、設をを変更してください。 

► カスタムメイドで RAID を選択した場合は、休止状態を使巧しないでください。 

■ スタンバイ/休止状態にする 
□一定時問操作しない 

ご購入時には、本パソコンを20分間操作しないと自動的に「スタンバイ」に移行するように 
設定されています。 
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□「コンピュータの電源を切る」ウィンドウを使う 

1 ディスクアクセスランプ（一 P.14) が点灯していないことを確認します。 

ク「スタート」ボタンー「終了オプション」の順にクリックします。 

3 「スタンバイ」または「休止状態」を選択します。 

しばらくするとスタンバイまたは休止が態になります。 

□電源ボタンを使う 

パソコン本体の電源ボタンを押して、スタンバイや休止が態にすることができます。ご購入時 
の設定は「シャットダウン」です。設ををを更する方法は、「電源ボタンを押したときの省電 
力機能を変更する」 （^P.79) をご覧ください。 

■ スタンバイ/化止が態からレジュームする 

P POINT 

► 電源ボタンを押すちまな外でスタンバイからレジュームさせると、 Windows の仕樹こより 
画面が表示されない場合があります。 

その場合は、キーボードかマウスから入力を行うと画面が表示されます。画面が表示され 
ないままの巧態で一を時間経過すると、本パソコンは再度スタンバイに移行します。 

レジューム後しばらくすると、中断する前の画面が表示されます。レジュームには、次の方法 
があります。 

□電源ボタンを押す 

パソコン本体の電源ボタンを押すと、レジュームします。 

□キーボードのキーを押す、またはマウスを操作する 

スタンバイ（電源ランプがオレンジ色に点げ）している場合は、キーボードのキーやマウスを 
操作すると、レジュームします。 

ただし、休止状態（電源ランプが消げ）の場合は、キーボードのキーやマウスを操作してもレ 
クュ' ームしません。 

□ レジュームする時刻を指定する 

決:まった時刻に本パソコンをレジュームさせることができます。 

この機能を巧用する場合は、次のように設定してください。 

ブ管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

ク「コント ロール パネル」ウインドウで、「パフ ォー マンスとメンテナンス」一 
「タスク」一「スケジュールされたタスクの追加」の順に選択します。 

3 時刻などを設定し、プロパティを開きます。 

4 「設定」タブの「タスクの実行時にスリープを解除する」にチェックを付けます。 

5 roKj をクリックして、すべての画面を閉じます。 
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□ LAN 着信によるレジューム （Wakeup on LAN 機能） 

化のコンピュータから本パソコンにコンピュータ検索が行われた場合などに、自動的にレ 
ジュームさせることができます。 

Wakeup on LAN 機能を{ま用する場合は、次のように設をしてください。 

1 BIOS セットアップの「電源管理」メニュ ー_「 LAN デバイスによる電源 ON 」 
を、「使用する」に設定します。 

BIOS 七ットアップの操作については、 「 BIOS 」一「 BIOS 七ットアップの操作のしかた」 
(^ P .141) をご覧ください。 

ク管理を権限を持ったューザーとしてログオンします。 

3 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

4 「ハードウェア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 
夕「ネットヮークアダプタ」をダブルクリックします。 

6 r Broadcom NetUnk ( TM ) Gigabit Ethernet 」 をちクリックし、「プロパティ」を 
クリックします。 

7 「電源の管理」タブをクリックします。 

夕次の2 つの 項目にチェックを付けます。 

-電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする 
. このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 

9 「 OK 」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 

□ PCI 規格の力ードによるレジューム 

化の コンピュータから 本 パソコンにコンピュータ 検索が行われた場合などに、自動的に レ 
ジ ューム させることができます。 この 機能は、 PME # 信号をサポートした PCI 規格のあ張力 一 
ド （PCI Revision 2.3 に準拠）を搭載した場合に使用できます。詳しくは、お使いのあ張力 一 
ドのマニュアルを ご覧ください。 
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スタンバイ/休止状態の設定を変更する 


省電力機能が働く までの 時間な どの 設定変更は、 「コントロールパネル」の 「電源 オプション 
のプロパティ」ウィンドウで行います。 

CD や DVD にデータを書き込むときや、 LAN を使用するときなど、必要に応じて設定をを更 
してください。 

■ スタンバイ/化止げ態になるまでの時間を変更する 

ご 購入時には、一を時間 パソコンを 操作しないと自動的に 「スタンバイ」 になるように設をさ 
れています。 

スタンバイや休止が態になるまでの時間は、次の手順で変更することができます。 

1 「スタート」ボタンー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「パフナーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源 オプ ションの プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 休止状態を使用する場合は、「休止が態」タブの「休止が態を有効にする」に 
チェックを付け、「適用」をクリックします。 

が重要 

► カスタムメイドで RAID を選巧した場合は，休止状態は使用しないでください。 

4 「電源設定」タブをクリックし、お使いの状況に合わせて、「電源設定」を選択 
します。 

ご購入時の設をは「最小の電源管 a 」 です。 

5 「システムスタンバイ」または「システム休止状態」の設定を変更します。 


6 「 OK 」 をクリックします。 
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■ 電源ボタンを巧したときの省電力機能を変更する 

パソコン 本体の電源ボタ ンを 押したときに働く省電力機能は、次の手順で変更することができ 
ます。 

1 「スタート」ボタンー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「パフォーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源ォプションのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 休止状態を使用する場合は、「休止が態」タブの「休止状態を有効にする」に 
チェックを付け、「適用」をクリックします。 

が重要 

► カスタムメイドで RAID を選巧した場合は，休止状態は使用しないでください。 

4 「詳細設定」タブをクリックし、「コンピュータの電源ボタンを巧したとき」の 
設定を変更します。 

5 「 OK 」 をクリックします。 

■ スタンバイから復帰するときに Windows のパスワード入力を么須とする 
設定にする 

本パソコンがスタンバイから復帰するときに、 Windows に設をしてあるパスワードの入力を必 
須とする設をにすると、本パソコンの七キュリティを高めることができます。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「パフォーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源ォプションのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 「詳細設定」タブをクリックし、「スタンバイから回復するときにパスワードの 
入力を求める」にチェックを付けます。 


4 「 OK 」 をクリックします。 



Memo 



第 3 章 


周辺機器の設置/設定/増設 

周巧機器の取り付け方法やを意事項を説明して 
います。 


1周辺機器を取り付ける前に . 82 

2本体 カバーを 取り外す . 84 

3 メモリを取り付ける . 86 

4拡張カードを取り付ける . 91 
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1周辺機巧を巧り付ける前に 


本パソコンは、さまざまな周辺機器を接続または内蔵して、機能を拡張できます。 

/ K 警告 

0 # 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電■火災の原因となります。また、パソコン本体およ 
び周辺機器が故障する原因となります。 

A ミ主意 

• 周辺機器などの取り付け、取り外しを行う際は、指定された場所レ:>1外のネジは外さないでく 
ださい。 

指定された場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 

• 電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後あ分に待ってから作業を始めて〈ださい。 

火傷の原因となることがあります。 


取り扱い上のを意 

周辺機器を取り付けるときは、次のことに注意してください。 

• 周辺機器の中には、お使いになれないものがあります 

ご購入の前に富±通製品情報ページ内に&る FMV - ESPRIMO の「システム構成図」 （ http :// 
www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧になり、その周辺機器がお使いになれるか 
どうかを確詔、してください。 

• 周辺機器は、勢社純正品をお使いいただくことをお勧めします 

純正品が外を取り付けて、正常に動かなかったり、パソコンが故障しても、保証の対象外 
となります。 

純正品が用意されていない機器については、本パソコンに対応しているかどうかをお使い 
の周辺機器メーカーにご確認ください。 

弊社純正品が外の動作については、サポートしておりません。 

• 一度に取 y 付ける周辺機器は1つだけにしてください 

一度にネ复數の周辺機器を取りイ寸けると、ドライバのインストールなどが正常に行われない 
おそれがあります。1つの周辺機器の取り付けが終了して、動作確認を行った後、別の周辺 
機器を取り付けてください。 

•パソコンおよび接続されている機器の電源を切ってください 

安全のため、必ず電源プラグをコンセントからキ友いてください。パソコンの電源を切った 
が態でも、パソコン本体内部には電流が流れています。 

• 内蔵の周辺機器について 

標準搭載およびカスタムメイドや FMV バリューシリーズの選択によって搭載された機器 
は、ご購入時の状態から搭載位置やケーブルの接続先などを変更することをサポートして 
おりません（マニュアルなどに指示がある攝合を除く）。 


0 

A 
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• 電源 ユニッ トは分解しないでください 

電源ユニットは、パソコン本体内部の背面側にある箱形の部品です。 

詳しくは、「各部夕称」ーレくソコン本体内部」 （^ P .18) をご覧ください。 

• 内部のケーブル類や装置の巧いに;'主意してください 

傷つけたり、加工したりしないでください。 

• 柔らかい布の上などで作業してください 

固いものの上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷が付くおそれがあります。 

• 静電気に;'主意してください 

内蔵周辺機器は、プリント基板や電子部品がむきだしになっています。これらは、人体に 
発生する静電気によって損傷を受ける場合があります。取り极う前に、一度大きな金属質 
のものに手を触れるなどして静電気を放電してください。 

• プリント基板表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでください 

金具の部分や、プリント基板のふちを持つようにしてください。 

• 周迈機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるものが一般的ですが、パソコン 
本体より後に電源を入れるものもあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

• ACPI に対応した周迈機器をお使いください 

本 パソコンは、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）に巧応しています。 

ACPI 対•応の OS で周辺機器をお使いになる場合、周辺機器が ACPI に対応しているか周辺 
機器の製造元にお問い合わせください。 ACPI に対応していない周辺機器を使うと 、バソコ 
ンおよび周辺機器が正常に動作しないおそれがあります。 

• ドライバーを用意してください 

周辺機器の取り付けや取り外しには、プラスのドライバーが必要な場合があります。 

ネジの頭をつぶさないように、ネジのナイズに合ったドライバーをご用意ください。 
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2本体カバーを巧り外す 


周辺機器を取り付けるときは、アッパーカバーを取り外して、内部が見える状態に 
します。 


A 警告 


0 


• 本体カバーの取り付けや取り外しを行うときは、パソコン本体および接続されている機器の 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧うようにしてください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-火災または故障の原因となります。 


A ミ主意 




• 本体カバーの取り付け、取り外しを巧う際は、指をされた場戸斤が外のネジは外さないでくだ 
さい。 

指定された場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 


本体 カバーの 取り外し方 


本体カバーは、パソコン本体が滑らないような場所で取り外してください。 

フット（一 P.14) を取り付けている場合は、 パソコン 本体からフットを取り外し、横置きにし 
てから アッパーカバーを 取り外してください。 

ブパソコン本体背面のネジ （2 ヶ所）を外します。 
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ク本体カバー（アツパーカバー ） をおり外します。 

パソコン 本体前面側に スライ ドさせてから、上に持ら上げて取り外します。 
お使いの機種により、アッパーカバーの取り外しが硬く感じる場合があります。 



線に合わせます。 


戸 POINT ； 

► アツパーカバーを取り付ける場合は、アツパーカバーをパソコン本体の上に下ろし、パソ 
コン本体背面側に、突き当たるまでしっかりとスライドさせてください。その後、手順1 
で取り外したネジ （2 ヶ所）で固をしてください。 
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3ゾモリを巧り付ける 


本パソコンのメモリを増やすと、一度に読み込めるデータの量が増え、パソコンの 
処理能力があがります。 

P POINT 

► ご購入後、メモリを取り付ける場合は、 Windows のセットアップを実行後、一度電源を 
切つた後に取り付けて〈ださい。 


A 警告 


0 


• メモリの取り付けや取り外しを巧うときは、パソコン本体および接続されている機器の電源 
を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧うようにしてください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-火災または故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 


• メモリの取り付け、取り外しを行う際は、指定された場所レ:>1外のネジは外さないでくださし、。 
指定された場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 



• パソコン本体内部の突起物、および指をされたスイツチが外には、手を触れないで〈ださし、。 
けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。 




メモリは何度も抜き差ししないでください。 
故障の原因となることがあります。 


A 


• 電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱〈なっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後お分に待ってから作業を始めてください。 

火傷の原因となることがあります。 
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メモリの取り付け場所 


メモリは、 パソコン 本体内部のメモリ スロッ トに取り付けます。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


取り付けられるメモリ 


本 パソコンに メモリを増設する場合は、弊社純正品の「拡張 RAM モジュール DDR 2 SDRAM 
PC 2-6400 対■応 （ ECC なし）」をお使いください。 

■ ゾモリの組み合わせ表 

本パソコンには、最大で 4 GB 注のメモリを取り付けることができます。 

メモリを増設するときは、次の表でメモリの容量と スロッ トの組み合わせを確認し、正しく取 
り付けてください。 


□ D 5270 


DIMM 1 

DIMM 2 

総容量 

1 GB 

- 

1畑應準） 

1 GB 

1 GB 

2 GB 

2 GB 

- 

2 GB 

2 GB 

2 GB 

4 GB 注 


を： 24時間モデルでハードディスクの容量が 40GB の場合、または24時間モデルでカスタムメイドで RAID を選択 
した場合は、サポートしていません。 


が重要 

► この表の組み合わせな外で、メモリを巧り付けないでくださし、。 
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□ D 3270 


DIMM 1 

DIMM 2 

総容量 

1 GB 

- 

1 G 巨注 

1 GB 

1 GB 

2 GB 注 

2 GB 

- 

2 GB 

2 GB 

2 GB 

4 GB 


を：ご購入時に選巧したメモリが取り付けられています。 


が重要 

► この表の組み合わせなかで、メモリを取り付けないでくださし、。 
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メモリを取り付ける 


が重要 

► メモリは、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気によ 
り破壊される場合があります。メモリを取り巧う前に、一度金属費のものに手を触れて、 
静電気を放電して〈ださい。 

► メモリは次図のようにふちを持ってください。金色の線が入っている部分（端子）には、 
絶対に手をちもれないでください。 

この部分には手を姐れないでください。 



► メモリの取り付け/取り外しを行う場合は、メモリが補助金具などに姐れないように注意 
して〈ださい。 

ブパソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセン 
卜からおきます。 

が重要 

► 必ず電源プラグをコンセントから抜〈力、、パソコン本体背面のメインスイッチ （一 P .17) 
を「〇」側に切り替えてください。電源を切っただけでは、メモリは通電していることが 
あります。 

ク本体カバー（アッパーカバー ） を取り外しまず。 

メモリを取り付ける場合、手順4に進んでください。メモリを交換する場合は、手順3 
に進んでください。 

3 スロッ トの両側のフックを外側に開きます。 



め I r 

(これが降のイラストは機種や状況により異なります) 
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4 メモリをスロットに差し込みます。 

メモリの切り欠け部分と スロッ トの切り欠け部分を合わせるようにして、 スロッ トに垂 
直に差し込みます。 

正しく差し込まれると、スロットの両側のフックが起きます。このとき、フックがメモ 
リをしっかり固定しているか確認してください。 



P POINT 


► 逆向きに差し込んだ場合、故障の原因となることがありますので、ごミ主意〈ださい。 

タアッパーカバーを取り付けます。 

6 電源プラグをコンセントに差し込み、本パソコンの電源を入れます。 

P POINT 

► メモリが正し〈取り付けられているかどうかは、かの手順で確認してください。 

1. BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順については、 「BIOS」一「BIOS セットアップを起動する」（一 P.141) を 
ご幫〈ださい。 

2. 「情報」一「全メモリ容量」でメモリの容量を確認します。 

メモリの容量が正し〈ない場合は、取り付けたメモリが本パソコンで使用できることを確 
認後、もう一度やり直してください。 

► メモリを取り外す場合は、取り付ける手順を参照してください。なお、取り外したメモリ 
は、静電気防止袋に入れて大切に保管してください。 

► スロッ トの両側のフックを外側に開くときは、勢いよ〈開かないようにミ主意して〈ださし、。 
フックを勢いよ〈外側に開〈と、メモリが雕び抜け、故障の原因となることがあります。 


















4 拡張力ードを巧り付ける 
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拡張力ードは、本パソコンの機能を拡張します。 

P POINT 

► ご購入を、 化張力ードを取り付ける場合は、 Windows のセットアップを実行後、一度電源 
を切つた後に取り付けて < ださい。 


A 警告 


0 


• 拡張カードの取り付けや取り外しを巧うときは、パソコン本体および接綿されている機器の 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧うようにしてください。 

この手順をずらずに作業を巧うと、感電-火おまたは故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 


• 拡張力ードの取り付け、取り外しを行う際は、指定された場所レ:>1外のネジは外さないでくだ 
さい。 

指定された場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 



• パソコン本体内部の突起物、および指をされたスイッチ ja 外には、手を触れないでくださし、。 
けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。 


A 


• 電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後お分に待ってから作業を始めて〈ださい。 

火傷の原因となることがあります。 
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拡張カードの取り付け場所 


国 




カスタムメイドで CD/DVD ドライブ（厚型）を選択した場合のものです) 




カスタムメイドで CD/DVD ドライブ（厚型) 
• ックカードを選巧した場合のものです） 
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取り付けられる拡張カード 


本パソコンには、 PCI 規格の最大長 176 mm の拡張カード（ハーフサイズ）を取り付けられます。 
カスタムメイドで RAID を選択した場合は、 PCI 1 のスロットに SATA - RAID カードが取り付け 
られています。 

P POINT 

► カスタムメイドで施張カードを選択した場合には、あらかじめ施張力ードが接続されてい 
ます。 

► 増設する PCI カードが起動 ROM (BIOS) を搭載している場合、その種類や増設数により、 
システム起動時に 「Error loading operating system 」 などのエラーメッセージが表示され、 
起動できない場合があります。この場合は、増設する PCI カードの BIOS を無効にするこ 
とにより、現象を回避できることがあります。増設する PCI カードの BIOS を無効にする 
方法は、 PCI 力ードのマニュアルをご幫ください。 
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拡張カードを取り付ける 


P POINT 

► この手順で説明しているイラストは、カスタムメイドで CD/DVD ドライブ（厚型）を選が 
した場合です。お使いの機種にあわせて読み替えて〈ださい。 

ブパソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセン 
卜からおきます。 


ク本体カバー（アツパーカバー ） を取り外します。 

3 拡張カード取り付け金具を取り外します。 

あ張カード取り付け金具は真上に引き上げてください。 

すでにあ張力ードが増設されている場合は、増設されたあ張力ードに接続されている 
ケーブルを抜いてから、取り外してください。 



(これな降のイラストは機種や状況により異なります) 
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4 スロッ トカバーを固定しているネジを取り外します。 



5 スロットカバーを 取り外します。 



P POINT 

► 取りかしたスロットカバーは大切に保管して〈ださい。 

拡張カードを取り外してお使いになる際、パソコン内部にゴミが入らないよう取り付けま 
す。 
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6 拡張カードをコネクタに差し込みます。 

拡張カードをコネクタにしっかりと差し込んでください。 



7 手順4で外したネジで、拡張力ードを固定します。 
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8 拡張カード取り付け金具をおり付けます。 

ツメがきらんと背面にかかるように、垂直に取り付けてください。 



f の電源プラグをコンセントに差し込み、本パソコンの電源を入れます。 

デバイスドライバとリソースが自動的に設定され、拡張カードが使えるようになります。 

P POINT 

► 拡張カードを取り外す場合は、取り付ける手順を参照してください。 

► 拡張カードの取り付け後に画面にメッセージが表示された場合は、メッセージに従って操 
作して〈ださい。詳しくは、拡張カードや周辺機器のマニュアルをご貴ください。 

► 施張力ードを使巧する前に、デバイスマネージャに正し〈登録されていることを確認して 
ください。 詳しくは、拡張カードや周辺機器のマニュアルをご幫ください。 














Memo 



第 4 章 


七キユリテイ 

本パソコンで使用できるセキユリテイ機能につ 
いて紹介します。他人による不正使用や情報の 
漏えいなどを防ぐために、曰ごろからセキュリ 
ティ対策をむがけてください。 


1セキュリティの重要性 . 100 

2ネットワーク接続時のセキュリティ . 101 

3不正巧用からのセキュリティ . 109 

4パソコンの盜難防止 . 113 

5パソコン本体廃棄時のセキュリティ . 115 

6データのバックアップ . 117 
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1七キュリテイの重要性 


パソコンの 使用増加に伴って、 コンピュータウイルス による システム 破壊、情報の漏えい、不 
正使用、盗難などの危険も増えてきています。これらの危険から大切な情報を守るために、本 
パソコンでは さまざまな セキュリティ 機能が用意されています。 

ここでは、どんな危険があるか、またトラブルに備えてやっておくことについて、説明してい 
ます。 


が重要 

► 当社ではセキュリティ機能を使巧されたこと、または使巧できなかったことによって生じ 
るいかなる損害に関しても、一切の責任を負いかわます。 

セキュリティ対策は、本パソコンを使用している方が責任をもって巧うようにしてくださ 
い。 

► セキュリティは一度巧えばまむできるものではありません。パソコンを使巧している方が 
曰ごろから関むをもって、最善のセキュリティ環境にしておくことが必要です。 

■ コンピュータウイルス 

パソコンに トラブルをひき起こすことを目的として作られたプログラムです。 インターネット 
や E メー ルなどを通じて パソコンに 感染することにより、 パソコンのシステム や データの 破 
壊、情報の漏えいといった被害を与えます。 

■ 情報の漏えい 

ネットワークなどを通してパソコンに不正に侵入され、重要なデータを流出されたり、破壊さ 
れたりすることがあります。また、特殊なソフトウェアを使用することにより、廃棄したパソ 
コンから不正に情報が抜き出されることもあります。 

P POINT' 

► 記録メディアを廃棄する場合も、セキュリティに気を付けてください。 CD . DVD などは 
ディスクの読み取り部に傷を付けたり ， USB メモリなどはデータを完全にミ肖ちしたりする 
ことをお勧めします。 

■不正使用 

使用する権限のないパソコンを巧用することです。パスワードを設定するなどの巧策で防ぐこ 
ともできますが、容易に想像できるパスワードを使用したりすると、不正に巧用される危険性 
が高くなります。 

■盗難 

不正にパソコンが持ち出され、保存しているデータが不正に使用されることがあります。 
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2ネットワーク接続時の七キユリティ 


インター ネットや E メールな どの普及に伴い、 コンピュータウイルスへの 感染や パソコン 内の 
情報が漏えいする危険性が高まっています。 

ここでは、ネットワークに接続しているパソコンを守るための七キュリテイ機能について紹介 
します。 

コンピュータウイルス対策 


が重要 

► コンピュータウイルスに感染したことにより本パソコンの修理が必要になった場合、保証 
期間内であってもち償修理になることがあります。ウイルスの感染を防ぐために 、 「Norton 
Antivirus 」 （一 P .101) を使巧したり 、 「Windows Update 」 （一 P .103) を実巧したり対策を 
とってください。 

コンピュータウイルスは、インターネットや E メールなどを通じてパソコンに感染し、データ 
を破壌したりパソコンを起動できなくしたりします。また、ウイルスに感染したパソコンを使 
用することにより、メールソフトに登録されているアドレスや保持しているデータに記録され 
ているアドレス宛に勝手にウイルスが配信され、ウイルスを広めてしまうこともあります。 

本パソコンには、ウイルスを発見するためのソフトウエアとして 「Norton Antivirus」 が添付さ 
れています。 「Norton Antivirus」 は、ウイルス定義ファイルを使用して、ウイルスの侵入と感 
染をチェックすることができます。 


■ Norton AntiVirus 

「Norton Antivirus 」 は「ソフトウ エア」一 「ソフトウ エア ー覧」（一 P.120) をご覧になり、必 
要に応じてインストールしてください。また、 「Norton Antivirus 」 を使用する場合は、ウイル 
ス定義ファイルの更新をお勧めします。 

更新方法については、「ウイルス定義ファイルを更新する （LiveUpdate)」 （一 P.102) をご覧く 
ださい。 

使用方法や設定にっいては、ヘルプをご覧ください。 

□注意事項 

•「Norton Antivirus 」 を起動していると、ソフトウエアが正常にインストールされなかったり、 
ご使用のソフトウエアによっては不具合が発生したりすることがあります。この場合は次 
の方法で 「Norton Antivirus 」 を一時的に使用不可にしてください。ただしインストールが 
終了した後は、使用可に戻すのを忘れないでください。 

1. 「スタ^ー ト」ボタンー「すベてのプログラム」一 「Norton Antivirus 」 一 「Norton AntiVirus J 
の順にクリックします。 

2. 「NortonAntiVirus」 タブの「設定」をクリックします。 

3. 「基本七キュリテイ」の 「AutoProtect」 をクリックします。 
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4. 「オフにする」をクリックします。 

Windows Vis ねで、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a をアカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. 期間を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

氏ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

•「Norton Antivirus 」 でコンピュータウイルス検査を実行しているときは、ハードディスクに 
あるプログラムを実行したり、検査中の CD / DVD などの媒体を取り出したり 、 USB メモリ 
などを取り外したりしないでください。 

•「 NortonAntivirus 」 は、コンピュ ■ —タウイルスの情報を記載したデ ' —タファイルと、検査プ 
ログラム（スキャンエンジン）を使用しています。を巧的に更新してください。 

スキャンエンジンを更新する場合は、最新版の 「 NortonAntivirus 」 をご購入ください。 

• E メールに添付されたファイルや入手した CD / DVD や USB メモリなどの媒体は、コンピュータ 
ウイルスに感染していないかをチェックしてからお使いください。また、パソコンのハード 
ディスクはを期的にウイルスチェックを実行してください。 

•「Norton Antivirus 」 をインスト ' —ルすると、次のようになりますが 、 「Norton AntiVirusJ に 
同等の機能が含まれているため問題ありません。 

• 通か領域からセキュリティセンタ ■ —の表示がなくなり 、 「Norton Protection Center 」 が表示 
されます。 

• Windows ファイアウォールが無効になります。 

• Windows Vista の場合は 、 Windows Defender が無効になります。 

□ウイルス定義ファイルを更新する （ LiveUpdate ) 


P POINT 

► 「 LiveUpdate 」 はシステム管理者の指示に従って実巧してください。 

► rLiveUpdateJ を実行するには、インターネットに接続できる環境が必要になります。ネッ 
トワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから実行してください。 

• 手動で更新する 

1. 「スタート」ボタンー「すべてのプロダラム」一 「Norton Anti Virus 」 一 「 LiveUpdate 」 
の順にクリックします。 

2. 「次へ」をクリックします。 

更新ファイルがあるかどうか検索されます。 

更新ファイルがない場合は、「完了」をクリックしてウインドウを閉じます。 

3. 「次へ」をクリックします。 

更新ファイルのダウンロー ドとインストールが始まります。 

4. 「完了」をクリックします。 

P POINT 

► 更新をち効にするために再起動が必要な場合は、 Windows を巧起動して〈ださい。 

• 自動で更新する 

自動 LiveUpdate を「オン」に設定しておくと、インターネットに接続したときに最新のウ 
イルス定義ファイルに自動更新することができます。 
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1. 「スタ ■ — 卜」ボタンー * 「すべてのプログラム」一 * 「 NortonAntivirus 」 一 「NortonAntiVirusJ 
をクリックします。 

2. 「Norton Antivirus 」 タブで「設定」をクリックします。 

3. 「基本セキュリティ」の「自動 LiveUpdate 」 をクリックします。 

4. 「オンにする」をクリックします。 

Windows Vis はで、 「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

□コンピユータウイルスの被害届 

コンピュータウイルスを発見した場合は、被害届を提出してください。 

コンピュータウイルスの届け出制まは、「コンピュータウイルス対策基準」（平成12年12月 
28日付通商産業省を示第952号）の規をに基づいています。コンピュータウイルスを発見し 
た場合、コンピュータウイルス被害のあ大と再発を防ぐために必要な情報を、独立行政法人情 
報処理推進機構 ( IPA ) セキュリティセンターに届け出ることとされています ( http :// 
www . ipa . go . jp / securitv /) 〇 


Windows やソフトウエアのアップデート 


お使いの Windows やソフトウェアに脆弱性（セキュリティホール）と呼ばれる弱点が発見さ 
れることがあります。これらの脆弱性が悪用されると、コンピュータウイルスなどの悪意ある 
プログラムが作られる可能性があります。脆弱性をそのまま放置しておくと、お使いのパソコ 
ンに悪意あるプログラムが侵入する危険性があります。 

そのか策として、システムやソフトウェアを提供している各社が修正プログラムを無料で配布 
しています。新しい修正プログラムが発表されたときには、内容を確認のうえ、お使いのパソ 
コ ンに適用してくたさ レ、。 

■ Windows Update 

Windows を最新のが態に更新できます。最新のが態にすることにより、ウイルスが侵入した 
り、不正アクセスされたりするセキュリティホールをなくすための対策もされます。 

□ Windows Vista の場合 

P POINT 

► rWindows UpdateJ を実行するためには、インターネットに接続できる環境が必要になり 
ます。ネットワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから、実行してください。 

► インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。 「Windows ファイア 
ウオール」をち効にするか、 「Norton Antivirus 」 をインストールすることをお割めします。 
ご購入時の設定は 「Windows ファイアウホール」がち効になっています。 

► rWindows Update 」 はシステム管理者の指示に従って実行してください。 

► rWindows Update 」 は、マイク□ソフト社が提供するサポート機能です 。 「Windows Update 」 
で提供されるプログラムについては、弊社がその内容や動作、および実施後のパソコンの 
動作を保証するものではありませんのでご了承〈ださい。 
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► 「Windows Update 」 の/くージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 のホー 
ムページの案内にがって、実行してください。 

ブ「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 r Windows Update j の順にク 
リックします。 

「Windows Update 」 の画面が表示されます。 

P POINT 

► 「Windows Update 」 ウィンドウの「他の製品の更新プ□グラムを取得します」をクリック 
すると 、 「Microsoft Update 」 を利巧できるようになります 。 「Microsoft Update 」 を利巧す 
ると、 Windows や Office 製品などのマイク□ソフト社が提供するソフトウェアの更新プロ 
グラムを一度に入手することができます。詳しくは 「Microsoft Update 」 のホームぺージ 
をご賣ください。 

ク「更新プログラムの確認」をクリックします。 

パソコンのが態を診断し、更新情報を取得します。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 

□ Windows XP の場合 

P POINT 

► rWindows Update J を実巧するためには、インターネットに接続できる環境が必要になり 
ます。ネットワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから、実行してくださし、。 

► インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。 「 Windows ファイア 
ウォール」をち効にするか 、 「Norton Antivirus 」 をインストールすることをお勧めします。 
ご購入時の設定は 「 Windows ファイアウォール」がち効になっています。 

► 「Windows Update 」 はシステム管理者の指示に従って実行してください。システム管理者 
は、次の点にごミ主意〈ださい。 

-「優先度の高い更新プログラム」については、適用されることをお割めします。 
■ハードウェア巧の更新プログラムは適巧しないで〈ださい。ただし、お客巧が追加され 
たデバイスについてはお客巧の判断で適巧してください。 

-自動更新磯能を使うと 、 「Windows Update 」 を自動的に巧うように設ををすることがで 
きます。設を方法については、 Windows のヘルプをご覧ください。ご購入時の設をで 
は、インターネットに接続しているときに、「優先度の高い更新プログラム」を自動更 
新するように設定されています。必要に応じて設定を変更して〈ださい。 

► r Windows Update j は、マイクロソフト社が提供するサポート磯能です 。 「Windows Update j 
で提供されるプログラムについては、弊社がその内容や動作、および実施後のパソコンの 
動作を保証するものではありませんのでご了承〈ださい。 

► 「Windows Update 」 の/くージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 のホー 
ムページの案内に従って、実行してください。 

► Office 製品についても、マイクロソフト社のホームぺージから、 「 Office のアップデート」を 
実行することにより、最新の状態に更新できます。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 r Windows Update j の順にク 
リックします。 

r Windows Update ] の画面が表示されます。 
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P POINT 

► Windows や Office 製品などのマイクロソフト社が提供するソフトウェアの更新プログラム 
を1度に入手できる 「Microsoft Update 」 を利巧することもできます 。 「Microsoft Update 」 
を利巧するには、マイクロソフト社のホームぺージからま巧のソフトウ X アをインストー 
ルする必要があります。 詳しくは 、 「Windows Update 」 のホームぺージにあるリンクをク 
リックし 、 「Microsoft Update 」 のホームぺージをご覧〈ださい。 

ク「カスタム」をクリックします。 

パソコンのが態を診断し、更新情報を取得します。 

更新情報のリストが表示されます。 

3 内容を確認し、更新したくない項目がある場合はその項目のチェックを外しま 
す。 

通常は、「優先度の高い更新プログラム」にっいてはすべての項目を更新することをお 
勧めします。 

4 「更新プログラムの確認とインストール」をクリックします。 

P POINT 

► インターネットへ情報を送信するにあたってのミち意が表示されたら、「はい」をクリックし 
ます。 

5 「更新プログラムのインストール」をクリックします。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 

■ UpdateAdvisor ( 本体装置）を使用する 

お使いのコンピュータのドライバ、添付ソフトウェアの最新版が、弊化インターネットに公開 
されているか調査し、適用することができます。 

ブ「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 UpdateAdvisor 」 一 
rUpdateAdvisor (本体装置）」の順にクリックします。 

Windows Vista で、「ユーザーアカウント制御」ウインドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「UpdateAdvisor (本体装置)」の画面が表示されます。 

P POINT 

► を意事項が書かれた画面が表示された場合は、内容を確認して、 「 OK 」 をクリックして< 
ださい。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 
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七キュリティ七ンター 


「セキュリティセンター」を使うと、 Windows のセキュリティのが態を監視したり、関連する 
概能や設定画面を呼び出したりすることができます。 

■ Windows Vista の場合 
P POINT 

► 「Norton Antivirus 」 をインス I —ルすると、次のようになりますが 、 「Norton AntiVirus 」 に 
同等の機能が含まれているため問題ありません。 

■ 通知領域からセキュリティセンターの表示がなくなり 、 「Norton Protection Center 」 が 
表巧されます。 

- Windows ファイアウォールが無効になります。 

■ Windows Defender が無効になります。 

□七キュリティの状態を監視してを険をならせる 

七キュリティセンターは、七キュリティ対策上で重要な次の4つのポイントをいつもチェック 
しています。 

• パソコンがファイアウォールで守られている 

• r Windows Update ] が自動的に適用されるように設をされている 

• ウイルスやスパイウェアなどの巧策のソフトウェアが最新の状態で実行されている 
•インターネット七キュリティやューザーアカウント制御が推奨レベルに設をされている 
例えば、ウイルス巧策ソフトを導入していなかったり、ウイルスを義ファイルが古いままで最 
新のコンピュータウイルスに巧応できないが態だったりした場合など何か問題があるときに、 
画面右下の通知領虹でにあるアイコンの色が'変わり、注意を喚起するメッセージを表示してお知 
らせします。常に最新のセキュリティ巧策をとるようにむがけてください。 

□ 七キュリティの設定/確認を手軽に行う 

セキュリティセンターでは、次の設定を行うことができます。 

• r Windows Update ] の自動更新 

インターネット利用中に 「Windows Update 」 の更新プログラムがあるかどうかをを期的に 
確認し、お使いのパソコンに自動的にインストールします。 

• Windows ファイアウオール 

ネットワーク経由で悪意のある第=者や不正なプログラムが侵入するのを防ぎます。 

• rWindows Defender ] の更新 

定義ファイルを更新して、スパイウェアなど悪意のあるソフトウェアから本パソコンを保 
護します。 

■インターネットオプション 

「Internet Explorer 」 のセキュリティ設定を変更できます。ホームページ閲覧中に突然表示さ 
れる広告（ポップアップウィンドウ）を遮断することもできます。 
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■ Windows XP の場合 
P POINT' 

► 「Norton Antivirus 」 をインス！—ルすると、次のようになりますが 、 「Norton AntiVirus 」 に 
同等の機能が含まれているため問題ありません。 

■ 通知領域からセキュリティセンターの表示がなくなり 、 「Norton Protection Center 」 が 
表巧されます。 

- Windows ファイアウォールが無効になります。 

□七キュリティの状態を監視してを険をならせる 

七キュリティセンターは、七キュリティ巧策上で重要な次の3つのポイントをいつもチェック 
しています。 

• パソコンがファイアウォールで守られている 

•「Windows Update 」 の「優先まの高い更新プログラム」が自動的に適用されるように設をさ 
れている 

• 最新のウイルス対策ソフトを実行している 

例えば、ウイルス巧策ソフトを導入していなかったり、ウイルスを義ファイルが古いままで最 
新のコンピュータウイルスに対応できない状態だったりした場合など何か問題があるときに、 
画面右下の通知領域にあるァイコンの色が'変わり、注意を喚起するメッセージを表示しておか 
らせします。常に最新の七キュリティ対策をとるようにむがけてください。 

□ 七キュリティの設定/確認を手居に行う 

七キュリティセンターでは、次の設をを行うことができます。 

■インターネットオプション 

「Internet Explorer 」 のセキュリティ設をを'変更できます。ホームページ閲覧中に突然表示さ 
れる広告（ポップァップウィンドウ）を遮断することもできます。 

■ 「 Windows Update 」 の自動更新 

インターネット利用中に 「Windows Update 」 の「優先度の高い更新プログラム」があるか 
どうかを定期的に確認し、お使いのパソコンに自動的にインストールします。 

• Windows フアイアウオール 

ネットワーク経由で悪意のある第=者■や不正なプログラムが侵入するのを防ぎます。 

フアイアウオール 


パソコンを 外部のネットワークに接続している場合、外部のネットワークから不正にアクセス 
して情報を改ざんされることがあります。そのため、外部のネットワークと内部のネットワー 
クの間にファイアウォールと呼ばれる壁を作って、外部からのアクセスを コン トロールするこ 
とができます。 

Windows Vista や Windows XP Professional ( SP 2) では 、 「Windows ファイアウオ^ール」が標準で 
搭載されています。 

「 Windows ファイアウオ ■ ール」については、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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通信データの暗号化 _ 

ネットワーク経由でデータをやり取りしている場合、ネットワーク上で情報の漏えいを招くこ 
とがあります。重要なデータは、あらかじめ暗号化するなどして保護することが大切です。 
Windows Vista や Windows XP Professional には、データを暗号化ずるための機能が標準で搭載 
されています。暗号化機能の1つとして 、 「IPSec (Internet Protocol Security ) J があります。 
TCP / IP プロトコルで通信をしている攝合に 「 IPSec 」 を有劾にすると、ソフトウェアに依存せ 
ずにデータを暗号化させてネットワークを経由させることができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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3不正使用からの七キユリテイ 


パソコンを使用する権限のない人が不正にパソコンを使用して、データを破壊したり漏えいし 
たりする危険からパソコンを守ることが必要になってきています。 

ここでは、本パソコンで設定できるパスワードや機能などについて説明します。なお、權數の 
パスワードや機能を組み合わせることによって、パソコンの安全性も高まります。 

が重要 

► パソコンの修理が必要な場合は、必ずパスワードなどを解除して〈ださい。セキュリティ 
がかかった状態では、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

► パスワードを何かに書き留める際は、第=者に知られないようにま全な場所に保管して〈 
ださい。 

また、数字だけでな〈英数字や記号を入れたり、を期的に変更したりするなど、第兰者に 
推測されないように工夫をしてください。 


Windows のパスワード 


Windows の起動時やレジューム時、スクリーン七ーバーからの復帰時のパスワードを設をでき 
ます。複数のユーザーで1台のパソコンを巧用する場合、使用するユーザーによってパスワー 
ドをを更できます。 

パスワードの設定方法については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

管理者権限とユーザーアカウント 


Windows では、管 a 者権限を持ったユーザーアカウントを作成できます。管 a 者は、化のユー 
ザーアカウントの七ットアップや管 a などを行うことができます。パソコンを{ま用するユー 
ザーアカウントと管 a 者権限を持ったアカウントを分ければ、ファイルのアクセス権を管 a し 
たり、不正なプログラムのインストールや起動を制限したりできるため、パソコンのを全性も 
高まります。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 

■ Windows Vista の「ユーザーアカウント制御 （ UAC )」 について 

「ユーザーアカウント制御 ( UAC ) J とは、許可なくパソコンの設をが変更されるのを防ぐ 
Windows Vista の七キユリティ機能です。 

「ユーザーアカウント制御」が有効になっていると、パソコンの動作に影響する操作や、化の 
ユーザーに影響する設定'変更などが実行される前に、許可やパスワードを求めるメッセージを 
表示します。この機能により、悪意のあるソフトウェアやスパイウェアなどがインストールさ 
れたり、複数のユーザーアカウントが設定されているときに管 a をの許可なくパソコンが'変更 
されたりするのを防止して、パソコンを守ります。 

ご購入時は、「ユーザーアカウント制御」が有効になっています。 
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P POINT 

► パソコンの操作をしているときに「ユーザーアカウント制御 （ UAC )」 のメッセージを表示 
させないようにするには、次の手順で設をを変更してください。 

「ユーザーアカウント制御」を無効にすると、セキュリティのレベルが低下する危険性があ 
りますので、「ユーザーアカウント制御」はち効にしてお〈ことをお割めします。 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

2. 「ユーザーアカウント」または「ユーザーアカウントと家族のためのま全設定」をク 
リックします。 

3. 「ユーザーアカウント」をクリックします。 

4. 「ユーザーアカウント制御の有効化または無効化」をクリックします。 

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

5. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「ユーザーアカウント制御の有効化または無効化」ウィンドウが表示されます。 

6. 「ユーザーアカウント制御 CUAC ) を使ってコンピュータの保護に役立たせる」の 
チェックを外します。 

7. roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

アク七ス権と暗号化 


Windows では、ファイルシステムとして NTFS を使用しています。 NTFS では、フォルダや 
ファイルにアク七ス権を設定できます。また 、 Windows Vista Business や Windows XP Professional 
の攝合は、フォルダやファイルを暗号化することができます。 

• フォルダやファイルへのアクセス権の設定 

ュ'ーザ'一またはダル ■ ープごとに権限を設定して、権限のないュ'ーザ'一からのアク七スに対 
してファイルを保護することができます。 

• フォルダやファイルの暗号化 （Windows Vista Business や Windows XP Professional の場合） 
暗号化を設定しておけば、不慮の事故や盤難などでハードディスクを紛失しても、データ 
の内容を読み出しにくくなります。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 


BIOS のパスワード 


パソコン起動時や BIOS 七ットアップ起動時のパスワードを設定できます。 BIOS のパスワー 
ドには、管理者用のパスワードとユーザー用のパスワードがあります。ユーザー用パスワード 
で作業を行う場合、パソコンの設定が変更できなくなるなどの制限がつきます。 

また、パソコンのハードディスク自体にパスワードを設定できます。ハードディスクにパス 
ワードを設定しておくと、パスワードを知っている人が外はハードディスクに入っている情報 
が読み出せなくなります。 

詳しくは、 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を使う」（一 P .158) をご覧ください。 
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スマー トカ—ドリ—ダ/ライタ 


巧を 巧巧 I スマートカードリーダ/ライタ搭載機種 

Windows の起動時、ソフトウエアのログオン時にスマートカード認証による七キュリティを設 
をできます。スマートカードには ID やパスワードなどのセキュリティ情報を格納します。1 
枚のスマートカードに管巧を用とユーザー用のパスワードを、1つずつ設定できます。 
パソコン本体にスマートカードをセットし 、 PIN (個人認証番号）を入力します。スマート 
カードを七ットしないとセキュリティが解除できないため、従来のパスワード認証よりもを全 
に使用できます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ）』 
をご覧ください。 


七キュリティチップ 


がを巧巧 I セキュリティチップ搭載機種 

セキュリティチップはパソコンの状態を確認すると共に、ューザーごとの鍵を生成し保護管巧 
する機能をもちます。この機能を使うことで、より強固なファイル暗号化やューザー認証を行 
うことができます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ)』 
をご覧ください。 


Portshutter 


が重要 

► 無効に設をしたポートは、外部機器を接続してもお使いになれません。 

USB ポートや CD - ROM ドライブなどの外部機器接続ポートの巧用を制限できます 。 Portshutter 
を使うことにより、パソコンからの情報漏えいやパソコンへの不正なプログラムの導入を防止 
することができます。 

USB ポートを無効にする場合、 USB 機器ごとに有効-無効の設定が可能です。 

詳しくは、添付の「ドライバーズディスク1」内のマニュアルをご覧ください。 


ェグゼキュート-ディスエーブル•ビット機能 


巧ホ巧巧 I ェグゼキュート■デイスエーブル-ビット機能対応の CPU を搭載してい 


エグゼキュート•デイスエーブル•ビット機能とは、不正なメモリ領巧を使用して悪意のある 
プログラムを実行可能にするバッファ-オーバーフロー脆弱性を防止する機能です。 

詳しくは、「仕様一覧/技術情報」（一 P .223) をご覧ください。 
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拡張ウイルス防止機能 (Enhanced Virus Protection ) 


巧ホ I 拡張ウィルス防止機能 (Enhanced Virus Protection ) 対応の CPU を搭載 
- ' している機種 

あ張ウィルス防止機能とは、バッファ•オーバーフロー脆弱性を防止する機能です。 

Windows Vis はや Windows XP SP 2 の「データ実行防止 （ DEP ) 機能」と連動し、悪意のあるプ 
ログラムが不正なメモリ領虹でを使用することを防ぎます。 

詳しくは、「仕様一覧/技術情報」（一 P .223) をご覧ください。 
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4パソコンの盜難防止 


パソコンの盗難という危険があります。パソコンを鍵のかかる場巧に設置または保管するなど 
のか策をとることもできますが、パソコン自体にも盗難防止用の機能が備えられています。 
パソコン内部のデバイスレ、ードディスクや CPU など）を盗難から守るため本パソコンに施 
錠したり、パソコン本体を盗難から守るため盗難防止用ケーブルを取り付けることができま 
す。 


パソコン本体の施錠方法 


パソコン 本体の盗難防止用 ロック 取り付け穴に、盗難防止用ケーブルを取り付けることがで き 
ます。ケーブルの端を机や柱などに取り付けることで、 パソコン 本体の盗難の危険性が減少し 
ます。 

盗難防止用ロック取り付け穴の場所については、「を部を称」一「を部のを称と働き」（一 P .12) 
をご覧ください。 

P POINT 

► を難防止用ケーブルの鍵を紛失した場合は、ご購入元にご連絡ください。 



パソコン本体背面の施錠方法 


ブ本体カバーがきちんと取り付けられていることを確認します。 

本体カノく 一の 取り极い方は、「周辺機器の設置/設定/増設」一「本体カノく 一の 取り外 
し方」（一 P .84) をご覧ください。 

P POINT 

► セキュリティ施錠金具の巧径は、ホ 8 mm です。 

クセキュリティ施錠金具に、市販の鍵を取り付けます。 

セキュリティ施錠金具の位置は、「を部を称」ーレくソコン本体背面」（一 P .16) をご覧 
ください。 
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P POINT 

► セキュリティ施錠金具に取り付けることができるセキュリティワイヤについては、富±通 
製品情報ぺージ内にある FMV - ESPRIMO の「システム構成図」 Chttp :// www . fmworld . net / 
biz / fmv / product / syskou /) をご覧〈ださい。 

► 市販の鍵を紛失した場合は、ご購入元にご連絡ください。 
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5パソコン本体廃ま時の七キュリテイ 


パソコンの廃棄-譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関す 
るごを意 


最近、パソコンは、オフィスやま庭などで、いろいろな用途に巧われるようになってきていま 
す。これらのパソコンに入っているハードディスクという記憶装置には、お客様の重要なデー 
夕が記録されています。したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重 
要なデータ内容を消ちするということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消ちするというのは、それほど簡単 

ではありません。「データを消まする」という場合、一般に 

■データを「ごみ箱」に捨てる 

• 「削除」操作を行う 

• 「ごみ箱を空にする」を使って消す 

• ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 

• ハードディスクをご購入時のが態に戻す 

などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデー 
夕のフアイル管 a 情報が'変更されるだけで、実隙にはデータが見えなくなっているだけという 
が態です。 

つまり、一見消まされたように見えますが、 Windows などの OS からデータを呼び出す処理が 
できなくなっただけで、本来のデータは残っているのです。したがって、データ回復のための 
特殊なソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読みとることが可能な場合があります。 
このため、悪意のある人により、ハードディスク内の重要なデータが読み取られ、予期しない 
用途に利用されるおそれがあります。 

パソコ ンの廃棄-譲渡などを行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するという卜 
ラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において 
消ちすることが非常に重要となります。消ちするためには、専用ソフトウェアやサービス（有 
料）を利用することをお勧めします。また、廃棄する場合は、ハードディスク上のデータを金 
植や強磁気により物 a 的-磁気的に破壊することをお勧めします。 

なお、ハードディスク上のソフトウェア （ Windows 、 ソフトウェアなど）を削除することなく 
パソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契的に抵触する場合があるため、ホ 
分な確認を行う必要があります。 
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ハードディスクデータ消去 


本パソコンには、パソコンの廃棄•譲渡時のデータ流出というトラブルを回避するを全策の一 
つとして、専用ソフトウェアレ、ードディスクデータ消ま」が添付されています。レ、ードディ 
スクデータ消ち」は、 Windows などの OS によるファイル削除やフォーマットと違い、ハード 
ディスクの全領域に ついて、 元あったデータに固をパターンを上書きするため、データが復元 
されにく くなります。 

ただし、レ、ードディスクデータ消ち」で消ました場合でも、特殊な設備や特殊なソフトウェ 
アの巧用によりデータを復元される可能性はゼロではありませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

レ、ードディスクデータ消ま」の{まいホについては、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」 
P .120) をご覧ください。 


ハー ドディスクのデータ r 肖去サービス 


弊社では、法人•企業のお客様向けに、専門スタッフがお客様のもとへお伺いし、短時間で 
データを消まする、「データ完全消ちサービス」をご用意しております。 

消ち方法は、専用ソフトウェアによる「ソフト消ち」と、消磁装置によるレ、ード消ち」があ 
ります。 


ソフト消去 

専用ソフトウェアを巧って、ハードディスクに巧して2回上書き（ラ 
ンダムデータ+ 0データ）することにより残存するデータを完全に消 
ちします。 DoD や NSA など海外のを種消ち規格にも巧応可能です。 

ハード消去 

消磁装置を使用してハードディスクを磁気的に破攘します。 

(最大磁力： 1.3 テスラ） 


消去証明として富±通が消ち証明書を発行し、消ち済ナンバリングシールを対象ディスクに貼 
付して、納品物としまず。 


言手し くは、「アータ消ちサービス」 （ http://:tenics.fujitsu.com/outsourungservice/lcm/h_elimination/) 

をご覧ください。 





6 データのバックアップ 
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大切なデータは予備を保存しておくことをお勧めします。 


バックアップの必要性 


次のようなが態になると、保存したデータが失われ、回復することはできません。 

• パソコン本体やハードディスクの盗難 
• ハードディスクの破損 

• コンピュータウイルス感染によるファイルやコンピュータの破損 
• ファイルの破損や誤消ち 
■リカバリ 

トラブル防止のための巧策は「これで完全」というものはなく、いつこのようなが態になるか 
はわかりません。被害を最小限にとどめるためにも、日ごろから定期的にバックアップをとる 
必要があります。 


バックアップ方法 


必要なデータは CD や DVD などの媒体や、バックアップ装置を備えたファイルサーバーなど 
に定期的にバックアップしてください。 


■ Easy Backup 

本パソコンには、簡単な操作でまとめてバックアップできるソフトウェア 「 EasyBackupJ が 
添付されています。必要に応じてお{吏いください。 rEasyBackup ] のインストールホ法につい 
ては、「ソフトウェア」一「ソフトウェア ー 覧」 （一* P .120) をご覧ください。 







Memo 



第 5 章 

ソフトウェア 

ソフトウエアについて説明しています。 


1ソフトウェアー覧 
2ドライバ . 


120 

137 
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1ソフトウェアー覧 


本パソコンで使用できるソフトウェアをサポートしている 0 S と、ご購入時のソフトウェアの 
提供形態の一覧表です。 

該当ソフトウェアをサポートする OS は「〇」、サポートしない OS は 「一」 で示しています。 
ご購入時の提供形態にっいては、プレインストールで添付がされている場合を「◎」、添付の 
みされている場合を 「 A 」 で示しています。 

P POINT 

► -部のソフトウェアの使用方まについては、ヘルプまたは 「 Readme . txt 」 などの説巧ファ 
イルをご覧〈ださい。 

► 選巧したカスタムメイドによっては、この化にソフトウェアがホ付されることもあります。 
► ホ付されているソフトウ王アは「ドライバーズディスク1」、「ドライバーズディスク2 & 
ユーティリティディスク J などに格納されています。 

インストールちまについては、「インストールちま」 （一 P .122) および「をソフトウェア 
のを自介」 （一 P .123) を参照丄て〈ださい。 

► カスタムメイドのソフトウェアおよび一部のホ付ソフトウェアについては、機能別のマ 
ニュアルをご覧ください。 



名称 

サポート OS 

提供 
斤さ態 

Windows Vista 

Business 

Windows Vista 

Home Basic 

Windows XP 

Professional 

0S 

rWindows Vista Business 」 (一 P.123) 

O 

- 

- 

◎ 

r Windows Vista Home Basic] (一 P.123) 

- 

O 

- 

◎ 

「 Windows XP Professional (SP2 ) 」 （ 一 P.124) 

- 

- 

O 

◎ 

セキュリティ 

「Norton Antivirus J (一 P.125) 

o 

o 

o 

A 

r PortshutterJ (一 P.125) 

o 

o 

o 

A 

r SMARTACCESS/BasicJ (一 P.125) 注 

o 

o 

o 

A 

「ハードディスクデータ消ち」（一 P.126) 

o 

o 

o 

A 

サポート 

「 FMV サポートナビ」（一 P.128) 

o 

o 

o 

◎ 

「 PC 乗換ガイド」（一 P.128) 

o 

o 

o 

A 

r UpdateAdvisor (本体装置)」 （一 P.128) 

o 

o 

o 

◎ 

「 RAID ユーティリティ」（一 P.129) 化 

o 

- 

o 

◎ 

ユーティリティ 

「Easy Backup 」 （一 P.129) 

o 

o 

o 

A 

rPM-MenuJ (一 P.129) 

- 

- 

o 

A 

「FM キーガード」（一 P.130) 

- 

- 

o 

A 

「お手入れナビ」（一 P.130) 汪 

o 

o 

o 

◎ 

「富 ± 通拡張機能ユーティ y ティ」（一 P.131) 

o 

o 

o 

◎ 

「富 ± 通モニタユーテイ y テイ」（一 P.131) 

o 

o 

o 

◎ 

「ゆったり設定 2 」（一 P.131) 

o 

o 

o 

A 

「らくらくズ ' — ム」（一 P.132) 

o 

o 

- 

A 

ビューア 

rAdobe Reader 」 （一 P.132) 

o 

o 

o 

© 
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サポート OS 

提供 
お 態 


名称 

Windows Vista 

Windows Vista 

Windows 父 P 



Business 

Home Basic 

Professional 

CD/DVD 

「 DVD-RAM ドライバーソフト」（一 P.132) 注 

- 

- 

O 

A 


rRoxio Creator] (一 P.133) 

O 

O 

O 

◎ 


「 WiiiDVD 」 （一 P.133) 注 

O 

O 

o 

A 

Office 製品 

「Office Personal 2007 (SPl)j (一 P.134) 注 

o 

o 

o 

◎ 


「 Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 
(SPI)J (一 P.134) を 

o 

o 

o 

◎ 


r Office Professional 2007 (SPl)j (一 P.134 ) を 

o 

o 

o 

◎ 


を：対象機種については、をソフトウエアの紹介を参照して〈ださし、。 
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インストール方法 


P POINT 

► インストールには CD/DVD ドライブが必要です。内蔵 CD/DVD ドライブが搭載されていな 
い機種をお使いの場合は、ポータブル CD/DVD ドライブを接続して < ださい。 

ポー タブ ル CD/DVD ドライブは、 「スーパーマルチ ドライブ ユニット （ FMV - NSM 52)」 ま 
たは 「 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ ユニット （ USB ) ( FMV - NCB 53)」 をお勧めします。 


■ 「ドライバーズディスク検索」ツール 

次のディスクに格納されているソフトウェアまたはドライバは、「ドライバーズディスク検索」 
ツールを 使って、 データの 格納された フォルダを 表示することができます。 

• ドライバーズディスク1 

• ドライバーズディスク2 &ユーティリティディスク 

• ディスク （InterVideo WinDVD、DVD MULTI ドライブ専用ドライバーソフト） 

P POINT 

► 「ディスク （InterVideo WinDVD、DVD MULTI ドライブき用ドライバーソフト）」の場合は 
「ディスク検索」ツールと表示されます。 

□「ドライバーズディスクお索」ツールの使い方 

ブソフトウェアまたはドラィバの格納されたディスクをセットします。 

「ドライバーズディスク検索」ツールが起動します。 

P POINT 

► Windows Vis ねで、「自動再生」ウィンドウが表示された場合は、 「 DRVCDSRC . exe の実行」 
をクリックしてください。 

Windows XP で、 「 Windows が実巧する動作を選んでください」と表示されたら、「自動巧 
生」をクリックしてください。 

► 「ドライバーズディスク検索」ツールが起動しない場合は、次のように操作してくださし、。 

1. 「スタート」ボタンー「コンピユータ」または「マイコンピユータ」の順にクリック 
します。 

2. ディスクをセットしたドライブのアイコンをちクリックし、表示されたメニユーから 
「自動再生」をクリックします。 

ク「ソフトウ I アの検索を件」で機種名が選択できる場合は、お使いの機種名を 
選択します。 

3 「ソフトウェアの検索を件」でお使いの OS を選択します。 

4 r —覧」で インストー ルする ソフトウェア またはドライバを選択します。 

P POINT 

► 「一 覧」で選がする項目については，「をソフトウェアのを自介 J (一 P .123) をご覧くださし、。 

5 「フナルダを開く」をクリックします。 

インスト ' ールするソフトウェアまたはドライバの格納されたフォルダが表示されます。 
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インストール方法については、「各ソフトウェアの紹介」（一 P .123) をご覧ください。 
フォルダ内に「民 eadme . txt 」 などの説明ファイルがある場合は、必ずインストールの前にご覧 
ください。 


各ソフトウエアの紹介 


■ Windows Vista Business 

□概要 

Windows Vista Business には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 7 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME (日本語入カューテイリテイ） 

• DirectX 9.0 c (対応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

• OS 追加プロダラム（出荷時の OS に適用済の SP な降に七キュリティの問題を解かする修正プ 
ログラム） 

操作方法などについて、詳しくは「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 

が重要 

► 「プログラムと機能」ウィンドウ左の「インストールされた更新プログラムの表示」をク 
リックして表示されるモジュールを削除しないでください。 

P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、修正プ□グラムが配布されている場合があり 
ます 。 「Windows Update 」 を利巧して Windows を最新の状態にすることをお割めします。 
「Windows Update 」 については、「セキュリティ」一 「 Windows やソフトウェアのアップ 
デート」（一 P .103) をご幫〈ださい。 

► お使いの Windows の基本的な情報は、「システム」ウィンドウで見ることができます。 
「スタート」ボタンをクリックし、「コンピュータ」をちクリックして「プロパティ」をク 
リックすると、「システム」ウィンドウが表示されます。 

■ Windows Vista Home Basic 

□概要 

Windows Vista Home Basic には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 7 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME (日本語入カューテイリテイ） 

• DirectX 9.0 c (対応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

• OS 追加プロダラム（出荷時の OS に適用済の SP な降に七キュリティの問題を解かする修正プ 
ログラム） 

操作方法などについて、詳しくは「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 

が重要 

► 「プログラムと機能」ウィンドウ左の「インストールされた更新プログラムの表示」をク 
リックして表示されるモジュールを削除しないでください。 
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P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、修正プログラムが配布されている場合があり 
ます 。 「Windows Update 」 を利巧して Windows を最新の状態にすることをお勧めします。 
「Windows Update 」 については、「セキュリティ」一 「 Windows やソフトウェアのアップ 
デート」（一 P .103) をご覧〈ださい。 

► お使いの Windows の基本的な情報は、「システム」ウィンドウで見ることができます。 
「スタート」ボタンをクリックし、「コンピュータ」を右クリックして「プロパティ」をク 
リックすると、「システム」ウィンドウが表示されます。 


■ Windows XP Professional (SP2) 

□概要 

Windows XP Professional には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 6.0 SP 2 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME スタンダード 2002 ( 日本語入カューテイリテイ） 

• DirectX 9.0 c (対応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

• OS 追加プロダラム（出荷時の OS に適用済の SP _ l ^ 降に提供されたセキュリティの問題を解決 
する修正プログラム） 

操作方法などについて、詳しくは「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 

が重要 

► 「プログラムの追加と削除」で，「更新プログラムの表示」にチェックを付けたときに表示 
されるモジュールを削除しないでください。 

P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては， 「 OS 追加プログラム J よりも新しい修正プロ 
グラムが配ホされている場合があります 。 「Windows UpdateJ を巧用して Windows を最 
新のが態にすることをお勧めします 。 「Windows Update J については、「セキュリティ J - 
「 Windows やソフトウェアのアップデート J (一 P .103) をご覧ください。 

□ SP 2 のインス!ル 

SP 2 には 、 Windows XP に対•する新しい修正が含まれています。 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったューザーとしてログオンしてください。 

ブ「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

ク「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

c ：¥ sp ¥ xpsp 2 .exe 

「 Windows XP Service Pad 。 七ットアップウィザード」ウィンドウが表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

4 「追加使用許諾契約書」を読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 


この後は、メッセージに従ってインストールを完了してください。 
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P POINT 

► Windows XP のバージョン情報は、ホの操作で見ることができます。 

1. 「スタート」ボタンー「マイコンピユータ」の順にクリックします。 

2. 「ヘルプ」メニユ——>「バージョン情報 J の順にクリックします。 

■ Norton AntiVirus 

□概要 

コンピュータウイルスを検出.駆除します。詳しくは、「セキュリティ」一「コンピュータウ 
イルス対■策」（一 P .101) をご覧ください。 

ユーザー登録をすると「シマンテックテクニカルサポートセンター」をご利用になれます。詳 
しくは「トラブルシューティング」一「お問い合わせ先」（一 P .221) をご覧ください。 

□インストール方法 

■インストールの前に、必ず管 a を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライノく ■ —ズディスク検索」ツ' —ル」（一 P .122) の「一覧」で 「Norton Antivirus 」 を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 Setup . exe 」 アイコンをダブルクリックしてください。 

この後は、メッセージに従って操作してください。 

• インストール後は、必ず本パソコンを再起動してください。 


■ Portshutter 

□概要 

USB ポートや CD / DVD ドライブなどの接続ポートを無効にします。不要な機器を接続させな 
いことにより、情報漏えいを防止できます。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」 P.122) の 「一 覧」で 「 Portshutter 」 を選択し、 
表示された フォルダ 内の 「 Manual 」 フォルダ ^ 「操作 マニュアル .pdf 」 をご覧ください。 

■ SMARTACCESS/Basic 

巧ホ巧活 I セキュリティチップ搭載機種、スマートカードリーダ/ラィタ搭載機種 

□概要 

七 キュリティチップや スマ ートカードなどを使用するためのソフトウエアです。 

□インストール方法 

インストールホ法については 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスを 
お使レ、になるホへ)』をご覧ください。 
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■ハードディスクデータ消去 
□概要 

ハードディスク内のデータを消ちします。詳しくは「セキュリティ」ーレくソ コンの 廃棄.譲 

渡時のハードディスク上のデータ消ちに関するご注意 J (一 P .115) をご覧ください。 

□ミ主意事項 

•本ツールでは、本パソコンに内蔵されているハードディスクのみを巧象としています。こ 
のため、外付けのハードディスクのデータを消去することはできません。 

• 1回の操作でデータを消ちできるハードディスクは1つです。複数のハードディスクを消ち 
する場合は、システムを再起動してからハードディスクデータ消去を実行する必要があり 
ます。 

•データ消ちを実行すると、ハードディスクのリカバリ領域も消ちされます。必ずリカバリ 
ディスクを作成してください。作成ホ法は『取な説明書』をご覧ください。 

• 「ドライバーズディスク 2& ユーティリティディスク」を起動してから、 72 時間経過すると、 
本パソコンが自動的に再起動されます。そのため、「ドライバーズディスク2&ユーティリ 
ティディスク」を起動してから長時間放置した場合は、再起動してからレ、ードディスク 
データ消ま」を実行してください。 

• 必要なデータはバックアップしてください。 

•周辺機器を取り付けている場合は、それらを 一 ま取り外し、ご購入時のが態に戻してくだ 
さい。 

• データ消ち終了まで、数時間かかります。 

• データ消ち中に電源を切らないでください。ハードディスクが故障する可能性があります。 

• データ消ま中に「ドライバーズディスク2&ユーティリティディスク」を取り出さないでく 
ださい。処理が継続できなくなる場合があります。 


□データお去方法 

「ドライバーズディスク2&ユーティリティディスク」を用意してください。 

• CD/DVD ドライブが内蔵されていない機種をお{吏いの場合 
本 パソコンに ポータブル CD/DVD ドライブを接続します。 

D 5270 の場合は、次の手順に従って BIOS 七ットアップの設ををを更してください。 

し 本 パソコンを 起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを 押します。 
BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 

2. 「詳細」 メニューの 「起動デバイスの優先順位」一「除外された起動デバイス」一 「USB 
CD/DVDJ を選択し、 【 X 】 キーを押します。 

選択したドライブのぶ称が「起動デバイスリスト」のホに移動します。 

3. 【 Esc 】 キーを 2 回押し、「終了」メニューの「を更を保存して終了する（再起動)」を 
実行します。 

1 「ドライバーズディスク2 &ユーティリティディスク」をセットします。 

ク本パソコンをち起動します。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 F12 】 キーを押します。 

「起動メニュー J が表示されます。表示されない場合は、すぐに にじ1】+ [ Alt ] + delete 】 
キーを押して本パソコンを再起動してください。 
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P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 「FUJITSU」 ロゴの表示が確認できな 
い場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【F12】 キーを数回巧してください。 

► 「起動 メニュー」 が表示されない場合は、本パソコンを再起動してもう一度操作してくださ 
い。 


4 CD/DVD ドライブを選択して 【Enter】 キーを押します。 

「トラブル解決ナビ」ウィンドウまたは「使用許諾」ウィンドウが表示されます。 

5 「ユーティリティ」タブをクリックし、「ハードディスクデータ消去」を選択し、 
「実行」をクリックしまず。 

「ハ'ードディスクデ'ータ消ま」ウィンドウが表示されます。 

6 ミ主意事項をよく読み、「同意します」にチIックを付け、「次へ」をクリックし 
ます。 

「データを消ちするハードディスクを選択してください。」と表示されます。 

7データを消去するハードディスクにチェックを付け、「次へ J をクリックしま 
す。 

レ、ードディスクを消まする方式を選択してください。」と表示されます。 

8 消去する方式を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の説明をお読みになり、エラー発生時の化 a を選択してください。」と表示されま 
す。 


タ エラー発生時の処理方法を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の条件で、データの消ちを開始します。よろしければ[開始]ボタンをクリックし 
てください。」と表示されます。 

10 「開始」をクリックします。 

レ、ードディスクデータ消ちを実行します。よろしいですか？」と表示されます。 

ブブ 「0K」 をクリックします。 

しばらくすると、「電源ボタンを 4 秒な上押して、電源を切ってください。」と表示され 
ます。 

12 電源ボタンを4砂レ:>1上巧して電源を切ります。 

な上でハードディスクデータ消まは終了です。 

この後、すぐに電源を入れる場合は、 30 砂な上時間をあけてください。 

CD / DVD ドライブが内蔵されていない機種をお使いの場合は、必要に応じて、 BIOS セット 
アップの設定をハードディスクデータ消まを実行する前の設をに戻してください。 
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■ FMV サポー トナビ 


□概要 

FMV を快:適にお使いいただくためのナビゲーシヨンツールを目的別に分類し、使いたいソフ 
トウエアを簡単に見つけ出して起動するためのランチャーです。 

画面上の 「 FMV サポートナビ」アイコンから起動できます。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で 「 FMV サポートナビ」を 
選択し、表示されたフォルダ内の「民 eadme . txt 」 をご覧ください。 

■ PC 乗換ガィド 

□概要 

々までお{吏いになっていたパソコンから、現在お使いのパソコンへ必要なデータを移行するこ 
とができます。 

P POINT 

► 「PC 乗換ガイド」では移行できないデータもあります。 

ロィ ンス I —ル方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール J (一 P . 口 2) の「一覧」で 「 PC 乗換ガイド」を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 

■ UpdateAdvisor (本体装置） 

□概要 

お{まいのコンピュータのドライバ、添付ソフトウエアの最新版が、弊社インターネットに公開 
されているか調査し、適用することができます。また 、 「UpdateAdvisor (本体装置）情報収集」 
を利用してお巧レ、のコンピュータの動作環境情報を収集できます。 

P POINT 

► 「UpdateAdvisor (本体装置）情報収集」は、弊社サポートより依賴があった場合にのみお 
使いください。 

ロィ ンス I -ル方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライノく ■ —ズディスク検索」ツ' —ル」（一 P . 口 2) の「一覧」で rUpdateAdvisorJ を選択 
し、表示されたフォルダ内の rreadme . txtJ をご覧ください。 
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■ RAID ユーテイリテイ 


巧を巧活 J RAID を選択した機種 


□概要 

ステータスの 表示など RAID のが態監視や管 a を行うため のユーティリティ です。 

「 RAID ユーティリティ」は次のソフトウェアで構成されています。 

• SATA-RAID SteelVine Manager 

Windows 上でディスクアレイの状態監視やメンテナンスなどを行うための RAID 管3ユー 
ティリティです。 

• RAID ログ管 a ツール 

イベントログの容量を調整するためのツールです。 

□ rSATA-RAID SteelVine Manager 」 のインス I ^ — ル方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で 「 SATA-RAID SteelVine 
Manager ] を選択し、表示されたフォルダ内の 「 install . txt 」 をご覧ください。 

□「RAm ログ 管理ツール」のインストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で 「RAID ログ管理ツール」 
を選択し、表示されたフォルダ内の「民 eadme . txt 」 をご覧ください。 

■ Easy Backup 

□概要 


お客様が作成したファイルなどを簡単な操作でまとめてバックアップできます。 


□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で 「Easy Backup 」 を選択し、 
表示されたフォルダ内の 「 Readme . tx りをご覧ください。 

■ FM-Menu 

□概要 

ボタン式メニュ ■ 一から簡単にソフトウエアを起動できます。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で 「 FM - Menu 」 を選択し、表 
示されたフォルダ内の「民 eadme . 权りをご覧ください。 
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■ FM キーガード 
□概要 

特定のキー入力を巧止する機能と、プログラムメニューに表示するメニューの抑止機能を追加 
します。 

ロィ ンス I —ル方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」 （^ P . 口 2))の「一覧」で 「 FM キーガード」を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 README . TXT 」 をご覧ください。 

■お手入れナビ 


巧を巧桂」24時間モデル 


□概要 

パソコンの巧用時間や温度などを基準に、パソコンのお手入れ時巧がきたことをおからせしま 
す。 

メッセージが表示されたら、指示に従ってお手入れをしてください。お手入れ方法について 
は、「お手入れ」い P .169) をご覧くださぃ。 

ロィ ンス I ル方ま 

P POINT 

► 「お手入れナビ」をインストールする前に、「富±通化張機能ユーティリティ」（一 P.131) 
がインストールされていることを確認して < ださし、。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」 P . 口 2) の「一覧」で「お手入れナビ」を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 

• リカバリを実行した場合、セットアップ時に「お手入れナビ」を手動でインストールする 
必要があります。セットアップにつぃては、『取な説明書』をご覧くださぃ。 
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■ 富±通拡張機能ユーティリティ 
□概要 

FMV シリーズのハードウェア拡張機能をサポートします。 

□インストール方法 

P POINT 

► 富±通扼張機能ユーティリティをインストールする前に、 FUJ 02 E 3 デバイスドライ/くがイ 
ンストールされていることを確認してください。 

インストール方法は次のとおりです。「ドライバーズディスク 1」 をセットし、 「 「ドライ 
パ'—ズディスク検索」ツール」 （一 P .122) の「一覧」で「富±通扼張機能ユーティリティ」 
を選択します 。 Windows Vista の場合、表示されたフォルダ内の 「 Vis ね」フォルダー 
「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧〈ださし 、。 Windows XP の場合、表示されたフォルダ内の 「 XP 」 フォ 
ルダー 「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧〈ださい。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で「富±通拡張機能ューティ 
リティ」を選択し、表示されたフォルダ内の「民 eadme . txt 」 をご覧ください。 

■ 富±通モニタユーティリティ 
□概要 

ソフトウェアごとに画質モードを登録し、そのソフトウェアを起動すると自動的に登録された 
画寶モードに切り替えたり、ディスプレイのボタンを使わずに画質や表示サイズなど設定した 
りすることができます。 

P POINT 

► お使いのディスプレイによって使巧できる機能が異なります。使用できる機能については 
ディスプレイのマニュアルをご覧〈ださい。 

► ご購入時に富±通モニタユーティリティに対応したディスプレイを接続してセットアップ 
した場合、インストールされます。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズ ディスク 検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で「富±通 モニタューティリ 
ティ」 を選択し、表示されたフォルダ内の 「 readme . txt 」 をご覧ください。 

• リカバリを実行した場合、「富±通モニタューティリティ」を手動でインストールする必要 
があります。 

■ ゆったり設定2 
□概要 

パソコン をより {まい やすくす るた めに、 マウスポインタの 動く速度、音量、文字や アイコン 
の 大きさな どの 設をを簡単に変更できます。 


□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 
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• Windows Vis ねの場合は、「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で 
「ゆったり設定 2」 を選択し、表示されたフォルダ内の「民 eadme . 权り をご覧くださぃ。 

• Windows XP の場合は、「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .122) の「一覧」で 
「ゆったり設定2」を選択し、表示されたフォルダ内の 「program files 」 フォルダー 「 Fujitsu 」 
フォルダー「 eSetJ フォルダー「民 eadme . txt 」 をご覧くださぃ。 

■ らくらく ズーム 
□概要 

バソコンの画面上の文字が小さくて見にくぃときに、画面の一部分をお大して見やすく表示し 
ます。あ大中も、通常通りパソコンを操作できます。 

ロィ ンス I — ル 方ま 

•インス トールの前に、必ず管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしてくださぃ。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P . 口 2) の「一覧」で「らくらくズーム」を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧くださぃ。 

■ Adobe Reader 

□概要 

PDF (Portable Document Format ) ファイルを表示、閲覧、印!刷できます。 

ロィ ンス I - ル 方ま 

P POINT 

► セットアップ中、「読み取りま用ファィルの検出 J ウィンドウが表示された場合、「はぃ」 
をクリックして操作を進めて < ださし、。 

► ィンストール後、再起動時にメッセージが表示される場合があります。動作上問題ありま 
せんので、そのままお使ぃくださぃ。 

•インストールの前に、必ず管 a を権限を持ったユーザーとしてログオンしてくださぃ。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」い P .122) の「一覧」で r Adobe Reader ] を選択し、 
表示されたフォルダ内の 「AdbeR か 90 ja _ JP . exe 」 アイコンをダブルクリックしてくださぃ。 
この後は、メッセージに従って操作してくださぃ。 

■ DVD-RAM ドライバーソフト 

巧ホ巧巧 I スーパーマルチドライブを搭載してぃる機種 

□概要 

ハードディスクとほぼ同様の操作で、データ書き込みを可能にする DVD - RAM を使うことが 
できます。 

DVD - RAM の保存形式は、 FAT 形式 （ FAT 32) または UDF お式 （ UDF 1.5 および UDF 2.0) を 
選択することができます。 

ただし、パケットライト機能を使用することはできません。 
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□インス I —ル方法 

■インストールの前に、必ず管 a を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

• 「ディスク （ DVDMULTI ドライブ専用ドライバーソフト） J に格納されています。 

• 「ディスク検索」ツール（一 P .122) の「一覧」で 「 DVDMulti ドライブ専用ドライバーソフ 
卜」を選択し、表示されたフォルダ内の 「 setup . exej アイコンをダブルクリックしてください。 
この後は、メッセージに従って操作してください。 


■ Roxio Creator 

□概要 

パソコンのデータや音楽、映像データを CD や DVD に保存するためのソフトウェアです。 
使用ホ法につぃては、ソフトウェア内のヘルプをご覧くださぃ。 

P POINT 

► 「スーパーマルチ ドライブ ユニット （ FMV - NSM 52)」 または 「 DVD - ROM & CD - R / RW ドラ 
イブ ユニット ( USB ) ( FMV - NCB 53) J をお使ぃになる場合は，製品に添付されたソフト 
ウェアをインス！ルせずに、本パソコンにプレインス I ルされた 「Roxio Creator 」 を 
お使ぃ〈ださぃ。 

► DVD + RDL にデータ書き込みを巧う場合、 DVD - ROM との互換性を高めるために 「Extended 
Partial Lead - out 」 （約 512 MB ) が書き込まれます。このため、最大書き込み容量は約 7.99 GB 
となります。 

► DVD-R DL の追記はサポートしてぃません。 

► パケットライトの書き込みには対応しておりません。 

□インストール方法 

• インストールの前に、必ず管 a を権限を持ったユーザーとしてログオンしてくださぃ。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」い P . 122)の「一覧」で 「Roxio Creator 」 を選択し、 
表示されたフォルダ内の r setup.exe J アイコンをダブルクリックしてくださぃ。 

この後は、メッセージに従って操作してください。 


■ WinDVD 


巧を巧巧 I 


DVD-ROM ドライブ、 DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ、 
ドライブを搭載している機種 


スー パ ーマルチ 


□概要 

映画や音楽などの DVD を再生できます。 


□インストール方法 

• 「ディスク (InterVideo WinDVD ) J に格納されています。 

• 「ディスク検索」ツール（一 P .122) の「一覧」で 「InterVideo WinDVD J を選択し、表示さ 
れたフォルダ内の FDVDReadMe . txtJ をご覧ください。 
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■ Office Personal 2007 (SP1) 

巧ホ巧巧 I Office Personal 2007を選択した機種 

□概要 

文書作成、表計算、メールなどのソフトウェアが含まれています。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

□インストール方法 

• イ ンス トール方法についてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

• リカバリを実行した場合 、 「Office Personal 2007」を手動でインストールする必要がありま 
す。 

インストール後は 「Microsoft Update 」 を利用するなどして、ソフトウェアを最新のが態に 
更新してください（一 P .103)。 

• ご購入時にプレインスト^ールしている「0谢 ce Personal 2007」は SPl(Service Pack 1) が適 
用されています。 


■ Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 (SPl) 

巧ホ巧巧 I Office Personal 2007 with PowerPoint 2007を選択した機種 

□概要 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、メールなどのソフトウェアが含まれていま 
す。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

□インストール方法 

• インストール方法についてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

• リカバリを実行した場合 、 「Office Personal 2007 with PowerPoint 2007」を手動でインストー 
ルする必要があります。 

インストール後は 「Microsoft Update 」 を利用するなどして、ソフトウェアを最新のが態に 
更新してください（一 P .103)。 

• ご購入時にプレインスト^ールしている「0街 ce Personal 2007 with PowerPoint 2007」は SPl 
(Service Pack 1) が適用されています。 

■ Office Professional 2007 (SPl) 


巧ホ巧巧 I Office Professional 2007 を選択した機種 

□概要 

文書作成、表計算、プレゼンテーション寶料作成、データベース、メールなどのソフトウェア 
が含まれています。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

□インストール方法 

• インストール方法についてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 
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リカバリを実行した場合 、 「Office Professional 2007」を手動でインストールする必要があり 
ます。 

インストール後は 「Microsoft Update 」 を利用するなどして、ソフトウエアを最新のが態に 
更新してください（一 P .103)。 

ご購入時にプレインスト^—ルしている 「Office Professional 2007」は SPl(Service Pack 1) が 
適用されています。 
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J ノインストレ方法 _ 

■ ま意事項 

ソフトウェアをアンインストールする場合は、次の点に注意してください。 

■ソフトウェアをすべて終了してからアンインストールを始める 
• DLL ファイルは削除しない 

アンインストール時に次のようなメッセージが表示されることがあります。 

「この DLL は複数のソフトウェアで使用されている可能性があります。削除を行います 
か」 

この DLL ファイルを削除すると、化のソフトウェアが正常に動作しなくなることがありま 
す。ソフトウェアの マニュアル、 ヘルプ、または 「 Readme . txt 」 などの説明ファイルで、特 
に指示がない場合は DLL ファイルは削除しないことをお勧めします。 

■ アンインス!ル方法 

一般的に、次のホ法があります。 

• アンインストール機能を{吏用する 

ソフトウェアにアンインストール機能が用意されている場合があります。 

• 「プログラムのアンインストールまたは変更」機能を{ま用する （Windows Vis ねの場合） 
「コントロールパネル」ウィンドウー「プログラム」一「プログラムと機能」一「プログラ 
ムのアンインストールまたは変更」機能を巧用して、ソフトウェアを削除できます。 

• 「プログラムの追加と削除」機能を使用する （Windows XP の場合） 

「コントロールパネル」ウィンドウの「プログラムの追加と削除」機能を巧用して、ソフト 
ウェアを削除できます。 

アンインストール方法はソフトウェアによって異なります。詳しくはをソフトウェアのマニュ 
アル、ヘルプ、または 「 Readme . 姑」などの説明ファイルをご覧ください。 
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2ドライバ 

二 . iJE.'.'*-.?*!.. 


■インストール方ま 

「ドライバーズディスク検索」ツールをお{吏いください。{吏いホにっいては「「ドライバーズ 
ディスク検索」ツール J (一 P . 口 2) をご覧ください。 

が重要 

► 誤ったドライバをインストールした場合、本パソコンが正し〈動作しな〈なり、リカバリ 
が必要となることがありますので、必ず 0 S や機種名を選択し、正しいドライバを使巧し 
てください。 

► すでにインストールされているドライバについては、特に問題がない限りインストールし 
ないでください。 


■ ま意事項 

• 各ドライバの最新版が富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / 

index _ support . html ) に掲載されている場洽があります 。 「UpdateAdvisor (本体装置)」（一 
P .128) などをお使いになり、必要に応じてアップデートしてください。 

• リカバリ後はお使いの機器および選択したカスタムメイドオプションにより、ドライバの 
インスト'ールが必要です。 

•ディスプレイドライバ （ D 5370、 D 5270、 D 3270) 

• 次の認証デバイスをお使いになる場合は、ドライバのインストールが必要です。 
•セキュリティチップ 
-スマートカードリーダ/ライタ 

インストールについては、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスを 
お使いになる方へ）』、または各ドライ ノくの フォルダ内にある 「 Install . txt 」 または 「民 eadme . txt 」 
をご覧ください。 

• 認証デバイスをお使いになる攝合と、リカバリ後に必要なドライバをインストールするが 
外は、ドライバをインストールする必要はありません。ただし、ドライバを誤って削除し 
たり、またなんらかの理由により破損したりした攝合、ドライバのインストールが必要に 
なります。 
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第 6 章 


BIOS 

BIOS セツトアップについて説明しています。 


1 BIOS セットアップとは . 140 

2 BIOS セットアップの操作のしかた . 141 

3 メニュー詳細 . 144 

4 BIOS のパスワード機能を巧う . 158 

5認証デバイスのセキュリティ機能を巧う . 162 

6 BIOS がま示するメッセージー覧 . 163 
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1 BK ) S 七ツトアップとは 


BIOS 七ッ トアップはメモリやハードディスク、 フロ ッピーディスクドライブなどのハード 
ウェアの環境を設をするためのプログラムです。 

本パソコンご購入時には、必要最小限のことはすでに設定されています。次の場合に設をのを 
更が必要になります。 

•特定の人だけが本パソコンを利用できるように、本パソコンにパスワードけ音証番号）を 
設定するとき 

•リ ソースの 設定を変更するとき 

• 自己診断中に BIOS 七ットアップを促すメッセージが表示されたとき 
• 化の OS をお使いになるとき 

P POINT 

► BIOS セットアップで設をした内容は、パソコン本体内部の CMOS RAM と呼ばれるメモリ 
に記録されます。この CMOS RAM は、記録した内容をバッテリによってなちしています。 
BIOS セットアップを正し <設をしても、電源を入れたとき、または再超動したときに、 
BIOS セットアップに関するエラーメッセージが表示されることがあります。このような 
場合は、バッテリがミ肖おし 、 CMOS RAM に設を内容が保存されていない可能性が考えら 
れますので、「富±通ハードウ I ア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡〈ださし、。 
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2 BK ) S 七ジトアップの操作のしかた 


BIOS 七ットアツプを起動する 


ブ作業を終了してデータを保存します。 

ク本パソコンを再起動します。 

3 画面下にレ F 2>: BIOS セットアップ」と表示されたら、 [ F 2] キーを押します。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して 【 Enter 】 キーを押してくださ 
い。 

BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 


1メニューバ ー 


2設ま フイールド 


3 ヘルプフィールド 


4キ- k 

(機種により表示が異なる場合があります） 

1. メニューバ ー 

メ ニュ, 一の名称が表示されます。 

2. 設定フイールド 

各メニュ ■ 一で設定する、項目と設定値が表示されます。 

3. ヘルプフイールド 

力ーソルを合わせた項目の説明が表示されます。 

4. キ-覧 

設定時に使うキーの一覧です。 

戶 POINT ' 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅〈、 「 FUJITSU 」 ロゴや Windows の起動時 
のロゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、 BIOS セットアップを起動する際、本パソコンの再起動後に 【 F 2】 キーを数 
回押してください。 


Phoenix BIOS セットアップユーティリテイ 


情報 


型名 

1. 1 .い'！ ■, 


項目ヘルプ 

製造番号 

い' 1, 1. 1, 1 < 1, 



BIOS 版数 

■, . ■- 



田 OS 曰か 

yyyy/mm/dd 



CPU タイプ 


1. ■ 1. ■ 


CPU 速度 

■ GHz 



全メモリ容量 

【 MB 



MAC アドレス 


、，•,，■■ 


UUID 

r , 1 , -11 し - 

1 ■ 1 ■ ■ 



- I 1 I 4 - 1 I 1 

, ■■■■ぃ 


カスタムメイドき号 

1. ' 、■- •, 1 1. ■- 

■■■ ぃ‘，，.， 



F 1 ヘルプ n 巧目の選お -/+ 値の変更 
Esc 巧了 <•* メニューの選巧 Enter 選巧►サブメ： 


F 9 標準設定 _ 

Pin 任な I - 了が 7 
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設定を変 更する _ 

BIOS 七ットアップは、キーボードを{まってすべての操作を行います。 

ブ【^】レ】キーを押して、設定を変更したいメニユーに力ーソルを合わせます。 

ク 【 t 】【 i 】 キーを巧して、設定を変更したい項目に力ーソルを合わせます。 

►の付いている項目はサブメ ニュ I —があることを表します。 

►の付いている 項目に カーソルを 合わせ、 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニューが 表示 
されます。 

3【一】【+】キーを押して、設定を変更します。 

さらに化のメニューの設ををを更したいときは、手順1から繰り返します。 
サブメニューを表示していた場合は、 【 Esc 】 キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップを終了するときは、 「BIOS セットアップを終了する」 （^ P .143) をご覧く 
ださい。 


各キーの 役割 _ 


BIOS セットアップで巧うキーの役割は次のとおりです。 


キー 

役割 

[ F 1] キー 

BIOS 七ットアップで使用するキーについて説明しているヘルプ画 
面が表示されます。 

閉じる場合は、 【 Esc 】 キーを押しまず。 

【叫卜】 キー 

メニューを切り替えます。 

m m キー 

設定する項目にカーソルを移動しまず。 

【-】【+】 キー 

を項目の設を値をを更します。 

[ F 9] キー 

標準設定値が読み込まれます。 

【 Esc 】 キー 

「終了」メニュ ■ 一が表示されます。サブメニュ ' 一が表示されている場 
合は、 1 つ前の画面が表示されます。 

【 Enter 】 キー 

次のことを行います。 

.►が付いている項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、 
サブメニュ'~が表示されます。 

•設を値にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、設を値の 一 
覧が表示され、設を値を選択できます。 

【 F 10】 キー 

変更した設を値を保存して BIOS セットアップを終了します。 

【 Tab 】 キー 

時刻や日付の設を時に時、分、秒または年、月、日の間でカーソル 
を移動します。 
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BIOS 七ットアップを終了する 


ブ「終了」メニユーを表示します。 

【 Esc 】 キーまたは【^】【一】キーを押してください。 

ク 【 T 】 【1】キーを巧して終了方法を選び、に nter 】 キーを巧します。 

終了方法は、「終了メニュー」（一 P .157) をご覧ください。 

ゴト】【一】キーを巧して「はし、」に力ーソルを合わせ、 Enter 】 キーを巧します。 

BIOS セットアップが終了します。 
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3タニュー詳細 


BIOS セットアップの個々のメニユーを説明します。 

が重要 

► BIOS セットアップの仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめ 
ご了承 < ださい。最新の BIOS 情報は、富±通製品情報ぺージ （ http :// www . fmworld . net / biz / 
fmv /) をご覧ください。 


情報メニュ ー 


情報 メニューには 、 BIOS セットアップやパソコン本体に ついての 情報が表示されます。設を 
の変更はできません。 


■設定項目の詳細 


□型を 

本 パソコンの 型をが表示されます。 

□製造を号 

本 パソコ ンの製造番号が表示されます。 

□ BIOS 版数 

BIOS のバージョンが表示されます。 

□ BIOS 日付 

BIOS の日付が表示されます。 

□ CPU タイプ 

本 パソコンに 搭載され ている CPU の種類が表示されます。 

□ CPU 速度 

本 パソコンに 搭載され ている CPU の速度が表示されます。 

□をメモリ 容量 

本パソコンに 搭載され ているメインメモリ （ RAM ) の合計を量が表示されます。 

□ MAC アドレス 

本 パソコンの MAC ァ ドレスが 表示されます （ LAN コントローラーを 無効に設をした場合は、 
表示されません)。 
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□ UUID 

本 パ ソ コンの UUID が表示されます。 

□カスタムメイド香号 

本 パソコンのカスタムメイド （ BTO ) 番号が表示されます。 

システムメニュー 

システムメニューでは、 日時および ハードディスク ドライブなどに関する設定を行います。 


■設定項目の詳細 


□ システム時刻 

24時間制で時刻を設ちします。キーボードから数値を入力します。 【 Enter 】 キーを押すと、 
「時：分：秒」の順にカーソルが移動します。 

- 00:00:00〜23:59:59 

□システム日付 

年月日を設定します。キーボードから数値を入力します。 【 Enter 】 キーを押すと、「年/月/ 
日」の順に力 ■ ー ソルが移動します。 

-1981/01/01〜2099/12/31 

P POINT 

► 「システム時刻」、「システム日付」は一度合わせれば電源を入れるたびに誤をする必要はあ 
りません。 

□言語 ( Language ) 

BIOS セットアップで表示する言語を設をします。 

- 日本語 ( JP ) け刀期値）： 日本語で表示します。 

- English ( US ) :英語で表示します。 

P POINT 

► 出荷時は、「日本語 ( JP ) J に設をされています。本設をは、「終了」一「標準誤を値を読 
み込む J を実行しても、本パソコンご購入時の状態には戻りません。必要に応じて変更し 
て〈ださい。 

□ SATA ポート0 、 SATA ポート1 、 IDE ポート 

シリアル ATA コネクタや IDE コネクタに接続されているデバイスの情報を表示します。 

P POINT 

► 接続されているデバイスと、をメニユーとの対応は、ホのとおりです。 

- SATA ポート0、 SATA ポート1:シリアル ATA コネクタに接続されたデバイス 
- IDE ポート： IDE コネクタに接続されたマスターデバイス 

• ディスク容量''’ ハードディスクドライブが接続されている場合に、ハードディスクドライブ 
の最大を量が表示されます。 




製品ガイド FMV - D 5270、 D 3270 


P POINT 

► 本項目のディスク容量記載は、 1 GB =1000 3 byte 換覚によるものです。 


詳細メニュー 

詳細メニューでは、周辺機器などに関する設をを行います。 

■設定項目の詳細 


□起動デバイスの優先順位 

OS を読み込むデバイスの優先順位を設定します。 

起動デバイスリスト…起動させるデバイスが、最大8個まで表示されます。各デバイスが起動 
する優先順位は、番号順になります。 

除外された起動デバイス…「起動デバイスリスト」に表示されていないデバイスが表示されま 
す。 

【 T 】 【丄】 キーを使って優先順位を'変更したいデバイスを選択し、 【+】 キーまたは 【 Space 】 
キーを押すと上位に、 【一】 キーを押すと下位にそれぞれ項目が移動して優先順位が'変更され 
ます。 【 X 】 キーを押すと、「起動デバイスリスト」と「除外された起動デバイス」間を選択し 
たデバイスが移動します。 

• Floppy Disk Drive 

起動ディスクが七ットされているフロッピーディスクドライブから起動します。優先順位 
は、カスタムメイドで選択した内蔵フロッピーディスクドライブ、外付け USB フロッピー 
ディスクドライブの順になります。 

• HDD 2 :[お使いのハードディスク名称] 

シリアル ATA コネクタに接続されたハードディスクドライブから起動します。[お使いの 
ハードディスクを称]には、接続されているハードディスクドライブのを称が表示されま 
す。ドライブが接続されていない場合は「なし」と表示されます。 

• CD/DVD :[お使いの CD/DVD ドラィブ名称] 

CD - ROM 、 DVD 、 CD - R / RW などの CD - ROM 互換デバイスから起動します。 

P POINT 

► CD や DVD から起動するには、ブート可能なディスクが必要となります。再起動前に CD / 
DVD ドライブにディスクをセットして〈ださい。 

• NETWORK :[ネットワークモジユール名称] 

ネットワ ■ —クナ ■ — パ . —から起動します。「詳細」一「ネットワ ■ —クサ ■ —ノス I —から起動」を 
rPXEJ に設定した場合、[ネットワークモジュール《称]には標準搭載の PXE ( Pre-boot 
Execution Environment ) の名!称 「MBA vlO .4.6 Slot 0500」が表示されます。「使用しない」に 
設定した場合は「なし」と表示されます。 

P POINT' 

► ネットワークサーバーから起動可能な LAN 力ードをお使いの場合、[ネットワークモジユー 
ル名称]にはお使いの LAN 力ードのネットワークモジユール名が表示されます。 
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□ 起動 メニユ ー 

【 F 12】 キ' —を押して起動メ ニュ' —を表示するかどうかを設をします。 

-使用しない： 無効にします。 

- 使用するけ刀期値）： 有効にします。 

□起動時の自己 診断 画面 

本 パソコンの 起動時または再起動時に自己診断 （ POST ) 画面を表示するかどうかを設定しま 
す。 

•使用しない（ネ刀期値）： 起動時または再起動時に 「 FUJITSU 」 ロゴを表示します。 

-使用する： 起動時または再起動時に自己診断画面を表示します。 

□マルチコア 

本項目はマルチ コア プロセッサーが搭載されている場合に表示されます。マルチ コア プロ 七ッ 
サーをシングル コア プロセッサーとして使用するかどうかを設定します。 

•巧用するけ刀期値）： マルチコアプロセッサーとして使用します。 

- 巧用しない： シングルコアプロ七ッサーとして使用します。 

P POINT 

► 出荷時は、「使用する」に設をされています。本設をは、「終了」一「標準設を値を読み込 
む」を実行しても、本パソコンご購入時の巧態には戻りません。必要に応じて変更して< 
ださい。 

□ XD ビット機能 

CPU の「エグゼキュート-デイスエーブル•ビット機能」を有効にするか無効にするかを設 
定します。 

- 使用する（初期値）： 有効にします。 

- 使用しない： 無効にします。 


□ Virtualization Technology 

本項目は バーチャ ライゼ ーシ ヨン•テクノロジーに対応した CPU の場合に表示されます。 バー 
チャ ライゼ ーシヨン. テクノロジーを 有効にする か 無効にする かを 設をします。 

-使用しない（ネ刀期値）： 無効にします。 

-使用する： 有効にします。 


□プライマリディスプレイ 


プライマリディスプレイになるビデオデバイスを選択します。各設を項目で選択されるビデオ 
デバイスの優先順位は次のとおりです。 

-内蔵ビデオ： 内蔵ビデオデバイスをプライマリディスプレイにします。 

• PCIE :カスタムメイドでグラフィックカードを選択した場合 PCI Express xl 6 Graphics 
カード スロッ ト搭載のビデオカードをプライマリディスプレイにします。 

• PCI : PCI あ張 スロッ トのビデオカードをプライマリディスプレイにします。 

PCI あ張スロットにビデオカードを接続していない場合は 、 PCI Express xl 6 Graphics カー 
ド、内蔵ビデオデバイスの順に選択します。 

-自動（お期値）： PCI Express xl 6 Graphics カードスロット搭載のビデオカード、内蔵ビデ 
オデバイスの順に選択します。 
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□ 起動時の NumLock 設定 

起動時または再起動時に、キ'ーボ'—ドのテンキ ■ 一を NumLock が:態にするかどうかを設定しま 
す。 NumLock が態にすると、テンキーから數字を入力できます。 

-オン（初期値）： キーボードを NumLock が:態にします。 

•オフ： キーボードを NumLock が態にしません。 

P POINT 

► Windows Vista または WindowsXP をお使いの場合、電源オンすると前回電源オフしたとき 
に OS が記録した NumLock 状態に戻ります。 


□キーボードエラー検出 

キーボー ドの エラーを 表示するかどうかを設をします。 

- 使用しない： キーボードが接続されていないときでもキーボードのエラーを表示しませ 
ん。 

•使用する（初期値）： キ'ーボ'ードが接続されていないときにキ'ーボ'—ドのエラ ■ —を表示し 
ます。 

□ USB コントローラー 

USB コント ローラを有効にするかどうかを設をします。 

.使用しない： すべての USB コントローラを無効にして、リソースを解放します。カスタ 
ムメイドで選択したフロッピーディスクドライブやスマートカードリーダ/ライタも使 
用できなくなります。 

. 背面のみ： パソコン本体背面の USB コントローラのみを有効にします。 

- 使用する（ネ刀期値）： すべての USB コントローラを有効にします。 

□ USB レガシーサポート 

USB にが応していない OS で USB 規格の周辺機器を使用可能にするかどうかを設定します 
(Windows Vista および Windows XP は、 USB 対■応です）。 

- 使用しない： USB に対応していない OS では、 USB 規格の周辺機器が使用できません。 
.キーボード/マウス： USB に対応していない OS でも、 USB キーボードおよび USB マウ 
スが巧用できます。 

- 使用する（巧期値）： USB に対応していない OS でも、 USB 規格の周辺機器が使用できます。 

P POINT — 

► 本パソコンは、すべての USB 規格に対応した周辺機器の動作を保証するものではありませ 
ん 。 US 巳 規格に対応した周辺機器を接続して問題がみられる場合には、本設をを「使用し 
ない」に設をするか、 Windows が超動した後に USB 規格の周辺機器を接続してくださし、。 

□ LAN コントローラー 

標準搭載の LAN を有効にするかどうかを設ちします。 

- 使用しない： 標準搭載の LAN を無効にして、リソースを解放します。 

- 使用する（初期値）： 標準搭載の LAN を有効にします。 

□ネットワークサーパーから起動 

標準搭載の LAN を経由してネットワークサーバーからの起動を有効にするかどうかを設定し 
ます。 
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- 使用しない： 標準搭載の LAN を経由したネットワークサーバーからの起動を無効にしま 
す。 

- PXE け刀期値）： 標準搭載の LAN を経由してネットワークサーバーから起動できるよう 
にします。 

P POINT 

► ネットワークサーパ'-から超動可能な LAN 力ードをお使いの場合，「超動デバイスリスト J 
に、お使いの LAN 力ードのデバイス名が追加されます。表示されるデバイス名は、 LAN 力一 
ドにより 異なります。 

► ネットワークサーバーから起動するためには 、 rWired for Management Baseline Version 2.0 j 
に準拠したインストレーシヨンサーバーシステムが必要となります。 

□パラレル ATA ポート 

IDE コネクタを使用するかどうかを設をします。 

- 使用する（初期値）： IDE ポートを使用します。 

- 巧用しない： IDE ポートを使用しません。 

□シリアル ATA ポート 

シリアル ATA ポートを使用するかどうかを設をします。 

- 使用する（巧期値）： シリアル ATA ポートを{ち用します。 

- ポート 0 のみ： シリアル ATA ポートのポート 0 のみ使用します。 

- 使用しない： シリアル ATA ポートを巧用しません。 

□シリアル/パラレルポート設定 

サブメニューを巧って、シリアルポート、パラレルポートの I / O アドレスなどに関する設をを 
行います。 

カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニュー 画面が表示されます。 

• シリアルポート '''シリアルポートを有効にするかどうかを設をします。 

- 使用しない： シリアルポートを無効にして、リソースを解放します。 

- 巧用する（巧期値）： シリアルポートを有効にします。 

P POINT 

► 「使用しない」に設をすると、デバイスマネージャのデバイスから見えな< なります。 

► Windows Vista または Windows XP でリソースを解放するには、デバイスマネージャで使用 
不可または無効にしてください。 

• I/O アドレス， 割り込み番号： 「シリアルポート」を「使用する」に設をした場合に表示 
されます。シリアルポートの I / O アドレスと割り込み番号を設ちします。 

- 3 F 8, IRQ 4 け刀期値）、 2 F 8, IRQ 3、 3 E 8, IRQ 4、 2 E 8, IRQ 3 

• パラレルポート '''パラレルポートを有効にするかどうかを設をします。 

- 使用しない： パラレルポートを無効にして、リソースを解放します。 

•巧用するけ刀期値）： パラレルポートを有効にします。 

P POINT 

► 「使用しない」に設をすると、デバイスマネージャのデバイスから見えな< なります。 

► Windows Vista または Windows XP でリソースを解放するには、デバイスマネージャで使用 
不可または無効にして< ださい。 



製品 ガイド FMV - D 5270、 D 3270 


.モ— ド''.レくラレルポート」を「使用する」に設をしたときに表示されます。パラレル 
ポートの動作モードを設をします。 「 I / O アドレス，害 ij り込み番号」で「犯 C ， IRQ 7 J に設 
をした場合は、 「 EPP 」 を選択できません。 

•双方向（初期値）： 双方向モードを巧う周辺機器を接続するときに選択します。 

- EPP : 邸 P 規格の周辺機器を接続するときに選択します。 

- ECP : ECP 規格の周辺機器を接続するときに選択します。 

•い〇アドレス，割り込み番号： レくラレルポート」を「使用する」に設をしたときに表示 
されます。パラレルポートの I / O ポートアドレスを設をします。「モード」で 「 EPPJ に 
設をした場合は、「犯 C ， IRQ 7」 を選択できません。 

- 378, IRQ 7 (巧期値）、278, IRQ 5、3 BC , IRQ 7 
. DMA チヤネル： 「モード」を 「 ECP 」 に設をしたときに表示されます。 ECP 規格の周辺 
機器を接続する場合 に使う DMA チャネルを設をします。 

- DMA 1(ネ刀期値 ）、 DMA 3 

□イベントログ設定 

サブメニューを{まって、イベントログに関する設をを行います。 

カーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、イベントログの詳細が表示されます。 

• イベントログ領域の状態''' イベントログを保存可能かどうかが表示されます。 

- 保存巧能： イベントログは保存可能です。 

- 保存不可能： イベントログは保存できません。領域が一杯になっています。 

• イベントログ内容の状態''’ イベントログの内容が有効かどうかが表示されます。 

. ち効： イベントログの内容は有効です。 

- 無効： イベントログの内容は無効です。内容が壊れている可能性があります。 

•イベントログの表示''' 【 Enter 】 キーを押すと、イベントログの詳細が表示されます。 

• イベントログのミ肖去''’ 再起動時にイベントログの内容を消ちするかどうかを設をします。 

. いいえけ刀期値）： イベントログを消去しません。 

•はい： イベントログを次回再起動時に消ちします。再起動すると設を値は「いいえ」に 
なります。 

• イベントログへの記録''' イベント発生時にイベントログを記録するかどうかを設をします。 

- 使用しない： イベントログを記録しません。 

•巧用する（初期値）： イベントログを記録します。 
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電源管理メニュー 


電源管理メニューでは、 Wakeup on LAN 機能を利用して自動的に起動ずる場合や、 AC 電源の 
復電時における動作に関する設定を行います。 

■設定項目の詳細 


□ AC 通電再開時の動作 

停電などで電源が切断された場合に、通電再開時の動作を設をします。 

- 使用しない： 電源が切れたままになります。 

•電源 OFF (初期値） ：復電の際に一瞬電源が入り、その後電源が切れます。 

- 電源 ON :電源が入ります。 

- 自動： 電源が切断されたときの状態に戻ります。 

P POINT 

► 「電源 OFF」 に設をした場合、または「自動」に設をし、 AC 電源が切れる前の状態がシャツ 
トダウンや休止状態の場合、復電の際に一瞬電源が入りますが、故障ではありません。こ 
の現象を回避する場合は「使用しない」に設をしてください。 

► 八じ電源切断後30砂が上待ってから電源を入れてください。30砂J^>l内に入れると正常に動 
作しない場合があります。 

► 「自動」に設定した場合、 AC 電源が切れる前の状態が起動中、またはスリープ状態 (Windows 
Vista) またはスタンバイ状態 (Windows XP) のときに、パソコン本体の電源が入ります。 
休止が態のときには、電源は入りません。 

► UPS などを使って復電時に電源を巧入させたい場合は、「電源 ON」 に設定してくださし、。 
► 本設をを変更した場合は、「終了」メニューの「変更を保ちして終了する（再起動）」を選 

おし、本パソコンを再起動して〈ださい。「終了」メニューの「変更を保ちして終了する 
(電源 OFF)」 を選択した場合は、一度パソコンを起動しない限り、変更した設定は有効に 
なりません。 

• LAN デバイスによる電源 ON …標準搭載の LAN および PME 対応の LAN カードが Magic Packet 
を受信したときに電源を入れるかどうかを設定します。 

. 使用しない（初期値）： 電源を入れません。 

- 使用する： 電源を入れます。 

P POINT 

► Windows Vista では、本項目を設定してスリープや休止状態から復帰させることはできませ 
ん。デバイスマネージャで設定して〈ださい。設を方法については、「取り巧い」一「ス 
リープ/休止状態の使い方」（一 P.68) をご賣ください。 

► WindowsXP では、本項目を設定してスタンバイや休止が態から復帰させることはできま 
せん。デバイスマネージャで設定してください。設定方法については、「取り巧い」一「ス 
タンバイ/休止状態の使い方」（一 P.75) をご覧〈ださい。 

► 電源オフからの動作は、 OS にかかわらず本設定がち効です。 

► 本設定は、 「AC 通電巧開時の動作」を「電源 OFF」 または「自動」に設定している場合に 
は、停電などの AC 電源切断後も動作します。 

► 本設定を変更した場合は、「終了」メニューの「変更を保ちして終了する（再起動）」を選 
おし、本パソコンを再起動して〈ださい。「終了」メニューの「変更を保ちして終了する 
(電源 OFF)」 を選択した場合は、一度パソコンを起動しない限り、変更した設定は有効に 
なりません。 

•時刻による電源 ON …「時刻」、「日付（日）」で指定した時刻に電源を入れるかどうかを設 
定します。 
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使用しないけ刀期値）：電源を入れません。 

使用する：電源を入れます。 

時刻：「時刻による電源 ON」 が「使用する」に設をされている場合に設をできます。ウェ 
イクアップする時刻を設をします。 

- 00:00:00 (巧期値）〜23:59:59 

日付（日）：「時刻による電源 ON」 が「使用する」に設をされている場合に設をできます。 
ウェイクアップする日付を設をします。 

•0 (初期値）：毎日、指定した時刻に電源が入ります。 

• 1~ 31:指定した日付に電源が入ります。日付は！〜31の間で指定します。 

P POINT 

► Windows Vis ねでは、本項目を設をしてスリープや休止状態から復帰させることはできませ 
ん。タスクスケジユーラで設定して〈ださい。設定方法については、「取り巧い」一「ス 
リープ/休止状態の使い方」（一 P .68) をご貴ください。 

► WindowsXP では、本項目を設定してスタンバイや休止が態から復帰させることはできま 
せん。タスクで設定してください。設定方法については、「取り t 及い」一「スタンバイ/休 
止状態の使い方」（一 P .75) をご覧〈ださい。 

► 電源オフからの動作は、 OS にかかわらず本設定がち効です。 

► 本設定は、 「 AC 通電再開時の動作」を「電源 OFF 」 または「自動」に設定している場合に 
は、停電などの AC 電源切断後も動作します。 
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七キュリアイ^ニュー _ 

セキュリティメニューでは、本パソコンを特をの人だけが巧用できるように設をを行います。 


■設定項目の詳細 


□管理者パスワード 

【 Enter 】 キーを押して、システム管3者用のパスワードを設定します。パスワードの設を方法 
にっいては、 「 BIOS のパスワード機能を使う」 （^ P .158) をご覧ください。 

P POINT 

► 「管理をパスワード」を設をすると、 BIOS セットアップの起動時にパスワード入力を要ホ 
されます。このときに、誤ったパスワードを3回入力すると、ビープ音が鳴り、「システ 
ムは使用できません。」と表示され、本パソコンはキーボードからの入力に反応しな < なり 
ます。この場合、本パソコンの電源ボタンを押して電源を切り、30砂な上待ってから電源 
を入れ、正しいパスワードを入力してください。 

が重要 

► 管理を巧パスワードを忘れると、 BIOS セットアップを管理を権限で超動することができな 
〈なります。「パスワードを忘れると J > P .158) をご覧ください。 

□ ユーザーパスワード 

「管理者パスワード」が設定されている場合に設定できます。 【 Enter 】 キーを押して、一般利 
用者用のパスワードを設ちします。パスワードの設を方法については、 「 BIOS のパスワード機 
能を使う」い P .158) をご覧ください。 

P POINT 

► 「管理をパスワード」が設をされていないと、「ユーザーパスワード」は設をできません。 

► 「ユーザーパスワード」を設をすると、一祕利用をが BIOS セットアップで変更できる項目 
を制限できます。 

□起動時のパスワード入力 

「管理をパスワード」が設定されている場合に設定できます。本パソコンの起動時にパスワー 
ドの入力を要求されるかどうかを設をします。 

. セットアップ(あ]期値）： BIOS 七ットアップの起動時にパスワードの入力を要求されます。 
- システム： BIOS セットアップの起動時、および OS 起動時にパスワードの入力を要求さ 
れます。 

- 自動： BIOS セットアップの起動時や OS の起動時、または休止状態からの復帰時にパス 
ワードの入力を要求されます。ただし、 BIOS セットアップの「電源管理」の各機能によ 
りパソコン を起動した場合、または Windows 上でタスクや LAN デバイスによって休止状 
態から復帰した場合は、パスワードを要ホされません。この場合、 [ F 2] キー （ BIOS 七ッ 
トアップを起動）や 【 F 12】 キー（起動メニューを起動）は使用できません。 





製品ガイド FMV - D 5270、 D 3270 


-自動（スキップ）： BIOS 七ットアップの起動時や OS の起動時、または休止が態からの復 
帰時にパスワードの入力を要ホされます。ただし、 BIOS セットアップの「電源管 a 」 の 
名■機能によりパソコンを起動した場合、または Windows 上でタスクや LAN デバイスに 
よって休止が態から復帰した場合は、パスワードを要求されません。また、再起動時に 
はパソコンの起動方法にかかわらず、パスワードを要求されません。なお、「電源管 a 」 
のを機能によりパソコンを起動した場合、または Windows 上でタスクや LAN デバイスに 
よって休止状態から復帰した場合は、 【 F 2】 キー （ BIOS 七ットアップを起動）や 【 F 12】 
キー（起動メニューを起動）は使用できません。 

が重要 

► 「 LAN デバイスによる電源 ON 」、 「時刻による電源 ON 」 機能を使ってパソコンを自動的に起 
動する場合は、 「 AC 通電再開時の動作」を「電源 OFF 」 に設をして〈ださい。 

□ハードディスクセキュリティ 

ハードディスクの七キュリティ機能を設定します。 

• SATA ポート O ' 本パソコンに内蔵されているハードディスクのセキュリティ機能を有効、ま 
たは無効にするかどうかを設をします。 

なお、標準搭載のハードディスクは、ハードディスクセキュリティに対応しています。 

•使用しないけ刀期値）：ハードディスクのセキュリティ機能を無効にします。 

-使用する：ハードディスクのセキュリティ機能を有効にして、特をの人だけがハードディ 
スクを{まえるようにします。起動時に設をされているパスワードを、ハードディスクに 
書き込まれているパスワードと照合します。一致しない場合、ハードディスクは使えま 
せん。 


P POINT 

► 本項目は、管理を用パスワードで BIOS を超動した場合のみ設をできます。 

► SATA 0 ( HDD 0) コネクタなかに接続されているハードディスクでは、本機能はお使いに 
なれません。 

► ハードディスクがセキュリティ機能に対応していない場合や、ハードディスクなかの装置 
が接続されている場合は、灰色の文字で表示され、本設をを変更することはできません。 

► 管理を用パスワードのみ設をした場合、ハードディスクには管理を巧パスワードが書き込 
まれます。 

管理を用パスワードとユーザー用パスワードを設をした場合、ハードディスクにはユー 
ザー巧パスワードが書き込まれます。 

► パスワードを変更または解除した場合、ハードディスクに書き込まれたパスワードも変更 
または解除されます。 

► パスワードが解除されたときは、本設をも同時に「使用しない」に設をされ、ハードディ 
スクのセキュリティ機能が解除されます。 

► なんらかの原因り也のハードディスクと交換している間にパスワードを変更した場合など） 
でパソコン本体のパスワードとハードディスクに書き込まれたパスワードが異なっている 
場合、その/、ードディスクのパスワードを設をしたパソコンであっても、データは読み込 
めません。 
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が重要 

► パスワードを忘れると、ハードディスクが使えなくなったり、ハードディスクセキュリティ 
機能を無効にすることができなくなります。「パスワードを忘れると」 （一 P.158) をご幫 
〈ださい。 

► ハードディスクセキュリティ機能の設定を変更する場合は、必ず電源をいったん切り、再 
度 パソコンの 電源を入れて、 BIOS セッ ト アップを起動してから設定を変更してください。 
また、ハードディスクセキュリティ機能の設定を変更した後は、 BIOS セッ ト アップの「終 
了」メニューの「変更を保存して終了する（電源 OFF)」 を実行して パソコンの 電源を切っ 
てください。 

これらの手順を守らないと、変更した内容が正し〈反映されなかったり、本項目や「管理 
者 パスワード」 および 「ユーザーパスワード」 の項目が灰色の文字で表示され、設をや変 
更ができな〈なる場合があります。 

□ TPM (七キュリティチップ）設定 

本項目は、セキュリティチップが搭載されている場合に表示されます。サブメニューを使っ 
て、 TPM (セキュリティチップ）に関する設をを行います。 

• セキュリティチップ 

セキュリティチップによるセキュリティ機能を使うかどうかを設をします。 

-巧用しない：七キュリティチップを巧用しません。 

•使用する（あ]期値）：セキュリティチップを使用します。 

が重要 

► 本項目は、管理を用パスワードが誤をされている場合に選巧できます。 

► セキュリティチップを使用する場合は、に MARTACCESS ファーストステップガイド（認 
証デバイスをお使いになるちへ) J1 をご覧 < ださい。 

► セキ ュ リ ティ チップをち効にするには、 BIOS セットアップ終了後に本パソコンを再起動し 
てください。 

► 出荷時は、「使庙する J に設をされています。「巧庙しない」に変更した場合は、「終了 J - 
「標準設を値を読み込む J を実巧しても、出荷時の誤をである「巧用する」には戻りません。 

■現在の TPM 状態… TPM (セキュリティチップ）のが態を表示します。 

-お効かつ使用不可：七キュリティチップが無効で使用不可のが態です。 

-お効かつ使用可：セキュリティチップが無効で使用可能のが態です。 

-ち効かつ使用不可：七キュリティチップが有効で使用不可のが態です。 

-ち効かつ巧用可：七キュリティチップが有効で使用可能の状態です。 

■ TPM 状態の変更… TPM (セキュリティチップ）のが態を'変更します。 

•変更しない（初期値）： TPM (セキュリティチップ）の状態を'変更しません。 

- ち効かつ使用巧： TPM (セキュリティチップ）の状態を「有効かっ{ち用可」に変更します。 
•無効かつ使用不可： TPM (セキュリティチップ）のが態を「無効かつ使用不可」に'変更し 
ます。 


が重要 

► 本項目は、管理を巧パスワードが誤をされていて、「セキュリティチップ J の設をが「使用 
する」の場合に選巧できます。 

► 現在のセキュリティチップの状態によっては表示されない項目があります。 

► 巧態を変更するには、本項目を設を後、パソコンの再起動が必要です。 

• セキュリティチップのクリア 

【 Enter 】 キーを押して七キュリティチップの情報を削除します。 
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が重要 

► 本項目は、「セキュリティチップ」の設をが「使巧する」の場合で、実行可能な状態でのみ 
使巧できます。 

► セキュリティチップを使巧する場合は、に MARTACCESS ファーストステップガイド（認 
証デバイスをお使いになる方へ)』をご幫〈ださい。 
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終了メニュー 

終了メニューでは、設を値の保存や読み込み、 BIOS セットアップの終了などを行います。 


■設定項目の詳細 


□変更を保巧して終了する（再起動） 

設をした内容を保存して BIOS セットアップを終了するときに選びます。 

この 項目にカーソルを合わせて [ Enter ] キーを押すと、「を更した内をを保存して終了します 
か？（再起動）」というメッセージが表示されます。「はい」を選択し、 [ Enter ] キーを押して 
ください。 


□変更を保巧して終了する（電源 OFF ) 

設定した内容を保存してパソコンの電源を切るときに選びます。 

この 項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、「'変更した内をを保存して終了します 
か？（電源 OFF )」 というメッセージが表示されます。「はい」を選択し、 【 Enter 】 キーを押し 
てください。 

□変更を保巧せずに終了する（起動） 

設定した内容を保存しないで BIOS セットアップを終了するときに選びます。 

設ちをを更している場合、この項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、「設をが'変 
更されています！を更した内容を保存して終了しますか？」というメッセージが表示されます。 
「いいえ」 を選択し、 【 Enter 】 キーを押してください。 

「はい」を選択すると、保存されます。 

□標準設定値を読み込む 

すべての設定項目を標準設定値にするときに選びます。 

この 項目に カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、「標準設を値を読み込みます か？」 と 
いうメッセージが表示されます。「はい」を選択し、 【 Enter 】 キーを押してください。 

P POINT 

► ホの項目は、「標準設を値を読み込む」を実行しても、現在お使いの状態のまま変更されま 
せん。 

-「システム」メニュ ー の 「言語 （Language)」 

-「詳細 J メニ ューの 「マルチコア」 （対応している CPU の場合のみ表示されます） 

■ 「セキュリティ J メニューの「ハードディスクセキュリティ」 

-「セキュリティ J メニューの 「TPM (セキュリティチップ)」の設を（セキュリティチッ 
プを搭載している場合のみ表示されます） 

- BIOS のパスワードの設を 
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4 BK)S のパスワード機能を使う 


本パソコンのデータを守るためのパスワード機能を説明します。 

本パソコンは、化人による不正使用を防止するために、パスワードを設定できます。パスワー 
ドを設をすると、正しいパスワードを知っている人な外は本パソコンを使えなくなります。 

パスワードの種類 


本パソコンで設定できるパスワードは次の2つです。 

入力するパスワードにより、本パソコン操作の権限が区別されます。 

• 管理ま用パスワード 

特定の人だけが BIOS 七ットアップや OS を起動できるようにするためのパスワードです。 
パスワード機能を使ぅ場合は、必ず設をしてください。 

• ユーザー用パスワード 

特定の人だけが BIOS 七ットアップや OS を起動できるようにするためのパスワードです。 
「管理者パスワード」が設定されている場合に設定できます。 

ユーザー用パスワードで起動した場合、設をできる項目が制限されます。 

パスワードを忘れると 


管理を用パスワードを忘れると、 BIOS セットアップを管 a 者権限で起動できなくなります。 
そのため、パソコンを起動できなくなったり、 BIOS セットアップのほとんどの項目で設定値 
をを更できなくなったりします。 

また、ハードディスクセキュリティ機能が有効の場合、ハードディスクが使えなくなったり、 
ハードディスクの七キュリティ機能を無効にできなくなります。 

これらの場合は、メインボードのみ、またはメインボードとハードディスク両ホの修 a (有 
償）が必要となりますので、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。無償修 a 期間中でも有償となります。 

が重要 

► セキュリティチップを使用している場合、メインボードを修理した後にセキュリティチッ 
プのリストアが必要になります。詳し〈は、 『SMARTACCESS ファーストステップガイド 
(認証デバィスをお使いになる方へ) J1 をご覧〈ださい。 

► ハードディスクの修理を行うと、ハードディスク内のデータはネ刀期化されるため復旧でき 
ません。データのバックアップができる場合は、必ず修理の前にバックアップしてくださ 
い。 

ただし、桓動時のパスワードを設をしている場合、管理を用とユーザー用のパスワードを 
両方とも忘れると、データのバックアップはできません。 

P POINT 

► ユーザー巧パスワードを忘れた場合 

ユーザー用パスワードを忘れた場合は、修理の必要はありません。パソコンの管理者に管 
理者用パスワードをいったん削除してもらった後、管理者巧パスワード、ユーザー用パス 
ワードの順にパスワードを設をし直してください。 
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パスワードを設定する 


P POINT 

► ューザー用パスワードを設まする前に、管理を巧パスワードを設をして〈ださい。 

ブ「セキュリティ」 メニ ューで「管理者パスワード J、 または「ユーザーパスワー 
ド J に力ーソルを合わせて 【Enter】 キーを巧します。 

パスワ' —ド入力用のウインドウが表示されます。 


管理者■パスワード 

新しいバスワードを入力して下さい。 

新しいパスワードを確認して下さい。 [ ] 

NumLock ON 


または 


ユー ザーパスワード 
新しい パ スワードを入力して下さし、。 

新しいパスワードを確認して下さい。 [ ] 

NumLock ON 


P POINT 

► 「管理をパスワード」が設をされていないと、「ユーザーパスワード」は設をできません。 

ク1〜32析までのパスワードを入力します。 

入力できる文字種はアルファべットと数字です。 

入力した文字は表示されず、代わりに「■」が表示されます。 

P POINT 

► パスワードを再設をする場合は、現在のパスワードを入力する項目があります。 

3 パスワードを入力したら 【Enter】 キーを押します。 

「新しいパスワードを確認して下さい。」にカーソルが移り、パスワードの再入力をホめ 
られます。 

4 手順2で入力したパスワードを再度入力し、 【Enter】 キーを巧します。 

「七ットアップ通知」と書かれたウィンドウが表示されます。 

夕 【Enter】 キーを巧します。 

再入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警告」と書かれたウィン 
ドウが表示されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順2からやり直してください。 
パスワードの設をを中止するときは、 【 Esc 】 キーを押してください。 
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P POINT 

► 管理を用パスワードとユーザー用パスワードの両方が設をされている巧態で、ユーザー巧 
パスワードで BIOS セットアップを始めた場合、設を項目が制限されます。 

6 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順については、 「 BIOS セットアップを終了する」（一 P .143) をご覧ください。 

P POINT 

► 設をしたパスワードは忘れないようにして〈ださい。何かに書き留める際は、ま全な場所 
にな管してお〈ことをお勧めします。 

パスワードを設定した後は 


「管理者パスワード」を設をすると、 BIOS セットアップを始めるときに、パスワード入力用 
ウィンドウが表示されます。また、 OS 起動時にも、パスワ ■ ー ドの入力用ウィンドウを表示す 
るように設定することができます。パスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを押してください。 


パスワードを入力して下さい。 [ 


NumLock ON 


P POINT 

► 誤ったパスワードを 3 回入力すると、ビープ音が鳴りシステムが停止します。この場合は、 
電源ボタンを巧して電源を切り、30砂が上待ってからもう一度電源を入れて、正しいパス 
ワードを入力して〈ださい。 

► テンキーからの入力はできません。 
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パスワードを変更/削除する 


■パスワードを変更する 

■パスワード をを更するには、「管巧者 パスワード」 または 「ューザーパスワード」の 項目に 
カーソルを 合わせ、新しい パスワードを 入力します。 

■パスワードを削除する 

• パスワードを削除するには、「管 a 者パスワード」または「ューザーパスワード」の項目で、 
新しいパスワードを入力しないで 【 Enter 】 キーを押します。 

管理者用パスワードを削除すると、ューザー用パスワードも削除されます。 

■管理を用パスワードが削除されたときは、レ、ードディスクセキュリティ」（一 P.154) の設 
定も同時に「使用しない」に設定され、ハードディスクのセキュリティ機能が解除されます。 

が重要 

► ハードディスクセキュリティ機能を有効に設定している場合 

ハードディスクパスワードを変更したり削除したりする場合には、 Windows で、「シャッ 
トダウン」 （Windows Vista の場合）または「電源を切る」 （Windows XP の場合）を実行 
していったんパソコンの電源を切り、電源ボタンを押してパソコンの電源を入れてから 
BIOS セットアップを起動して〈ださい。また、パスワードの設定を変更したり削除した 
りした後は、必ず「終了」メニューの「変更を保ちして終了する（電源 OFF)」 を実行し 
てパソコンの電源を切ってください。 

これらの手順を守らないと、変更した内容が正し〈反映されなかったり、「ハードディスク 
セキュリティ」や「管理者パスワード」および「ユーザーパスワード」が灰色の文字で表 
示され、設定や変更ができなくなる場合があります。 
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5認証デバイスの七キユリテイ機能を使う 


セキュリティチップをお使いになるには、 BIOS 七ットアップの設ををを更する必要がありま 
す。 

セキュリティチップの{ま用ホ法については、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認 
証デバイスをお{まいになるホへ)』をご覧ください。 

なお、セキュリティチップは、セキュリティチップを搭載している機種でのみお巧いになれま 
す。お使いの機種にセキュリティチップが搭載されているかどうかは、「仕様一覧/技術情報」 
- 「本体仕様」 P .224) をご覧ください。 
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6 BK ) S がま示するゾジ七ージー覧 


本 パソコ ンが表示する エラーメツセー ジの対処方法を説明します。必要に応じてお 
読みください。 


メッ七ージが表示されたときは _ 

「メッセージー覧」 （^ P .163) に記載の処置や次の姐置をしてください。 

• BIOS セットアップを実行する 

BIOS 七ッ ト アップに 関する エラー メ ッセージが 表示された場合は 、 BIOS 七ッ ト アップを 
再実行してください。 

• 周辺機器の取り付けを確認する 

あ張カードなどを取り付けているときは、それらが正しく取り付けられているか確認して 
ください。また、カードの割り込み要求など正しく設をされているかどうかも確認してく 
ださい。このとき、あ張カードの マニュアルや、 ユーティリティソフトがある場合は、そ 
れらの マニュアル もあわせてご覧ください。 

処置を実施しても、まだエラーメッセージが発生する場合は、本パソコンが故障している可能 
性があります。「富±通ハードウェア修 a 丰目談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

メッ七ージー覧 


本パソコンが表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。 

• BOOT: Couldn't find NTLDR 
Please insert another disk 

フロッピー ディスクドライブにシステムな外の フロッピー ディスクをセットした まま 電源 
を入れると、表示されます。 フロッピー ディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Check date and time settinas 
システム時刻/曰付エラー 

「システム時刻」と「システム日付」の設をを確認してください。 

• CPU Fan Error 
CPU フアン エラー 

CPU フアンが壊れていないこと、フアンの電源ケーブルが正しく接続されていることを確 
認してください。確認後、 BIOS セットアップを起動し、「終了」 メニューの 「変更を保存 
して終了する（再起動） J または「変更を保存せずに終了する饱動）」を実行してください。 

• Event Loa area is full. No more events will be logged. 

To clear event logs, please enter BIOS setup. 

ィベントログの記録領域が一杯になりました 

BIOS セットアップを起動して、ィベントログを削除してください。 

BIOS ィベントログがいっぱいになった場合、次回起動時に本メッセージが表示されます。 
BIOS イベントログを確認して処置した後に、 BIOS イベントログをクリアしてください。 
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• Expansion ROM not initialized - PCI Device Error at slot nnn 
Bus : nnn , D 色 vie 色: nnn , Function:nnn 

拡張 ROM の初期化に失敗しました。 PCI デバィスホ nnn 
Bus : nnn , Device : nnn , Function:nnn 

次のいずれかの ェラーが 発生しました。 

-増設した拡張カードで、拡張民 OM が初期化されなかった 
•増設した拡張カードに、故障が発生した 

拡張カードの取り付けや設定が正しく行われているか確認してください。 

取り付けや設定が正しいが態で本メッセージが表示される場合は、「富±通ハードウェア修 
理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Extended RAM Failed at address line:nnn 

拡張メモリエラーアドレス巧: nnnn 
Extended RAM Failed at offset : 

拡張メモリエラーオフセットアドレス: nnnn 

メモリテスト中に、ェラーが発生しました。メモリが正しく取り付けられているか、確認 
してください。 

メモリが正しく取り付けられているが態で本メッセージが表示される場合は、「富±通ハー 
ドウェア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Failure Fixed Disk n 
ハードディスクエラー 

ハードディスクドライブの設定に誤りがあります。 巨 IOS 七ットアップの「システム」メ 
ニューの 「 SATA ポート」または 「 IDE ポート」の設定を確認してください。 

• NVRAM Checksum Error 
NVRAM チェックサムエラー 

システム情報が壞れていまず。 「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、またはご購入元 
にご連絡ください。 

• Invalid system disk 

Replace the disk , and then press any key 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Keyboard Controller Failed 

キーボードコントローラーエラー 

キーボー ド コントローラのテスト 中に ェラーが 発生し ま した。「富±通 ハー ドウ ェア 修理相 
談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Keyboard error 
キーボードエラー 

キーボードテストでェラーが発生しました。電源を切って、キーボードが正しく接続され 
ているか確認し、30砂が上待ってから電源を入れ直してください。 

また、キーボードを接続せずにお使いになる攝合は、ェラーが表示されないように BIOS 
セットアップの「詳細」 一 「キーボードェラー検出」を「使用しない」に設定してください。 

• Non - System disk or disk error 
Replace and press any key to ready 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 
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• NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Operatina svstem not found 

OS が見つかりませんでした。 巨 lOS 七ットアップでドライブが正しく設定されているか、指 
定したドライブに OS が入っているかを確認してください。 

• Password locked: Fixed Disk n 

パ スワー ド ロック：ハー ド ディスク n 

ハードディスクの七キュリティ機能が有劾のままになっているため、ハードディスクが使 
えません。 

• PCI Parity error Bus nn Dev nn Fun nn 
PCI / くリティエラー Bus nn Dev nn Fun nn 

ホンボードデバイスまたは拡張カードでエラーが発生しました。拡張カードが正しく接続 
されているかご確認ください。それでも改善されない場合やこの他の場合は、「富±通ハー 
ドウェア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• PCI System error Bus nn Dev nn Fun nn 
PCI システムエラー Bus nn Dev nn Fun nn 

オンボードデバイスまたは拡張カードでエラーが発生しました。拡張カードが正しく接続 
されているかご確認ください。それでも改善されない場合やこの他の場合は、「富±通ハー 
ドウ ェ ア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

参 Press <F1> to resume, <F2> BIOS to Setup 

<F1> キーを押すと続行、 <F2> キーを押すと BIOS セットアップを起動します。 

POST 中にエラーが発生すると OS を起動する前に本メッセージが表示されます。 [ F 1] キー 
を押すと OS の起動を開始します。 [ F 2] キーを押すと BIOS 七ットアップを起動して設定 
を変更することができます。 

• Press <F2> to BIOS Setup 

<F2> キーを押すと BIOS セットアップを起動します。 

POST 中に CMOS チェックサムエラーが発生すると本メッセージが表示されます。 

[ F 2] キーを押して、 BIOS セットアップを起動し、設定を確認してから保存し、再起動し 
てください。 

• PXE-E32:TFTP open timeout 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ネットワークブートに失敗しました。 
ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアップの「詳細」一「ネットワークサー 
バーから起動」を「使用しない」に設定してください。 

• PXE-E51: No DHCP or proxyDHCP offers were received 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノく一がクライアントから認 
識されていない場合に発生するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 
七ットアップの「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定し 
てください。 

• PXE-E53:No boot filename received 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノ《一がクライアントから認 
識されていない場合に発生するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 
七ットアップの「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定し 
てください。 
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• PXE-E61 : Media test failure, Check cable 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。 LAN ケーブルが正しく接続されていま 
せん。 LAN ケーブルを正しく接続してください。 

• PXE-E78:Could not locate boot server 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーバーがクライアントから認 
識されていない場合に発生する ユラ ーです。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 
セットアップの「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定し 
てください。 

• PXE-T01: File not found + PXE-E3B: TFTP Error - File Not found 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノく一上のブートファイルイ 
メージが取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定するか、巨 IOS 七ットアップ 
の「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定してください。 

• PXE-T01:File not found 
PXE-E89:Could not download boot image 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーバー上のブートイメー ジ 
ファイルが取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアッ 
プの「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定してください。 

• Real time clock error 


リアルタイムクロック エラー 

「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Remove disks or other media 


Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Resource Conflict - [Error message] in slot nnn Bus:nnn, Device:nnn, Functioninnn 
リソース競合 [ エラー内容 ] スロット #nnn バス : nnn デバイス : nnn 機能 : nnnn 

次のいずれかの エラーが 発生しました。 


-増設した拡張カードが、本パソコンに対応していない 
•増設した拡張カードで、リソース競合が発生した 
•増設した拡張カードに、故障が発生した 

拡張カードが本パソコンに対応しているか、また拡張カードの取り付けや設定が正しく行 
われているか確認してください。 


• Security Chip initialization error 

セキュリティチップのテスト中にエラーが発生しました。「富±通ハードウェア修理相談七 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Security Chip MAD function error 


セキュリティチップのテスト中にエラーが発生しました。「富±通ハードウェア修理相談七 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Security Chip MPD function error 

セキュリティチップのテスト中にエラーが発生しました。「富±通ハードウェア修理相談セ 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Security Chip MPD function execution error 

セキュリティチップのテスト中にエラーが発生しました。「富±通ハードウェア修理相談七 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 
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• Security Chip not found 

セキュリティチップを検出できなかった場合に表示されます。 「 富±通ハードウェア修 a 申目 
談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• System CMOS checksum bad - Default configuration used 

システム CMOS のチェックサムが正しくありません。標準設定値が設定されました。 

CMOS チュックサムが間違っています。すべての BIOS 設を項目が標準設を値に'変更され 
ました。なお、 「システム」一 「言語 （ Language ) 」は、「日本語 （ JP )」 に、「詳細」一 「マ 
ル チ コア」 は「使用する」に、 「セキュリティ」一 「TPM (セキュリティ チップ）設を」一 
「セキュリティ チップ」は「使用する」に設をされます。 

本パソコンを起動するたびにメッセージが表示される場合は、「富±通ハードウェア修 a 丰目 
談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• System timer error 
システムタイマーエラー 

「富±通ハードウェア修®相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

P POINT 

► 本書に記載されていないエラーメッセージが表示された場合は、「富±通ハードウ X ア修理 
相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 



Memo 



第 7 章 


お手入れ 

快適にお使いいただくためのお手入れ方法を説 
明しています。 


1パソコン本体のお手入れ . 170 

2ヒートシンクのお手入れ . 173 

3マウスのお手入れ . 186 

4キーボードのお手入れ . 187 

5フロッピーディスクドライブのお手入れ . 188 

6通風礼のお手入れ （24 時間モデルの場合） . 190 
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1パソコン本体のお手入れ 


本パソコンを長期間お使いになると、パソコン本体に巧れが付着したり、ほこりが 
たまることがあります。そのままお使いになると、パソコンが故障しやすくなりま 
す。パソコン本体は、定期的に清掃してください。 


A 警告 


A 


• お手入れをする場合は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントから抜いた後に行うようにしてください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-火災または故障の原因となります。 


Q 


• 清掃の際、清掃巧スプレー（可燃性物費を含むもの）を使巧しないでくださし、。 
故障-火災の原因となります。 


お手入れのしかた 


• パソコン本体に付着した巧れは、乾いた柔らかい布で拭き取ってください。 

•から拭きで落ちない汚れは、中性洗剤をしみ込ませ固くしぼった布で拭きます。汚れが 
落ちたら、水に浸して固くしぼった布で、中性洗剤を拭き取ります。拭き取りのときは、 
パソコン 本体に水が入らないようにご注意ください。 

-中性洗剤が外の洗剤や溶剤などをお使いにならないでください。パソコン本体を損傷す 
る原因となります。 

•清掃用スプレー（可燃性物質を含むもの）を使用しないでください。 
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ほこりがたまりやすい箇所 


• パソコン本体前面や通風孔 

次の図の〇が付いている箇所、および通風孔にほこりがたまらないように気をつけてくだ 
さい。 



• パソコン本体内部 

アッパーカバーの通風孔の内側、電源ファン吸気口、ファン、通風孔、ヒートシンクおよ 
びグラフイックカードにほこりがたまらないように気をつけてください。 



アッパーカバーの通風孔の内側 


電源ファン吸気口 
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が重要 

► パソコン本体内部の突起物には触れないでください。 

異音や故障の原因となりますので、ファンの羽根およびその他のパソコン本体内部の突起 
物には、極力手を邮れないでください。 

► 清掃時には、お分に換気してください。 

清掃時には、ほこりなどを口や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回し 
たりするなどして、お分に換気してください。 



2 ヒートシンクのお手入れ 
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パソコン本体内部のヒートシンクは、定期的に清掃して〈ださし、。 


用意するもの 


• 掃除機 
• 綿手袋 


お手入れのしかた 


が重要 

► 感電のおそれがありますので、清掃前には必ずパソコン本体や周辺機器の電源を切り、コ 
ンセントから電源プラグを抜いてください。 

► パソコン本体内部の突起物には邮れないでください。 

異音や故障の原因となりますので、ファンの羽根およびその他のパソコン本体内部の突起 
物には、極力手をちもれないでください。 

► パソコン本体内部は静電気に巧してお常に弱い部品で構成されており、掃除機の吸引口や 
人体にたまった静電気によって破壊される場合があります。 

パソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属質のものに手を触れたり金属費のもの 
に掃除機の吸引口先端を邮れさせたりして、静電気を放電してください。 

► 清掃時には、お分に換気してください。 

清掃時には、ほこりなどを口や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇をまわ 
したりするなどして、お分に換気してください。 

► 故障の原因となりますので、洗剤を使用しないでください。 

► 清掃時に破損した場合は、保証期間にかかわらず修理は有償となります。取り扱いについ 
ては、お分にご注意〈ださい。 
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■ 標準モデルの場合 

1 本体カバー（アツパーカバー ） をおり外します。 

クフアンの両側のレバーロケ所）を外します。 

レバーを 下に押してツメから外し、上に持ら上げます。 


レバー 



3 フアンの外枠のフレームを持って、フアンをヒートシンクから取り外します。 



が重要 

► フアンを持つときは、フアンの羽根に牠れないようにしてください。 
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4 取り外したファンを、電源 ユニット またはファイルラック部の上に置きます。 

ファンのケーブルコネクタが抜けないように注意してください。強く引っ張るとケーブ 
ルコネクタが抜ける場合があります。 


電源 ユニット ファイルラック 
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続いて、電源 ユニッ トやヒートシンク周辺のほこりを掃除機で吸い取ります。 



が重要 

► ヒートシンクに掃除機の吸引口を強くぶつけたり、綿棒やの楊枝を使巧してほこりを取つ 
たりしないでください。ヒートシンクが変おする場合があります。 

► 故障の原因となりますので、ヒートシンク周辺の電気部品には姐れないようにご注意くだ 
さい。 


6 CPU フアンのラベルがある面を表側に向け 、 CPU フアンのケーブルが切り欠け 
部分から外れていないことを確認します。 




ケーブルが切り欠け部分に入っている ケーブルが切り欠け部分から外れている 

少しでも外れている場合は、外れているケーブルを切り欠けの中に入れてください。 
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T フアンを、ヒートシンクの上に置きます。 

ラベルのない面を上側に向け、ヒートシンクのツメ （2 ヶ所）にフアンのフレームを差 
し込んでから下ろしてください。 



が重要 

► ファンを下ろすときにケーブルをはさまないように気をつけて < ださし、。 


タフアンの両側のレバーを下に倒し、フアンを固定します。 

レバーでフアンをしっかりと固定してから、レバーをツメにかけます。 
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9 フアンのケーブルコネクタが外れていないことを確認してください。 

ケーブル コネクタが 外れていない攝合は、手順11 へ 進んでください。少しでも外れて 
いた場合は、しっかりと取り付けます。手順10へ進んでください。 



/ケーブルコネクタ 
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f のケーブルコネクタをおり付けます。 

ケーブルコネクタを取り付けるときは、形がを確認し、形を互いに合わせてまっすぐに 
差し込んでください。 



ブブアツ パーカバーをす又り付けます。 
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■ 24 時間モデルの場合 

1 本体カバー（アツパーカバー ） をおり外します。 

クフアンの両側のレバーロケ所）を外します。 

レバーを 下に押してツメから外し、上に持ら上げます。 

なお、 CPU フアンおよびヒートシンクの形がは、機種や状況によりイラストと異なる場 
合があります。 


レバー 




が重要 

► フアンを持つときは、フアンの羽根に邮れないようにしてください。 
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4 取り外したファンを、電源 ユニット またはファイルラック部の上に置きます。 

ファンのケーブルコネクタが抜けないように注意してください。強く引っ張るとケーブ 
ルコネクタが抜ける場合があります。 


電源 ユニット ファイルラック 
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続いて、電源 ユニッ トやヒートシンク周辺のほこりを掃除機で吸い取ります。 



が重要 

► ヒートシンクに掃除機の吸引口を強くぶつけたり、綿棒やの楊枝を使巧してほこりを取つ 
たりしないでください。ヒートシンクが変斤さする場合があります。 

► 故障の原因となりますので、ヒートシンク周辺の電気部品には邮れないようにご ミ 主意〈だ 
さい。 


6 CPU フアンのラベルがある面を表側に向け、 CPU フアンのケーブルが切り欠け 
部分から外れていないことを確認します。 




ケーブルが切り欠け部分に入っている ケーブルが切り欠け部分から外れている 

少しでも外れている場合は、外れているケーブルを切り欠けの中に入れてください。 
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T フアンを、ヒートシンクの上に置きます。 

ラベルのない面を上側に向け、ヒートシンクのツメ （2 ヶ所）にフアンのフレームを差 
し込んでから下ろしてください。 



が重要 

► ファンを下ろすときにケーブルをはさまないように気をつけて < ださし、。 

タフアンの両側のレバーを下に倒し、フアンを固定します。 

レバーでフアンをしっかりと固をしてから、レバーをツメにかけます。 
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9 フアンのケーブルコネクタが外れていないことを確認してください。 

ケーブル コネクタが 外れていない攝合は、手順11 へ 進んでください。少しでも外れて 
いた場合は、しっかりと取り付けます。手順10へ進んでください。 



ー ケーブルコネクタ 
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f のケーブルコネクタをおり付けます。 

ケーブルコネクタを取り付けるときは、形がを確認し、形を互いに合わせてまっすぐに 
差し込んでください。 



ゾブアツパーカバーを取り付けまず。 
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3マウスのお手入れ 


表面の巧れは、柔らかい布でから拭きします。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞って拭き取ってく 
ださい。中性洗剤を使用して拭いた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤を拭き取って 
ください。また、拭き取りの際は、マウス内部に水が入らないよう充分に注意してください。 
なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないでくださ 

い。 

また、 PS /2 マウスのボールがスムーズに回転しないときは、ボールを取り外してクリーニン 
ダします。ボールのクリーニング方法は、次のとおりです。 

ブマウスの裏ブタを取り外します。 

マウス底面にある裏ブタを、矢印のホ向に回して取り外します。 



クボールを取り出して、水洗いします。 

マウスをひっくり返し、ボールを取り出します。その後、ボールを水洗いします。 



3 マウス内部をクリーニングします。 

マウス内部、および裏ブタを、水に浸して固くしぼった布でおきます。 
口 ■ — ラ I —は、綿棒でおきます。 



4 ボール、裏ブタを取り付けます。 

ボールとマウスの 内部を充分乾燥させたら、 ボールと 裏ブタを取り付けます。 
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キーボードのお手入れ 


キーボードの巧れは、乾いた柔らかい布で怪く巧き取ってください。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤をさませた布を、固く絞っておき取ってく 
ださい。中性洗剤を使用して巧いた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤を巧き取って 
ください。またおき取るときは、キーボードに水が入らないよう充分注意してください。 
キーボードのキーとキーの間のほこりなどを取る場合は、ゴミをかき飛ばすのではなく、筆の 
ような先の柔らかいものを使ってゴミを取ってください。ゴミをかき飛ばすと、キーボード内 
部にゴミが入り、故障の原因となる場合があります。また、掃除機などを使って、キーを強い 
力で引っ張らないでください。 
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5フロッピーディスクドライブのお手入れ 


フロッピーディスクドライブは、長い間使用していると、ヘッド（データを読み書 
きする部品）が巧れてきます。ヘッドが巧れると、フロッピーディスクに記録した 
データを正常に読み書きできな〈なります。別売のクリー ニン グフロ ッ ピーを使用 
して、3ヶ月に1回程度の割合でクリー ニン グしてください。 

が重要 

► カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択した場合、フロッピーディスクドライブが搭載され 
ています。 


用意するもの 


商品ぶ：クリ ーニ ング フロッ ピィ マイクロ 
商品番号： 0212116 

クリーニングフロッピィマイクロは、富±通サプライ品です。お問い合わせ先については、『取 
な説明書』をご覧ください。 


お手入れのしかた 


■ Windows Vista の場合 

ブクリーニングフロッピーをセットします。 

ク「スタート」ボタンー「コンピュータ」の順にクリックします。 

「コンピュ ■ —夕」ウィンドウが表示されます。 

3 「フロッピーディスクドライブ （ A :)」 をダブルクリックします。 

フロッ ピーディスクドライブのクリーニングが開始されます。 

4 r ドライブ A を使うには フナーマッ トする必要があります。 フホーマッ トします 
か？」のメッセージが表示されたら、「キャンセル」をクリックします。 

5 フロッピーディスクへのアクセスが終了したことを確認し、クリーニングフ 
ロッピーを取り出します。 

6 「コンピュータ」ウィンドウを閉じます。 
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■ Windows XP の場合 

ブクリーニングフロッピーをセットします。 

ク「スタート J ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

「マイ コンピュータ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「3.5インチ FD (A:)J をダブルクリックします。 

フロッ ピーディスクドライブのクリーニングが開始されます。 

4 r ドライブ A のディスクは フナー マットされていません。今すぐ フォー マットし 
ますか？」のメッセージが表示されたら、「いいえ」をクリックします。 

5 フロッピーディスクへのアクセスが終了したことを確認し、クリーニングフ 
ロッピーを取り出します。 

6 「マイコンピュータ」ウィンドウを閉じます。 
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6通風孔のお手入れ （24 時巧モデルの場 
合） 


パソコン本体の通風孔にほこりがたまつた状態で巧い続けると、パソコンが故障し 
やすくなります。24時間モデルには、通風孔のお手入れ時期を通知するソフトウエ 
ア「お手入れナビ」がインストールされています。そのため、定期的にパソコン本 
体を清掃することができます。 


お手入れのしかた 


「お手入れナビ」からのメッセージが表示された場合は、「パソコン本体のお手入れ」（一 P .170) 
をご覧になり、通風孔のほこりを取ってください。パソコン本体のアッパーカバーを開ける必 
要はありません。 

メッセージは、次の場合に表示されます。 

• 定期的な通知 

レくソ コンの お手入れ時期が来ました。」というメ ッ セージが表示されます。 

• ファンの回転數を検知した通知 

「パソコンの 冷却部にほこりが詰まっている可能性があります。」というメ ッ セージが表示 
されます。 

P POINT 

► 通風孔のほこりを取っても「パソコンの冷却部にほこりが詰まっている可能性がありま 
す。」というメッセージが表示される場合は、パソコン本体内部にほこりがたまっている可 
能性があります。「ヒートシンクのお手入れ」 （一 P.173) をご賣になり、ほこりを取って 
<ださい。 
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定期的な通知 _ 

「お手入れナビ」に設をした時期がくると、レくソコンのお手入れ時巧が来ました。」というメッ 
セージが表示されます。本パソコンご購入時は、パソコンの使用時間が2000時間 （1 日24時 
間使用の場合に83日後）を超えた場合に表示されます。このメッセージが表示される時«は、 
変更することができます。設ををを更する方法は、次のとおりです。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「お手入れナビ」一「お手入 
れナビの設定 J の順にクリックします。 

「お手入れナビの設定」ウインドウが表示されます。 

ク次の項目を設定します。 

♦パソコンの 使用時間を変更する場合 

「累積稼動時間 （720 〜200 0) で指定する」で、時間を指定します。 

♦指定した日時に通知する場合 

「日時で指定する」をクリックし、月日と時刻を指をします。4つまで指をできま 
す。 

3 「OK」 をクリックします。 


ファンの回転数を検巧した通失口 


本パソコンは、パソコン本体内部の温まに応じてファンが回転することによって、パソコン本 
体内部を冷却しています。パソコンにほこりがたまると、ファンの回転が正しく動作しなかっ 
たり、パソコン本体内部の温まが上昇してしまい、パソコンがホ障することがあります。 
パソコン本体のファンの回転数を検知し、異常がある場合は、レくソコンのを却部にほこりが 
詰まっている可能性があります。」というメッセージが表示されます。このメッセージは、次 
の場合に表示されます。 

• ファンが回転しているのに、パソコン本体内部の温度が低くならない場合 
• パソコン本体内部の温度が高いのに、ファンが回転していない場合 
• ファンの回転数が極端に少ない場合 
このような場合は、必ず通風孔のほこりを取ってください。 

P POINT 

► 「お手入れナビ」については、「お手入れナビ」のヘルプをご覧〈ださい。「お手入れナビ」 
のヘルプは、「スタート」ボタンー「すべてのプ□グラム」一「お手入れナビ」一「ヘル 
プ」の順にクリックすると表示されます。 





Memo 



第 8 章 


トラブルシューテイング 

おかしいなと思ったときや、わからないことが 
あったときの対処方法について説明していま 
す。 


1トラブル発生時の基本操作. . 
2よくあるトラブルと解み方法 
3それでも解みできないときは 


194 

199 

221 
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1トラブル発生時の基本操作 


トラブルを解ホするにはいくつかのポイントがあります。トラブル発生時に対応し 
ていただきたい順番に記載しています。 


落ち着いて状況を確認する 


トラブルが発生したときは、落ち着いて、直前に行った操作や現在のパソコンの状況を確認し 
ましよう。 


■メッ七ージなどが表示されたらメモしておく 

画面上にメッセージなどが表示されたら、メモしておいてください。マニュアルで該当ずる卜 
ラブルを検索する際や、お問い合わせの際に役立ちます。 

■ 本バソコンや周辺機器の電源を確認する 

電源が入らない、画面に何も表示されない、ネットワークに接続できない、などのトラブルが 
発生したら、まず本パソコンや周辺機器の電源が入っているか確認してください。 

• 電源ケーブルや周辺機器との接続ケーブルは正しいコネクタに接続されていますか？また 
ゆるんだりしていませんか？ 

• 電源コンセント自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作ずるか確認してください。 

• 0 A タップを使用している場合、 0 A タップ自体に問題はありませんか？ 

化の電器製品を接続して動作ずるか確認してください。 

• 使用する装置の電源ボタンはすべて入っていますか？ 

ネットワーク接続ができなくなった攝合は、ネットワークを構成する機器（サーバー本体 
やハブなど）の接続や電源も確認してください。 

• キーボードの上に物を載せていませんか？ 

キーが押され、本パソコンが正常に動作しないことがあります。 

この化、「起動•終了時のトラブル」（一 P .201) の「電源が入らない」、「画面に何も表示され 
ない」もあわせてご覧ください。 

■ な前の状態に戻す 

周辺機器の取り付けやソフトウェアのインストールの直後にトラブルが発生した場合は、いっ 
たんな前の状態に戻してください。 

■周辺機器を取り付けた場合は、取り外します。 

• ソフトウェアをインストールした場合は、アンインストールします。 

その後、製品に添付されているマニュアル、 「 Readme . txt 」 などの補足説明書、インターネッ 
卜上の情報を確認し、取り付けやインストールに関して何か問題がなかったか確認してくださ 

い。 

発生したトラブルに該当する記述があれば、指示に従ってください。 
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■ Windows を「前回正常起動時の構成」に戻す 

問題が発生した周辺機器を取り外したり、ソフトウエアなどをアンインストールしたりしても 
Windows が起動しない場合は、次の手順で前回起動時の構成に戻してみてください。 

ブ本パソコンの電源を入れます。 

2 「FLUTSU」 ロゴが消えたら、 [F8] キーを押します。 

「詳細ブ'ートオプション」または 「 Windows 拡張オプションメニュ ' 一 」 が表示されます。 
【 F 8】 キーは輕く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 

が重要 

► D 5370 の場合 ， FUJITSU ロ ゴが表示された後に 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME Setup ] 
と表示されます。 rPress < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME SetupJ がミ肖えた後に 【 F 8】 キーを 
巧して〈ださい。 

3 「前回正常起動時の構成（詳細）」または「前回正常起動時の構成（正しく動作 
した最新の設定）」を選択し、 【Enter】 キーを巧します。 

画面の指示に従って操作します。 

■ 七ーフモードで起動する 

Windows を「前回正常起動時の構成」に戻しても起動しない場合、セーフモードで起動できる 
か確認してください。セーフモードは、 Windows が正常に起動できないとき、必要最低限の機 
能で起動するモードです。そのためトラブルの原因を突き止めるのに適しています。 

起動ホ法は次のとおりです。 

ブ本パソコンの電源を入れます。 

ク 「FLUTSU」 ロゴが消えたら、 [F8] キーを押します。 

「詳細ブ'~トオプション」または 「 Windows あ張オプションメニュ'— J が表示されます。 
[ F 8] キーは怪く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 

が重要 

► D 5370の場合、 FUJITSU □ ゴが表示された後に 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME SetupJ 
と表示されます 。 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME Setup 」 が消えた後に 【 F 8】 キーを 
押してください。 

3 次の操作を巧います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

パ スワー ドを設をしている場合は、パ スワー ドを入力してログオンします。 
「 Windows ヘルプとサポート」ウィンドウが表示されます。 

参 Windows XP の場合 

1. 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 
「オペレーティングシステムの選択」が表示されます。 

2. お使いの Windows が選択されていることを確認し、 【 Enter 】 キーを押します。 



製品ガイド 


3. 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

「 Administrator パスワード」を設をしている場合は、パスワードを入力してログオ 
ンします。 

rWindows は七 ' —フモ ■ —ドで実行されています。」と表示されます。 

4. 「はい」をクリックします。 


トラブルシューテイングで調べる 


「よくあるトラブルと解みホ法」（一 P .199) は、よくあるトラブルの解み方法が記載されてい 
ます。発生したトラブルの解み方法がないかご覧ください。 


インターネツトで調べる 


弊社の富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworkl . net / biz / fmv / index_suppo け. html ) では、本パ 
ソコンに関連したサポート情報やドライバを提供しております。また、注意事項や補足情報を 
公開しています。解決方法がないかご覧ください。 


診断プログラムを使用する 


Windows が起動しなくなったときは、 BIOS の起動メニューから起動できる診断プログラムを 
使用ずることで、パソコンの障害箇所を診断できます。 

診断後に エラー コードが表示された場合は、メモしておき、「富±通ハードウェア修理相談七 
ンター」にお問い合わせのときにお知らせください。 

診断時間は通常5〜10分程度ですが、診断するパソコンの環境によっては長時間かかる場合 
があります。 

が重要 

► BIOS の設定をご購入時の状態に戻してください。 

診断プログラムを使巧する前に、必ず、 BIOS をご購入時の状態に戻してください。詳し 
〈は『取扱説明書』をご賣ください。 

► 診断プログラムを使用する前に周辺機器を取り外してください。 

USB メモリや外付けハードディスクなど、ハードディスクやリムーバブルディスクと認識 
される周辺機器は、診断を巧う前に外してください。 

ブ本パソコンの電源を一度切り、再び電源を入れます。 

2 「FUJITSU」 ロゴの下に文字が表示されている間に 【F12】 キーを巧します。 

「起動メニュー」が表示されます。表示されない場合は、すぐに にな 1】+ 【 Alt 】 + に elete 】 
キーを押して本パソコンを再起動してください。 
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P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 「 FUJITSU 」 ロゴの表示が確認できな 
い場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回巧してください。 

► 「起動メニュー」が表示されない場合は、本パソコンを再起動してもう一度操作してくださ 
い。 

3 [1] キーまたは 【 t 】 キーを押し、「診断プログラム」を選択し、 【 Enter 】 キー 
を巧します。 

「診斬プログラムを実行しますか？」と表示されます。 

4 【 Y 】 キーを巧します。 

ハードウェア診断が始まります。 

ハードウェア診断が終了したら、診断結果が表示されます。診断結果が表示される前 
に、自動的にパソコンが再起動する場合があります。 

5 次の操作を巧います。 

• トラブルが検出されなかった場合 

[ Enter ] キーを押してください。「富±通ハードウェア診断 ツール」 ウィンドウと 
「注意事項」ウィンドウが表示されます。 

手順6に進んでください。 

• トラブルが検出された場合 

画面に表示された内容をメモなどに控え、お問い合わせのときにお伝えください。 
その後、キーボードの 【 Y 】 キーを押して パソコンの 電源を切ってください。 

6 「ミ主意事項」ウィンドウの内容を確認し、 roKj をクリックして閉じます。 

7 診断したいアイコンにチェックが入っていることを確認し、「実行」をクリッ 
クします。 

ハードウェア診断が始まります。 

P POINT 

► "ハードウェア名]に[媒体]をセットしてください」などと表示された場合、本パソコ 
ンに添付の「ドライバーズディスク1」など、なんらかの CD - ROM または DVD - ROM を 
セットして、「診断開さ台」をクリックしてくださし、。診断を取りやめる場合は、「スキップ」 
をクリックしてください。 

8 「診断結ま」ウィンドウに表示された内容を確認しまず。 

表示された内容に従って操作してください。ェラーコードが表示された場合には、メモ 
などに控え、お問い合わせのときにお伝えください。 

夕「診断結果」ウィンドウで「閉じる」をクリックしまず。 

「富±通ハードウェア診断ツール」ウィンドウに戻ります。 

ブ〇 「終了」をクリックしまず。 

「終了」ウィンドウが表示されます。 
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ブブ「はい」をクリックします。 

「システム回復オプション」ウインドウが表示されます。 

12 「システム回復オプション」ウインドウで「キャンセル」をクリックします。 

パソコンを再起動するメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。 
パソコンが再起動して、診断プログラムが終了します。 


サポートの窓 口に相談する_ 

本章をご覧になり、トラブル解巧のための巧処をした後も回復しない場合には、「それでも解 
巧;できないときは」（一 P .221) をご覧になりサポートのを口に相談してください。 
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2よくあるトラブルと解み方法 

~— ■マ - — - - -— - - - ^^^ J *** 

-. ご… - _•. —， ---«-— - - 


トラブルー覧 


■起動■終了時のトラブル 

• 「電源が入らなぃ」（一 P .201) 

• 「メッセージが表示された」（一 P .201) 

• 「ビープ音が鳴った」（一 P .201) 

• 「画面に何も表不されなぃ」 P .202) 

•「 Windows が起動しなぃ」い P .203) 

• 「マウスが使えなぃため、 Windows を終了できなぃ」 P .203) 

•「 Windows が動かなくなってしまぃ、電源が切れなぃ」 P .204) 

■ Windows ■ソフトウエア関連のトラブル 

• 「 Windows にログオンできなぃ」（一 P .204) 

• 「プログラムが動かなくなってしまった」（一 P .205) 

•「 Windows やソフトウェアの動作が遅くなった」（一 P .205) 

• 「省電力機能が実行されなぃ」卜 P .205) 

• 「周辺機器の動作が不を定になった J P .206) 

■ 「「システムのプロパティ」ウインドウのレ、 ー ドウ ェア」 タブの「デバイス マネージャ」 
で、「不明なデバイス」がある」（一 P .206) 

• 「ソフトウェアのインストールが正常に行われなぃ」 （^ P .206) 

• 「画面右下の通知領虹でにソフトウェアのアイコンが表示されない」（一 P .206) 


■ 八ードウエア関連のトラブル 
□ BIOS 

• 「セットアップパスワードまたは管 a 者用パスワードを忘れてしまった J (一 P .207) 
• 「システムパスワードまたは ユーザー 用パスワードをちれてしまった」（一 P .207) 

• 「エラーメッセージが表示された」（一 P .207) 

□内蔵 LAN 

• 「ネットワークに接続できなぃ」（一 P .207) 

• 「ネットワークリソースに接続できなぃ」（一 P .209) 

• 「ネットワークアダプタをが同じを前で表示される」（一 P .209) 

•「1000 BASE - T を巧用してぃるが、速まが遅ぃ」い P .210) 

□ハードディスク 

• レ、ードディスクが{をえなぃ」 （^ P .210) 

• レ、ードディスクからカリカリ音がする」卜 P .211) 

• 「頻繁にフリーズするなど動作が不安をになる」 （^ P .211) 
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□デバィス 

•次の「機器が{ま用できなぃ」い P .212) 

- USB 
. CD/DVD 

.フロッピ ■ — デ イス ク 
-シリアル 
• パラレル 

□ CD / DVD 

• 「ディスクからデータの読み出しができなぃ」（一 P .212) 

• 「ディスクが取り出せなぃ」 （^ P .213) 

■「 WinDVD が起動しなぃ」 （^ P .213) 

•「 DVD の再生が円滑に行われなぃ」 （^ P .213) 

• 「外部デジタルディスプレイに再生画面が表示されなぃ J 卜 P .214) 
•「 DVD の再生音が小さぃ」 （^ P .214) 

•「 DVD - RAM ディスクにデータが書き込めなぃ」（一 P .214) 

• 「ディスクへの書き込み速度が遅ぃ」 （^ P .214) 

□フロッピーディスク 

• 「フロッピーディスクが{まえなぃ」（一 P .215) 

□ディスプレイ 

• 「画面に何も表不されなぃ」（一* P .215) 

• 「ディスプレイの表示が見にくぃ J (一 P .215) 

• 「表示が乱れる」い P .215) 

• 「画面の両サイドが欠ける」 （^ P .216) 


□サウンド 

• 「スピーカーから音が出ない、音が小さい、または音が割れる」（一 P .216) 


□キーボード 

•「キ ■ ~ボ'~ドから入力した文字が表示されない」（一 P .217) 

• 「押したキーと違う文字が入力される」 （^ P .217) 

□マウス 

• 「マウスポインタが動かない」 （^ P .217) 

• 「マウスポインタが正しく動作しない J 卜 P .218) 

• 「マウスが{吏えないため、 Windows を終了できない」 P .218) 

□ USB 


•「 USB デバイスが巧えない」 （^ P .218) 

•「 USB デバイスが{まえず、「デバイスマネージャ」で確認するとエクスクラメーシヨンマー 
ク （!） が表示される」（一 * P .218) 


□プリンタ 

•「プリンタを{吏用できない」 （^ P .219) 
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□ パソコン本体のお手入れ 

• 「レくソコンの冷却部にほこりが詰まっている可能性があります。」というメッセージが表示 
された」 （^P.220) 

• 「「パソコンの空冷用ファンが正しく動作していません。」というメッセージが表示された」 
P.220) 


□その他 

• 「使用中の製品に関する最新情報を知りたい」 （^P.220) 

起動•終了時のトラブル 


Q 電源が入らない 


• 電源ケーブルは接続されていますか？ 

接続を確認してください。 

• パソコン本体背面、または左側面のメインスイッチはオンになっていますか？ 

• 電源スイッチのある AC タップをお使いの場合、 AC タップの電源は入っていますか？ 


Q メッセージが表示された 


■電源を入れた後の自己診断 ( POST ) 時に、画面にメッセージが表示される場合がありま 
す。メッセージ内容と意味については、 「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセージー覧」（一 
P .163) をご覧ください。 


Q ビープ音が'鳴った 


がホ巧 巧 I D5270、D5170、D3270 

• 電源を入れた後の自己診断 ( POST ) 時に、ビープ音が鳴る場合があります。ビープ音が鳴 
る原因と巧化方法は、次のとおりです。 

.ビープ音によるエラー通なは、 「ピッ」「ピッピッ」「ピッピッ」「ピッピッピッ」 のよう 
に、1回または連続したビープ音の組み合わせにより行われます。ここではビープ音の回 
数の組み合わせを、 「1-2-2-3」 のように表記しています。 

-下表の組み合わせな外の鳴りホをした場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、 
またはご購入元にご連絡ください。 

. ディスプレイカード上の ROM で エラーが 発生した場合 やメモリテストエラーの 場合は、 
画面が表示されません。 
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ビープ音の回数 

原因と巧化方ま 

1-2 (1 回目のビープ 

PCI デバイス上の ROM でエラーが発生しています。 

音は「ピーッ」と長 

-オプションの PCI カードを取り付けている場合は、正しく 

めに鳴ります） 

取り付けてあるろ > 確認してください。正しく取り付けても 
ビープをが鳴る場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。ホ版の PCI カー 
ドの場合は、製造元-販売元にご確認ください。 

• PCI カードを取り付けていないにもかかわらず、ビープ音が 
鳴る場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、また 
はご購入元にご連絡ください。 


メモリのテストエラーです。 

1-3-3-1 

メモリが正しく取り付けられていないか、本パソコンでサ 

1-3-3-2 

ポートしていないメモリを取り付けている可能性がありま 

1-3-4-1 

す。 

1-3-4-3 

メモリが正しく取り付けてあるか確認してください。正しく 

1-4-1-1 

取り付けてもビープ音が鳴る場合は、「富±通ハードウェア修 
a 申目談センター」、または ご購入元に ご連絡ください。巿版の 
メモリを増設している場合は、製造元-販売元にご確認くだ 
さい。 


Q 面面に何も表示されない 


• パソコン本体の電源は入っていますか？ 

• パソコン本体背面、または左側面のメインスイッチはオンになっていますか？ 

• 外部ディスプレィに関して次の項目を確認してください。 

-電源スイッチは入っていますか？ 

. ディスプレイケーブルは、正しく接続されていますか？ 

. ディスプレイケーブルのコネクタのピンが破損していませんか？ 

. ディスプレイのブライト ネス/コン トラストボリュームは、正しく調節されていますか？ 

•デジタルディスプレィを使用する場合、パソコン本体の電源を入れる前に、ディスプレイ 
の電源を入れていますか？ 

• 省電カモードが設定されていませんか？ 

マウスを動かすか、どれかキーを押してください。 

パソコン 本体の電源ランプがオレンジ色になっている場合は、 ACPI モードの高ま (ACPI 
S 3) に移行している可能性があります。 パソコン 本体の電源ボタンを押してください。電 
源ボタンを押してから30秒な上たっても画面に何も表示されない場合、電源ボタンを4砂 
な上押し続け、電源を一を切ってください。この後、すぐに電源を入れる場合は、30秒な 
上時間をあけてください。 

• 電源ボタンを押すな外のちまで本パソコンをスリープまたはスタンバィからレジュームさ 
せた場合、画面は表示されません。 

詳しくは、「取り极い」一「スリープ/休止状態の使い方」（一 P .68) または「取りない」_ 
「スタンバイ/休止状態の{まいホ」（一 P .75) をご覧ください。 

マウスを動かすか、どれかキーを押してください。画面が表示されます。 
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• 複数台のディスプレイを接続している場合、次の項目を確認してください。 

• 2台目のディスプレイを使用する場合、パソコン本体の電源を入れる前に、ディスプレイ 
の電源を入れていますか？ 

. 七ットアップ前に、2台目のディスプレイを接続していませんか？ 

必ず七ットアップ後に接続してください。 

-「取りあい」一「2台目のディスプレイ」（一 P .52) をご覧になり、設をを確認してください。 

• メモリなどの周辺機器は正しく取り付けられていますか？ 


Q Windows が起動しない 


• 周辺機器を取り付けませんでしたか？ 

いったん周辺機器を取り外し、 Windows が起動するか確認してください （^ P .194)。 

もし起動するようであれば、周辺機器の取り付け方法が正しいか、もう一度確認してくだ 
さい。 

• セーフモードで起動できますか？ 

いったんセーフモードで起動し（一 P .195)、 問題を解み（ドライバの再インストールなど） 
してください。 

• Windows Vista 起動時に「スタートアップ修復」ウインドウが表示されわ場合は 、 Windows 
が起動するまでそのままお待ちください。 

Windows Vista を正常に終了できなかった場合、次回起動時に「スタートアップ修復」ウイ 
ンドウが表示され 、 Windows Vis はの修復が行われることがあります。修復後は自動的に再 
起動されます。 

■ Windows 起動時にセーフモードになり「キーボードの選択」画面が表示された場合は、そ 
のままセーフモードで起動してください。 

Windows を正常に終了できなかった場合、次回起動時に自動的に セーフモー ドになり 、「キー 
ボードの 選択」画面が表示されることがあります。この場合、そのまま セーフモードで 起 
動し、起動が完了したら本パソコンを再起動してください。 

• 診断プログラムでパソコンの診断をしてください（一 P .196)。 

診断結果をメモして、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡 
ください。 


Q マウスが使えないため、 Windows を終了できない 


• キーボードを使って Windows を終了させることができます。 

• Windows Vista の場合 

し [ Windows ] キーまたは 【 Ctrl 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ'ート」メニュ ■ 一 が表示されます。 

2.【 T 】 【丄】【叫【一】キーで KB ■:; MB の〇1を選択し、「シャットダウン」を選 
び [ Enter ] キーで決定を行うことで Windows の終了操作を行いまず。 

• Windows XP の場合 

し [ Windows ] キーまたは [ Ctrl ] + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ'ート」メニュ ■ 一 が表示されます。 
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2. 【 T 】 【丄】 キーで終了メニューの選択、 【 Enter 】 キーでみをを行うことで Windows 
の終 T 操作を行います。 

マウスが故障している場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元 
に連絡してください。 


Q Windows が動かなくなってしまい、電源が切れない 


• 次の手順で Windows を終了させてくだ'さい。 

し [ Ctrl ] + [ Alt ] + [ Delete ] キーを押します。 

2. Windows を終了します。 

• Windows Vista の場合 

表示された画面の右下にある「シャットダウン」ボタンをクリックします。 

• Windows XP で 「 Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示された攝合 
「シャットダウン」メニュ ■ 一一>「コンピュータの電源を切る」の順にクリックします。 

• Windows XP で 「 Windows のセキュリティ」ウィンドウが表示された場合 
「シャットダウン」をクリックし、 「 Windows のシャットダウン」ウィンドウが表示さ 
れたら、「シャットダウン」を選択して 「0 K 」 をクリックします。 

P POINT 

► 強制終了した場合には、プログラムでの作業内容をなちすることはできません。 

► 強制終了した場合は、ハードディスクのチ；！：ックをお勧めします（一 P.211)。 

もしこの操作で強制終了できないときは、電源ボタンを4砂が上押して電源を切り、30砂 
が上待ってから電源を入れてください。 


Windows • ソフトウェア関連のトラブル 


ここでは、 Windows 、 ソフトウェアに関連するトラブルを説明します。トラブルにあわせてご 
覧ください。 


Q Windows に□グオンできない 


•セキュリティチップを搭載している機種で、セキュリティチップを巧用し、 
rSMARTACCESS / Basicj による機器監査機能を使用している場合、ハードウ i アの構ホを 
変更すると、 Windows にログオンできな〈なります。この場合、ハードウエアの構がをを 
録したときの設定に戻すか、機器構ホを登録し直す必要があります。 

機器監査機能については、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスを 
お使いになるホへ)』をご覧ください。 

• セキュリティチップを搭載している機種で、セキュリティチップを使用して Windows に口 
グオンしている場合、 BIOS セットアップの設定を次のようにすると、 Windows にログオ 
ンできな〈なります。この場合、 BIOS セットアップの設定を「使用する」に設定しなおし 
てください。 
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• 「セキュリティ」メニュ ■ - 「TPM (セキュリティチップ）設を」一「セキュリティチッ 

プ」を「使用しない」に設をする。 

■認証デバイスを忘れたり、紛失したり、破損したりして、 Windows にログオンできないと 
きは、 『 SMARTACCESS ファース ト ステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ) J 1 
をご覧ください。 


Q プ□グラムが動かなくなってしまった 


• 次の手順でプログラムを終了させてください。 

1. に化1】牛 【 Shift 】 牛 【 Esc 】 キーを押します。 

rWindows タスクマネージャ」ウインドウが表示されます。 

2. 「アプリケーション」タブをクリックします。 

3. 動かなくなったプログラムを選択し、「タスクの終了」をクリックします。 

プロダラムが強制終了されます。 

「 Windows タスクマネージャ」ウインドウの右上にある「閉じる」をクリックして、 
ウインドウを閉じます。 

P POINT 

► プログラムを強制終了した場合、プログラムでの作業内容をなちすることはできません。 

► プログラムを強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお勧めします （一 P .211)。 


Q Windows やソフトウェアの動作が遅くなった 


巧を巧巧 I 24時間モデル 

• 再起動して〈ださい。 

問題が解みする場合があります。 


Q 省電力機能が実行されない 


■電源オプシヨンの設定を確認してください。 

省電力機能について、詳しくは「取りない」一「スリープ/休止状態 （Windows Vis ねの場 
合)」（一 P .65)、 または「取りあい」一「スタンバイ/休止状態 （Windows XP の場合)」（一 
P .73) をご覧ください。 
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Q 周辺機器の動作が不安定になった 


• なんらかの理由でドライバが削除されているか破損している場合があります。 

「ソフトウェア」一「ドライバ」（一 P .137) をご覧になり、ドライバを再インストールして 
ください。 


Q 「システムのプ□パティ」ウィンドウの「ハードウエア」タブ 
式の 「デバイスマネージャ」で、「不明なデバイス」がある 

•「富±通拡張機能ューティリティ」で使用される 「 FUJ 02 E 3 デバイスドライバ」がインス 
トールされていない可能性があります。「デバイスマネージャ」の「システムデバイス」に 
「 Fujitsu FUJ 02 E 3 DeviceDriverj が表示されているかどうかを確認してください。 

表示されていない場合は、 「 FUJ 02 E 3 デバイスドライバ」をインストールしてください。 

インストールホ法は次のとおりです。 

「ドライバーズディスク1」をセットし、「「ドライバーズディスク検索」ツール」 （^ P .122) 
の「一覧」で「富±通あ張機能ューティリティ」を選択します 。 Windows Vista の場合、表 
示されたフォルダ内の 「 Vista 」 フォルダ^ 「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧ください 。 Windows XP の 
場合、表示されたフォルダ内の 「 XP 」 フォルダー 「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧ください。 


Q ソフトウェアのインスト ーJ レ;が正常に行われない 


• ウイルス検索ソフトを起動している場合、その影響が考えられます。 

ウイルス検索ソフトを終了させ、ソフトウエアのインストールができるか試してくだ'さし、。 

ウイルス検索ソフトを終了させてもインストールが正常に行われないときは、各ソフト 
ウェアのサポート窓口にお問い合わせください。 


Q 面面右下の通が領域にソフトウェアのアイコンが表示されな 

• Windows を起動した後、通知領域に表示されるはずのソフトウェアのアイコンが表示され 
ないことがあります。 

通が領域にアイコンが表示されなかったソフトウェアをお使いになる場合は、巧のいずれ 
かの方法を実行して〈ださい。 

. 「スタ'—卜」ボタンー「すべてのプログラム」の順にクリックし、表示されるメニュ ■ —か 
らソフトウェアを選択する 

.Windows Vis はの場合、「スタート」ボタンー ■ gaaOBlB の B 一「再起動」の順にクリッ 
クし、 Windows を再起動する 

- Windows XP の場合は、「スタート」ボタン^「終了オプション」一「再起動」の順にク 
リックし、 Windows を再起動する 
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P POINT 

► Windows を起動した後、通知領域にアイコンが表示されなかった場合、ソフトウエアによっ 
ては起動できなかったことを通知するメッセージが表示されることがあります。 

この場合、メッセージに従って、 Windows を再起動して〈ださい。 


八ードウエア関連のトラブル 


■ BIOS 


Q 七ットアップパスワードまたは管理者用パスワードを忘れて 
しまった 


■セットアップパスワードまたは管理を用パスワードを忘れると、 BIOS セットアップを管理 
ま権限で起動することができな〈なり、項目の変更やパスワード解除ができな〈なります。 
この場合は、修理が必要となりますので「富±通ハードウエア修理相談センター」、または 
ご購入元にご連絡ください。 

なお、保証期間にかかわらず修 a は有償となります。 


な 黛ムパスワ-ドまたはユ-ザ-用パスワ-ドを忘れてし 


• システムパスワードまたはユーザー用パスワードを忘れた場合は、修理の必要はありませ 
ん。パソコンの管理をに管理を用パスワードをいったん削除してもらった後、管理を用パ 
スワード、ユーザー用パスワードの順にパスワードを設定し直してください。 

パスワードの設定方法については、 「 BIOS 」 _ 「 BIOS のパスワード機能を{吏う」（一 P .158) 
をご覧ください。 


Q エラーメッ七ージが表示された 


• パソコン本体起動時に、画面にエラーメッセージが表示される場合があります。 

エラーメッセージの内容と意ホについては、 「 BIOS 」 _ 「 BIOS が表示するメッセージー覧」 
(一 P .163) をご覧ください。 

■ 内蔵 LAN 


Q ネットワークに接続できない 


• ネットワークケーブルは正し〈接続されていますか？ 

パソコン 本体と の 接続、ハブと の 接続を確認してください。 
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• ネットワークケーブルに関して次の項目を確認してください。 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

.1000 Mbps の通信をしている場合は、エンハンスドカテゴリ5のケーブルを使用してくだ 
さい。 

. 100 Mbps で通信している場合、カテゴリ5のケーブルを使用してください。 

• 内蔵 LAN に関して巧の項目を確認してください。 

■ LAN ドライバは正しくインストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ J (一 P .137) をご覧になり、再インストー 
ルしてください。 

• TCP/IP プロトコルをお使いの場合は、コマンドプロンプトで次のように入力し 、 「Reply 
from ~ J という応答が表示されるか確認してください。 

ping nnn . nnn . nnn . nnn 

( nnn には通信申目手の IP アドレスを入力します） 

• ハブに関して次の項目を確認してください。 

-電源は入っていますか？ 

. ACT / LNK ランプは点げしていますか？ 

• Speed ( IGbps / lOOMbps / lOMbps / Auto) 、 Duplex ( Full / Half / Auto ) の設をは、 パソコン 側の 
設定と合っていますか？ 

• スリープや休止状態 （Windows Vis ねの場合）、またはスタンバイや休止状態 （Windows XP 
の場合）にしませんでしたか？ 

LAN 機能を{ちってネットワークに接続中は、スリープや休止が態 （Windows Vis はの場合）、 
またはスタンバイや休止状態 （Windows XP の場合）にしないことをお勧めします。お{ちい 
の環境によっては、ネットワークへの接続が正常に行われない場合があります。 

設定方■をについては、「取りない」一「スリープ/休止状態 （Windows Vista の場合 ）」 H 
P .65)、 または「取りない」一「スタンバイ/休止が:態 （Windows XP の場合)」（一 P .73) を 
ご覧ください。 

•ネットワーク機器の電源をオンにしてから本パソコンの電源を入れてください。また、本 
パソコンをご使用中に LAN ケーブルを巧いたり、ネットワーク機器の電源をオフにしたり 
しないでください。 

ネットワーク機器との接続ができなくなったり、通信速度がおかしくなる場合があります。 
例： IGbps で通信していたのに 10 Mbps の速まになる 

ネットワーク機器との接続ができない場合は、ネットワーク機器の電源が入っていること、 
および LAN ケーブルで本 パソコンと ネットワーク機器が接続されていることをご確認後、 
パソコン 本体を再起動してください。 

• Link 速度を100 /10 Mbps に固定して接続できます。 Link 速度を固まして接続する場合、 

A 山 oNegotiation のみサポートしているネットワーク機器では、「デュプレックス」の設定 
は「半二重 / Half Duplex 」 に設定してください。 

「全二重 / Full Duplex 」 に設定すると、次のような問題が発生する場合があります。 

- Link ランプが点げしない 
-通信できない 
-通信速度が異常に遅い 

が重要 

► Link 速度を IGbps に固定して接続することはできません。 
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Q ネットワークリソースに接続できない 


• を種サーバーに接続できない場合は、ネットワーク管理をに原因を確認してくピさい。一 
般的に、次の点を確認します。 

. お使いのネットワ'—クに適したコンポ'—ネント（クライアント/サ'~ビス/プロトコル） 
をインストールしていますか？ 

.名'コンポーネントの設定は、正しいですか？ 

,サーバーに アクセスするための ユーザーぶ やパスワ ー ドは正しいですか？ 

. サーバーにアクセスする権限を与えられていますか？ 

. サーバーがなんらかの理由で停止していませんか？ 


Q ネットワークアダプタ名が同じ名前で表示される 


• 複数 LAN カードを使用している場合、デバイスマネージャで表示されるネットワークアダ 
プタ名が同じ名前で表示され、ネットワークアダプタの判別が困難なため、設定環境の構 
築ができないことがあります。 

この場合、次の手順によりネットワークアダプタを判別し、設定を巧います。なお、設定 
内容については、ドライバに添付されている 「 Readme . tx りおよび 「Ins ね ll . txt 」 を参照し 
てくだ'さい。 

• Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の 順に クリック します。 

「コント ロール パネル」ウィンドウが 表示されます。 

2. 「ネットワークとインターネット」をクリックします。 

「ネットワークとインターネット」ウィンドウが表示されます。 

3. 「ネットワークと共有センター」をクリックします。 

「ネットワークと共有センター」ウィンドウが表示されます。 

4. ウィンドウ左の「ネットワーク接続の管理」をクリックします。 

「ネットワーク接続」ウィンドウが表示されます。 

5. 使用しているどちらか片方の LAN ケーブルを外します。 

LAN ケーブルを外すと、「ローカルエリア接続」に赤い X が表示されます。 

6. ホい X が 表示された 「ローカル エリア接続」を右クリックし 「プロパティ」 をクリッ 
クします。 

「ユ ■ — ザ' — 了 カウント制御」ウィンドウが表示されます。 

7. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「ローカルエリ ア接続のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

8. 「構成」をクリックしまず。 

「[お使いの LAN デバイス]の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

• Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の 順に クリック します。 

「コント ロール パネル」ウィンドウが表示されます。 
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2. 「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 

「ネットワ ■ —クとインタ ■ —ネット接続」ウィンドウが表示されます。 

3. 「ネットワーク接続」をクリックします。 

「ネットワーク接続」ウィンドウが表示されます。 

4. 使用しているどちらかかホの LAN ケーブルを外します。 

LAN ケーブルを外すと、「ローカルエリア接続」にホい X が表示されます。 

5. ホい X が 表示され た「ローカル エリア接続」を右クリックし 「プロパティ」 をクリッ 
クします。 

「ローカルエリア 接続の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

6. 「構成」をクリックします。 

「[お{吏いの LAN デバイス]のプロパティ」ウインドウが表示されます。 


P POINT 

► LAN デバイスの設をは、「詳細設を」タブで行います。 
► ドライバの更新は、「ドライバ」タブで行います。 


Q 1000 BASE-T を使用しているが、速度が遅い 


• LAN デバイスで速度は正しく設定されていますか？ 

• お使いのネットワークケーブルやハブは1000 BASE - T に対応していますか？ 

• 通信相手の機器は1000 BASE - T に対応にしていますか？ 

■ネットワーク機器の電源をオンにしてから本パソコンの電源を入れてください。また、本 
パソコンをご使用中に LAN ケーブルを巧いたり、ネットワーク機器の電源をオフにしたり 
しないでください。 

ネットワーク機器との接続ができなくなったり、通信速度がおかしくなる場合があります。 
例： IGbps で通信していたのに 10 Mbps の速まになる 

ネットワーク機器との接続ができない場合は、ネットワーク機器の電源が入っていること、 
および LAN ケーブルで本パソコンとネットワーク機器が接続されていることをご確認後、 
パソコン本体を再起動してください。 

■ハードディスク 


Q ハードディスクが使えない 


• エラーメッセージは 出ていませんか？ 

「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセ^ージー覧」（一 P .163) をご覧ください。 
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Q ハードディスクからカリカリ音がする 


■次のような場合に、ハードディスクからカリカリという音がすることがあります。 

• Windows を終了した直後 

•スリープ状態や休止状態 （Windows Vista の場合）、またはスタンバイ状態や休止状態 
(Windows XP の場合）にした直後 

. パソコンの 操作を一時中断した場合レ、ードディスクアクセスが数秒間なかった場合） 

-中断したが態から再度パソコンを操作させた場合 

.パソコンを 操作しない場合で も、 常,駐しているソフトウェアなどが動作した場合 レ、一 
ドディスクアクセスされた場合） 

これらはハードディスクの特性です。ホ障ではありませんので、そのままお{吏いください。 


Q 頻繁にフリーズするなど動作が不安定になる 


• 次の手順でハードディスクをチェックしてください。 

し 実行中のプログラムをすべて終了します。 

2. 「スタート」ボタン^「コンピュータ」 または 「マイコンピュータ」 の順に クリックし 
ます。 

3. プログラムをインストールしてあるディスクを右クリックし、「プロパティ」をクリッ 
クします。 

4. 「ツール」タブをクリックし、「ェラーチェック」の「チェックする」をクリックします。 
Windows Vis はで、「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. 「チェックディスクのオプション」内の項目をチェックし、「開始」をクリックします。 
チェック後は、内をを確認し、「閉じる」または 「 OK 」 をクリックしてすべてのウィンド 
ウを閉じます。 

修復してもトラブルが頻繁に発生する場合は、リカバリを実行してください『取极説 
巧書』)。 

「チェックディスクのオプション」内の項目については、次をご覧ください。 

-「ファイルシステムェラーを自動的に修復する」をチェックして C ドライブを検査する場 

ム 

「次回 コンピュータ 起動時に ハードディスクのェラーを 検査します か？」 または「次回の 
コンピュータの 再起動後に、 このディスクの 検査を実行します か？」 と表示されます。 
「ディスク 検査の スケジュール」 または 「はい」をクリック すると、次回 Windows 起動時 
に ェラーのチェックが 行われます。 

-上記な外の項目ををチェックした場合 
ディスクのチェックが開始されます。 

終了すると、検査結果のメッセージが表示されます。 
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• C ドラィブの空き容量が充分か確認してください。 

Windows のシステム ファイルが格納されている C ドライブ の 空きを量が少ないと 、 Windows 
の動作が不ま定になることがあります。 

C ドライブの空き容量が少ない場合は、空き容量を増やしてください。 

空き容量を増やすには次のようなホ法があります。 

-ごみ箱を空にする 

ファイルを削除しても「ごみ箱」に移動されるだけなので、ハードディスクの中にはデー 
夕が残っています。 

「ごみ箱」を空にしてください。 

-不要なファイルを削除する 

自分で作成したファイルのうち、不要になったファイルを削除します。 

ファイルのサイズや最後に更新した日付などを確認しながら削除してください。 

自分で作ったファイルな外は、削除しないことをお勧めします。内容がよくわからない 
ファイルをむやみに削除してしまうと、化のソフトウェアが影響を受け、正しく動作し 
なくなる場合があります。 

-不要なソフトウェアを削除する 
普段使用していないソフトウェアがある場合は削除します。 

.ディスククリーンアップをする 

インターネットからダウンロー ドしたプログラムファイル、テンポラリインターネット 
ファイル、削除して「ごみ箱」に移動したファイル、一時ファイル、カタログファイル 
など、たまった使用巧みファイルの容量を確認し、不要なものを選択して削除できます。 

■ デバイス 


Q 機器が使用できない 


• Portshutter のポート設定は、有効になっていますか？ 

次の機器が使用できない場合は、システム管理者に Polish 山 ter のポート設定が有効になっ 
ているか確認してください。 

情報漏えいや不正プロダラムの導入を防ぐために、 Polish 山 ter を使用して接続ポートを無劾 
に設定している場合があります。 

- USB 
- CD/DVD 

-フロッピーディスク 
-シリアル 
• パラレル 

■ CD / DVD 


Q ディスクからデータの読み出しができない 


• ディスクが正しくセツトされていますか？ 

ディスクの表裏を間違えないよう、正しく七ツトしてください。 
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• ディスクが巧れていたり、水滴が付いたりしていませんか？ 

汚れたり水滴が付いたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側へ向かって巧いた後、 
乾いた布でおき取ってください。 

• ディスクが傷付いていたり、極端に反っていたりしませんか？ 

ディスクを交換してください。 

• 規格外のディスクを使用していませんか？ 

規格にあったディスクをお{吏いください。 

• ドライブはパソコン本体にしっかり装着されていますか？ 

もう一度しっかり装着し直してください。 


Q ディスクが取り出せない 


• パソコン本体は動作状態になっていますか？ 

本パソコンの内蔵ドライブは電子ロックのため、パソコン本体が動作状態の場合のみディ 
スクの七ット/取り出しが可能です。 

なお、なんらかの原因でトレーが出ない場合は、「マイコンピュータ」ウィンドウのディス 
クアイコンを右クリックし、「取り出し」をクリックしてください。それでも出ない場合は、 
内蔵ドライブユニット前面のディスク取り出しボタン横にある穴を、曲がりにくい針金（大 
きなクリップをのばしたものなど）でつついてください。 


Q WinDVD が起動しない 


• 巿販されているウイルス対策ソフトを起動していませんか？ 

ボ販されているウイルス巧策ソフトと 「 WinDVD 」 を同時に起動することはできません。ウ 
イルス対策ソフトを終了してから、 「 WinDVDJ を起動してください。なお、本パソコンに 
添付の 「 NortonAntivirus 」 は問題ありません。 

• 自動検索機能付きのウイルス対策ソフト（巿販）をインストールしていませんか？ 

自動検索機能付きのウイルス巧策ソフトをインストールしていると、 「 WinDVD 」 を起動す 
ることはできません。 

ウイルス巧策ソフトをアンインストールしてから 「 WinDVDJ を起動してください。なお、 
本パソコンに添付の 「 NortonAntivirus 」 は問題ありません。 


Q DVD の再生が円滑に行われない 


• 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしてからインストールしましたか？ 

いったんアンインストールしてから管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンし直し、 
再インスト' —ルしてください。 

インストール方法およびアンインストール方法については、 「 WinDVD 」 （一 P .133) をご覧 
ください。 

• Wave 音源の再生または AVI ファイルなどの映像再生をしていませんか？ 

Wave 音源ま 干こは AVI ファイルなどの映像と同時再生はできません。 
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Q 外部デジタルディスプレイに再生面面が表示されない 


巧を巧租 J D 5370、 D 5170、グラフィックカードを選択した場合の D 5270 


• HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) 規格に対応していないデジタルディス 
プレイを使用していませんか？ 

HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) 規格に対応していないディスプレイには、 
著作権保護のされた映像をデジタル出力できません。 HDCP 規格 （ High - bandw 地 h Digital 
Content Protection ) に巧応しているデジタルディスプレイをお使いください。またはアナロ 
グデ ィス プレイをお使 V 、ください。 

また、 DVD の再生には HDCP に巧応した 「 WinDVD 」 をお使いください。なお、カスタム 
メイドで選択した DVD - ROM ドライブ、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、スーパーマルチ 
ドライブに添付の 「 WinDVD 」 は HDCP に巧応しています。 


Q DVD の再生音が小さい 


• パソコン 本体のボリュームの設定は正しいですか？ 

DVD ディスクによっては音の レベルが 小さく録音されているものがあります。「取り极 い」 
—「音量 （Windows Vista の場合）」（一 P .57)、 または「取り极 い」一 「音量 （Windows XP 
の場合)」（一 P .60) をご覧になり、音量を調節してください。 


Q DVD-RAM ディスクにデータが書き込めない 


巧ホ巧活 I Windows XP の場合 

• DVD - RAM ディスクに書き込む場合は、次の手順で設ましてください。 

1. 「スタート」ボタン^「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. 「 DVD - RAM ドライブ」を右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

3. 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを外します。 

4. roKJ をクリックします。 


Q ディスクへの書き込み速度が遅い 


• ウイルス対策ソフトなどを常駐させていませんか？ 

ウイルス対策ソフトなどを常 I 主し、ファイルアクセスの監視を行った状態でディスクに書 
き込むと、書き込み速度が低下する場合があります。 
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■ フ□ッピーディスク 


Q フ□ッピーディスクが使えない 


• ディスクは正しくセットされていますか？ 

ディスクのシャッタのある側から、カシャッと音がするまでしっかりと差し込みます。 

• ディスクはフォーマットしてありますか？ 

ディスクをフォーマットしてください。 

• BIOS セットアップの項目を正しく設定していますか？ 

BIOS 七ットアップの設定については 、 「BIOSJ _「メニュー詳細」（一 P .144) をご覧ください。 
• ディスクが書き込み禁止になっていませんか？ 

ディスクの書き込み禁止タブを書き込み可能な位置にしてください。 

• 別のディスクは使用できますか？ 

別のディスクが使用できる場合、使用できないディスクは壊れている可能性があります。 

• フロッピーディスクドライブのへッドが巧れていませんか？ 

クリーニングフロッピーディスクでへッドの汚れを落としてください。 

詳しくは、「お手入れ」 （^ P .169) をご覧ください。 

■ ディスプレイ 


Q 面面に何も表示されない 


• 「起動■終了時のトラブル」 （^ P .201) の「電源が入らない」、「画面に何も表示されない」 
をご覧ください。 


Q ディスプレイの表示が見にくい 


• ディスプレイは見やすい角度になっていますか？ 

ディスプレイのち度を調節してください。 

• 明るさなどを調節しましたか？ 

巧るさをブライトネスボリュームで調節してください。 


Q 表示が乱れる 


• Windows の画面が正常に表示されない場合は、次のように操作してください。 

「ソフトウェア」一「ドライバ」 （^ P .137) をご覧になり、ディスプレイドライバを再イン 
ストールしてください。 

Windows が起動しないときは、セーフモードで起動してからインストールしてください（一 
P '195)。 
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•ソフトウエアを使用中に、アイコンやウインドウの一部が画面に残ってしまった場合は、次 
の手順でウインドウを再表示してください。 

し ウインドウの右上にある最小化ボタンをクリックし、ソフトウェアを最小化します。 

2. タスクバーに最小化されたソフトウェアのボタンをクリックします。 

P POINT 

► かのような場合に表示が乱れることがありますが、動作上は問題ありません。 

- Windows 起動時および画面の切り替え時 
- DirectX を使用した一部のソフトウエア使用時 


• 近くにテレビなどの強い磁界が発生するものがありませんか？ 

強い磁界が発生するものは、ディスプレイやパソコン本体から離して置いてください。 


Q 面面の両サイドが欠ける 


• 使用しているディスプレイの調整ボタンなどで、水平画面サイズを調整してくださし、。 

■ サウンド 


Q スピーカーから音が出ない、音が小さい、または音が割れる 


• 外付けスピーカーに関して次の項目を確認してください。 

. パソコン本体と正しく接続されていますか？ 

. スピーカーの 電源 ケーブルは 接続されています か？ 

. スピーカーの 電源ボタンは入っていますか？ 

. を量ボリュームは正しく調節されていますか？ 

•ヘッドホン端子にヘッドホン（または化のデバイス）が接続されていませんか？ 

• 音量を設定するウィンドウで、ミュートや音量などを確認してください。 

詳しくは、「取りない」一「音量 （Windows Vista の場合）」（一 P .57)、 または「取りあい」 
-「音量 （Windows XP の場合 ） J (一 P .60) をご覧ください。 

• 音が割れる場合は音量を小さくしてください。 

• サウンドドライバが正しくインストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ」 （^ P .13 力をご覧になり、再インストール 
してください。 

■ D 5370 では、ラインイン端子やマイク端子から入力した音声は、ヘッドホン端やラインア 
ウト端子から出力できません。 
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■ キーボード 


QJ キーボードから入力した文字が表示されない 

• キーボードは正し〈接続されています力、？ 


Q 押したキーと違う文字が入力される 


•【 NumLock 】 キーや 【 CapsLock 】 キーがち効になっていませんか？ 

キーボード上のインジケータで、 【 NumLock 】 キーや 【 CapsLock 】 キーが有効になっていな 
いか確認してください。 

• 「コントロールパネル」の「キーボード」の設定は正しいですか？ 

次の手順で確認してください。 

し「スタート」ボタン^「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. レ、ードウエアとサウンド」または「プリンタとその化のハードウエア」をクリックし 
ます。 

3. 「キーボード」アイコンをクリックします。 

「キ' —ボ'—ドのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. レ、ードウエア」タブの「デバイス」で、正しい日本語キーボードが設定されているか 
確認します。 

■ マウス 


Q マウスポインタが動かない 


• マウスは正しく接続されていますか？ 

• ボールやローラーなどにゴミが付いていませんか？ （ USB マウス（光学式）および USB マウ 
ス（レーザー式）レ: I 外の場合） 

マウス内部をクリーニングしてください。 

• オプティカルセンサー部分が巧れていませんか？ （ USB マウス（光学式）および USB マウ 
ス（レーザー式）の場合） 

オプティカルセンサー部分をクリーニングしてください。 
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Q マウスポインタが正しく動作しない 


巧ホ巧巧」 USB マウス（光学式）、 USB マウス（レーザー式) 


• 次のようなものの上で操作していませんか？ 

-鏡やガラスなど反射しやすいもの 
• 光沢のあるもの 

•濃淡のはっきりした縮模様や柄のもの（木目調など） 

-網点、の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 


Q マウスが使えないため、 Windows を終了できない 

• キーボードを使用して Windows を終了してください（一 P .203)。 

■ USB 


Q USB デバイスが使えない 


• ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• USB デバイスが USB ハブを経由して接続されていませんか？ 

USB ハブを経由すると問題が発生する場合があります。 USB デバイスを本体の USB コネク 
夕に直接接続してみてください。 

• USB デバイスに不具合はありませんか？ 

USB デバイスに不具合がある場合、 Windows が正常に動作しなくなることがあります。 
パソコンを再起動して、 USB デバイスを接続し直してみてください。それでも正常に動作 
しない場合は、 USB デバイスのご購入元にご連絡ください。 


Q USB デバイスが使えず、「デバイスマネージャ」で確認すると 
— ^ ェクスクラメーシヨンマーク （!） が表示される 


• デバイスドライバに問題はありませんか？インストールされていますか？ 

必要なドライバをインストールしてください。 

• 外部から電源を取らない USB デバイスの場合、ミ肖費電力に問題はありませんか？ 

次の手順で USB コネクタの電力使用状況を確認してください。 

• Windows Vista の場合 

1. 管理者権限を持ったユーザーとしてログホンします。 

2. 「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の 順にクリックします。 
「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます 
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3. レ、ードウエアとサウンド」一「デバイスマネージャ」の順にクリックします。 

「ュ ■ —ザ' 一 了 カウント制御」ウィンドウが表示されます。 

4. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

5. 「ユニバーサル シリ アルバスコントローラ」 をダブルクリックし 、 「USB ルートハブ」 
をダブルクリックします。 

「 USB ルート ハブのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

6. 「電力」タブをクリックし、 US 巨バスの電力使用状況がデバイスマネージャで使用可 
能な電力の合計を超えていないか確認します。 

7. 「 OK 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 

• Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」を右クリックし、「プロパ 
ティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2. レ、ードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 
「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

3. 「USB (Universal Serial Bus ) コントローラ」 をダブルクリックし、 「 USB ルートハ 
ブ」をダブルクリックします。 

「 USB ルートハブのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. 「電力」タブをクリックし、 US 巨バスの電力使用状況がデバイスマネージャで使用可 
能な電力の合計を超えていないか確認します。 

5. 「 OK 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 

■ プリンタ 


Q プリンタを使用できない 


• 次の点を確認してください。 

. プリンタケーブルは正しく接続されていますか？ 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

. プリンタの電源は入っていますか？ 

-プリンタドライバは正しくインストールされていますか？ 

プリンタのマニュアルをご覧になり、再インストールしてください。 

. ネットワークプリンタの場合、ネットワーク管 a 者の指示に従って設をを行いましたか？ 
.ネットワークプリンタの場合、ネットワーク自体へのアクセスはできていますか ？（一 
P '20 力 
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■パ ソコ ン本体のお手入れ 


Q 「パソコンの冷が部にほこりが詰まつている可能性がありま 
— ^ す。」というメツ七ージが表示された 

• 24時間モデルで、パソコンの冷ち P 部にほこりが詰まっている場合に表示されます。 

「今すぐシャットダウン」をクリックして電源を切った後、パソコンをお手入れしてくださ 
い。 

お手入れ方法については、「お手入れ」（一 P .169) をご覧ください。 


Q 「パソコンの空冷用ファンが正しく動作していません。」という 
メッ七ージが表示された 

• 24 時間モデルで、パソコン本体内部の温度が高くなっているにもかかわらず、ファンの回 
転数が化下している場合に表示されます。 

「今すぐシャットダウン」をクリックして電源を切った後、「富±通パーソナル製品に関す 
るお問合せ窓口」にお問い合わせください。 

■ その他 


Q 使用中の製品に関する最新情報をなりたい 


•製品出荷後に判明した問題などの最新情報は、弊社の富±通製品情報ページ ( http :// 
www . fmworld . net / biz / frnv / index _ support . htrnl ) で公開しています。必要に応じてご覧くださ 
い。 
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3それでも解みできないときは 


お問い合わせ先 


■薛社へのお問い合わせ 

故障かなと思われたときや、技術的なご質問-ご相談などについては、『取极説明書』をご覧 
になり、弊社までお問い合わせください。 

■ ソフトウエアに関するお問い合わせ 

本 パソコンに 添付され ている、 次のソフトウェアの内容に ついては、 各連絡先にお問い合わせ 
ください。 

なお、記載の情報は、2008年9月現在のものです。電話番号などが変更されている場合は、『取 
扱説明書』をご覧になり、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせく 
ださい。 

• Norton AntiVirus 

株式会社シマンテック 

シマンテック • テクニカル.サポートセンター 
-本七 ンターは 技術的なお問い合 わせ 用 の 窓口です。 

•ご利用期間は更新期間 （90 日間）となります。 

(更新サービス延長のお申し込みをいただくと、引き続き本サポートをご利用いただけま 
す。） 

詳しくは、製品別サポートページ http :// symss . jp を参照の上、お問い合わせください。 
更新サービス延長のお申し込みは、サポート七ンターとは異なるお問い合わせ先になり 
ます。 

シマンテツク•ストア 

URL : http :// www . svmantecstore . jp / users.asp 

• Adobe Reader 

ソフトウェア提供会社より無償で提供されている製品のため、ューザーサポートはござい 
ません。ご了承ください。 

•ソフトウェア（カスタムメイド、または FMV バリューシリーズ） 

みソフ トウェアのマニュアルをご覧ください。 






Memo 



第 9 章 


仕様一覧/巧術情報 

仕様やコネクタピン配置などを記載していま 
す。 


1本体仕様... 
2その他の仕な 


224 

240 






製品ガイド FMV - D 5270、 D 3270 


1本体仕様 


標準モデル ( D 5270) 


P POINT 

► インテル® Core ™2 Duo プロセッサーをお使いの場合は、「インテル ( R ) Core ( TM )2 Duo プ 
ロセッサーをお使いの場合」（一 P .228) もご幫〈ださい。次の項目を記載しています。 

- CPU 、 キャッシュメモリおよびシステムバスク□ック 
-消費電力および省エネ法に基づくエネルギー消費効率 


製品名称 

FMV-D 5270 

CPU 注' 

インテル® Celeron ® 
プロセッサー 430 

インテル® Celeron ® 
デュアルコアプロ七ツサー 
E 1400 

インテル® Pentium ® 
デュアルコアプロ七ッサー 

E 2200 

1.80 GHz 

2 GHz 

2.20 GHz 

キヤッシュメモリ 

2次： 512 KB (CPU 内蔵） 

2次： 1 MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 31 Express 

システムバスクロック 

800 MHz 


標準 1 GB (240 ピン PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし CL 6 最大 4 GB な ^ 

メモリスロット 

X 2 (空きスロット X 1) 注3 

表 

示 

磯 

能 

グラフィックアクセラレ—夕 

チップセットに内蔵注4 

ビデオメモリ 

Windows Vista 

最大 250 MB (ビデオメモリは7«インメモリとお用）注5注6 

Windows XP 

最大 128 MB (ビデオ^モリは^イン^モリと共用}注5 

ビデオ出力信号 

ビデオ：アナログ RGB 、 同期信号： TTL コンパチブル注7 

解像度/発色数 

最大1920 X 1200ドット/最大1677万色 

フロッピーディスクドライブ洋 -8 

3.5 インチ X 1 (3 モード对応 } 注9 

ハードデイスク 
ドライブ注 10 

標準モデル 

80 GB を11 (Serial ATA /300 なじ、7200 rpm ) 

カスタムすイ ドで 
RAID を選択した場合 

80 GBX 2 江け （Serial ATA /300 をに、7200 rpm ) 

CD / DVD ドライブな -8 

内蔵 CD / DVD ドライブ注 M 

ホ 

I 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコントローラ 

チップセット内蔵 High Definition Audio 

High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビットステレオ（再生時）注け 
サンプリング周波数最大 96 kHz 、 16ビットステレオ（録音時）をけ 
同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 準拠 、 Wakeup on LAN 对応を1。 

セ 

キ 

ユ 

ソ 

テ 

イ 

機 

能 

スマートカ—ド注8 

あり 

七キュリティチップ注8 

TCG Verl .2 準拠を1? 

盗難防止用 ロック 取り付け穴 

叔り 

舊体施錠 

あり 





































製品ガイド FMV - D 5270、 D 3270 


製品名称 

FMV - D 5270 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

エ 

1 

ス 

外部ディスプレイ 

アナロダ RGB ミニ D - SUB 15ピン X 1注げ 

シリアル注19 

非同期民 S -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 1 (16550 A 互換） 

パラレル注 2 0 

セントロニクス準拠 ECP / EPP 対■応 D - SUB 25 ピン X 1 

キ'—ボ'—ド/マウス 

PS り準拠ミニ DIN 6ピン（キーボード用 XU マウス用 XI } 

UgB 洋21 

USB 2.0 準拠 X 7 (前面 X 2、背面 X 4、内部 X 1) 注22 

LAN 

RJ -45 X 1 

才ーディォ 

マイク：ホ 3.5 mm ミニジャック 

(入力：100 mV な下、入カインピーダンス （ AC ) 5 kQ な上 （ DC ) 2 k Q な上）、 
ヘッドホン： 4 3.5 mm ステレオ*ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス 32 Q )、 

ラインイン：ホ 3.5 mm ステレオ•ミニジャック、 

ラインア ウト：か 3.5 mm ステレオ■ミニジャック 

障害監視機能 （ POST 時） 

CPU ファン停止 

拡張スロット数 

標準モデル 

X 2 

PCI (民 ev 2.3 準拠} X 2 (ハーフ： 176 mm ) 

カスタムイドで 
RAID を選択した場合 

X 2 

PCI (Rev 2.3 準拠 ）X 2 (ハーフ： 176 mm ) 

( PCIl に SATA - RAID 力ード搭載済み） 

カスタムメイドでグ 
ラフイックカードを 
選択した場合 

X 2 

PCI Express xl 6 X 1 をムス 、 pcj (Rev 2.3 準拠 ）X 1(ハーフ： 176 mm ) 

ストレ ■ —ジベイ 

数 

標準モデル 

X 3 

前面：フロントアクセスベイ X 1 
スマートカードベイ（カスタムメイドオプション専用} X 1 
内部： 3.5 インチハードディスタドライブ搭載済み X 1 

カスタムメイドで 
CD / DVD ドライブ 
(薄型）を選択した 
場合 

X 斗 

前面：フロントアクセスベイ X 2 
(うち1つに CD / DVD ドライブ搭載済み） 

スマートカードベイ（カスタムメイドオプション専用） X 1 
内部： 3.5 インチハードディスタドライブ搭載済み X 1 

カスタム^イドで 
RAID を選択した場合 

X 斗 

前面：フロントアクセスベイ X 1 
(ハードディスクドライブ搭載済み） 

スマートカードベイ（カスタムメイドオプション専用） X 1 
内部： 3.5 インチハードディスクドライブ搭載済み X 2 

電源/周波数 

AC 100 V ±10〇/〇、 50/60 HZ + 2% - 4% (入力波形は正弦波のみサポート） 

消費電力を 23 

電源 OFF 時注 24 

1 W な下 

1 を時 

'Windows 

Vista の場合 

通常約 42 W 、 

最大約553 W 注 26 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 45 W 、 

最大約 553 W 注 26 
(本体のみ 328 W }、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 47 W 、 

最大約 553 W 注 26 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

Windows XP 

の場合 

通常約 42 W 、 

最大約 553 W 注 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 45 W 、 

最大約 553 W 注 2 〇 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 47 W 、 

最大約 553 W 注 2 り 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

定格電流 

動作時 

最大 7 A (アウトレット最大 3 A を含む） 

電波障害対策 

VCCI タラス B 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率注 27 
[単位: W / MTOPS ] 

Windows 

Vista 

j 区分： 0.0017 ( AA ) 注28 

j 区分： 0.00080 ( AAA } 注28 

j 区分： 0.00076 ( AAA ) 注28 

Windows 

XP 

j 区分： 0.0017 ( AA ) 注28 

j 区分： 0.00081 ( AAA ) 注28 

j 区分： 0.00076 ( AAA ) 注 28 

外形寸法（突起部含まず） 

縦置きの場合 ： W 89 X D 338 X H 332 mm 

W 179 X D 338 X H 344 mm (フット装着時} 

横置きの場合 ： W 332 X D 338 X H 89 mm 

W 422 X D 338 X H 101 mm (フット装着時} 

質量 

標準モデル：約 6.9 kg 

温湿度条件 

温度10〜35で/湿度20〜80% RH (動作時}、 

温度-10〜60で/湿度20〜80% RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 
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製品名称 

FMV-D 5270 

プレインストール日 S 注の 

Windows Vista Business 正規版巧. ] り (DirectX 9.0c 対■応 ） 、 

Windows Vista Home Basic 正規版注3〇 {DirectX 9.0c 巧応）、 

Windows XP Professional 正規版注リ (DirectX 9.0c 対■応） 

サポート OS 注32 

Windows Vista Enterprise 正規版巧 33 、 Windows Vista Business 正規版巧 33 、 

Windows Vista Home Basic 正規版注リ、 Windows XP Professional 正規版注34 


本パソコンの仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 


をについて 

を1:-ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使巧できる機能については、 「CPUJ (一 P.246) をご覧ください。 

ま2 : ■拡張 RAM モジュールを増設する場合は、弊社製の掘張 RAM モジュール （PC2-6400 DDR2 SDRAM DIMM / ECC な 
し）を使用して〈ださい。その他のメモリを取り付けた場合、動作を保証いたしません。 

-メモリ容量を 4GB にするには、メモリの搭載状況により、搭載;ちのメモリをすべて取り外してから、メモリ（拡張 RAM 
モジュール -2GB) を2枚取り付ける必要があります。 

例： 1GB メモリを1枚搭載している場合や 1GB メモリを2枚搭載している場合など 

■4GB 搭載時でも、 OS の画面上の表示にかかわらず、 OS が使巧可能な領域は約 3GB になります。ただし、装置構成に 
よってご利巧可能なメモリ容量は異なります。 

-合計で 2GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンプを使用できません。 

を3 :カスタムメイドの選巧によっては、空きスロットがない場合もあります。 

ま4 :カスタムメイドでグラフィックカードを選択している場合は、 ATIRadeon™HD 2400 PRO です。 

ま5 : ■ Intel® Dynamic Video Memory Technology (Intel® DVMT) により、パソコンの動作状態によってビデオメモリ容量がを 
化します。ビデオメモリの容量を任意に変更することはできません。 

-カスタムメイドでグラフィックカードを選択している場合、専巧ビデオメモリ 256MB の他、 ATI HyperMemoty ™ テク 
ノ ロジにより、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。その容量はメインメモリの容量によりを動しま 
す。 

-ディスプレイドライバの更新により、ビデオメモリ容量の最大値がをわる場合があります。あらかじめご了承〈ださし、。 

ま6 : メインメモリ 2GBia 上搭載時は最大 286MB です。 

を7 : ■カスタムメイドでグラフィックカードを選択している場合、デジタルディスプレイ信号は DVI、 アナログディスプレイ 

信号はアナログ RGB です。 

■著作権保護のされた映像を巧生する場合は、 HDCP (High-bandwidth Digital Content Protection) に対応したデジタル 
ディスプレイまたはアナログディスプレイをお使い〈ださい。 

ま8 :カスタムメイドの選択によって搭載されています。 

ま9 : ■フロッピーディスクは、フォーマットした環境（メーカー、機種、ソフトウェア）によっては、データを読み書きでき 
ない場合があります。対応メディアは、 2HD (1.44MB、1.2MB) と 2DD (720KB) です。 

- Windows Vista および Windows XP では、 1.44MB 外のフォーマットはできません。 

を10 :本書に記載のディスク容量は、 1MB=1000 2 byte、1GB=1000 3 byte 換算によるものです。 1MB=1024 2 byte、1GB=1024 3 byte 

換算で Windows 上に表示される実際の容量は、本書に記載のディスク容量より少な〈なります。 

ま11:カスタムメイドの選択によっては、16006または 320GB の場合もあります。 

ま12 :最高 300MB/S の転送が可能です。 

を13:ミラーリングを行うため、使用できるハードディスクの容量は2台で 80GB です。 

ま14:カスタムメイドで選択した CD/DVD ドライブの仕巧については、 rCD/DVD ドライブ仕様 J (一 P.252) をご覧〈ださし、。 

ま15:使巧できるサンプリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

ま16 :本パソコンには1000 BASE-T の LAN 機能が搭載されています。 

-本パソコンの LAN 機能は1000 BASE-T に対応し、 1Gbps (1000Mbps) の高速なデータ通信をサポートします。 

また、な来の100BASE-TX、 10BASE-T もサポートしているため、通信速度の自動認識を行い、既巧の口ーカル■エリ 
ア■ネットワーク （LAN) にそのまま f 妾続することができます。 

-1000 Mbps は1000 BASE-T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境によりを化 
します。 

- Wakeup on LAN 機能は出荷時の設定では使巧できません。使用する場合は、 BIOS セットアップで設定を変更して〈だ 
さし、。 

■本パソコンでは、 ACPI モード（ご購入時の設定）のときにスリーブ （Windows Vista) まとはスタンバイ （Windows 
XP) と休止状態からの Wakeup on LAN 機能がお使いになれます。お使いになる場合は、デバイスマネージャで設定を 
変更して〈ださい。 

ま17:ご購入時のセキュリティチッブの状態は、無劾になっています。 

ま18 :カスタムメイドでグラフィックカードを選択している場合、デジタル （DVI-I 29ピン）およびアナログ RGB ミニ D-SUB15 

ピンです。 

ま19 :すべてのシリアル対応機器について動作保証するものではありません。 

を20 :すべてのパラレル対応機器について動作保証するものではありません。 

ま21:■すべての USB 対応周辺機器について動作保証するものではありません。 

- USB1.1 準拠の周辺機器を f 妾続している場合、 USB1.1 の仕様でお使いになれます。 

-外部から電源を取らない USB 機器を接統するときの消費電流の最大容量は、1ポートにつき 500mA です。詳し〈は、 
USB 機器のマニュアルをご覧〈ださい。 
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を22 :カスタムメイドでスマートカードリーダ/ライタまたは内蔵 FDD を選択した場合、内部の USB インターフエースを1つ 
使用します。 

ま23 :ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

ま24 :電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「 Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントから抜いてください。 

ミ主25 :ご使用になる機器構成により値は変動します。 

ま26 :アウトレット： 3 A / 300 VA を含んだ値です。 

ま27 :エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除した 
ものです。 

ま28: ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ内のアルファベットは、 「 A は 100% ia 上200%未満、 AA は200%お上500%未満、 AAA は500%が上 J の省エ 
ネルギー基華達成率であることを示しています。 

ま29: ■カスタムメイドの選択によって、いずれかの OS がプレインストールされています。 

-日本語32ビット版。 

ま30 :出荷時に 、 Windows Vista ® Service Pack 1が適用されています。 

ま31:出荷時に、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載が適用されています。 

ま32 : ■ プレインストールお外の OS をお使いになるときは、富±通製品情報ページ内にある「他の OS をお使いになる方へ J 
( http :// www . fmworld . net / biz / fmv / driversearch/main shiftos . html ) をご覧く ださい。 

-日本語32ビット版。 

ま33 : Windows Vista ® Service Pack 1が適用されている必要があります。 

ミ主34 : Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載が適用されている必要があります。 
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■インテルの） Core(TM)2 Duo プロ七ツサーをお使いの場合 


製品名称 

FMV - D 5270 

CPU 注 ■ 

インテル ® Core™] Duo 
プロセッサ ー E 8500 

インテル ® Core™2 Duo 
プロセッサ ー E 8400 

インテル ® Core™2 Duo 
プロセッサ ー E 7300 

3.16 GHz 

3 GHz 

2.66 GHz 

キヤッシュメモリ 

2 次： 6MB (CPU 内蔵） 

2 次： 3MB (CPU 内蔵） 

システムバスクロック 

1333MHz 

1066MHz 

消費電力を 2 

電源 OFF 時 ft 3 

IW な下 

If 時 

Windows Vista 

の場合 

通常約 50W. 

最大約 553W を 5 
( 本体のみ 328W). 
スタンバイ時約 2W 

通常約 44W 、 

最大約 553W を 5 
( 本体のみ 328W )、 
スタンバイ時約 2W 

通常約 45W^ 

最大約 553W を 5 
( 本体のみ 328W )、 
スタンバイ時約 2W 

Windows XP 

の場合 

通常約 50W 、 

最大約 553W を 5 
( 本体のみ 328W )、 
スタンバイ時約 2W 

通常約 44W；^ 

最大約 553W を 5 
( 本体のみ 328W )、 
スタンバイ時約 2W 

通常約 46Wv 
最大約 553W を 5 
( 本体のみ 328W )、 
スタンバイ時約 2W 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率注 6 
[ 単位 : W/MTOPS] 

Windows 

Vista 

j 区分： 0.00056 (AAA) 注 7 

j 区分： 0.00053 (AAA) 注 7 

j 区分： 0.00060 (AAA) 注 7 

Windows XP 

j 区分： 0.00056 (AAA) 注 7 

j 区分： 0.00052 (AAA) 注 7 

j 区分： 0.00060 (AAA) 注 7 


本 パソコンの 仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 


をについて 

ま1:-ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使巧できる機能については 、 「CPUJ (一 P .246) をご覧ください。 

ま2 :ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

ま3 :電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「 Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントから巧いて〈ださい。 

ま4 :ご使用になる機器構成により値は変動します。 

ま5 :アウトレット： 3 A /300 VA を含んだ値です。 

ま6 :エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除した 
ものです。 

ま7 : ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ内のアルファベットは、 「 A は1000/〇お上2000/〇未満、 AA は2000/〇お上5000/〇未満、 AAA は5000 / olM 上 J の省エ 
ネルギー基準達成率であることを示しています。 
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国際 エネルギースタープログラム 対応 モデル ( D5270) 


戶 POINT ； 

► インテル® Core ™2 Duo プロセッサーをお使いの場合は、「インテル （R) Core(TM)2 Duo プ 
ロセッサーをお使いの場合」（一 P.232) もご覧ください。次の項目を記載しています。 

- CPU、 キャッシュメモリおよびシステムバスク□ック 
-消費電力および省エネまに基づくエネルギー消費効率 


製品名称 

FMV - D 5270 (国際エネルギースタープログラム対応モデル） 

CPU 注 1 

インテル® Celeron ® 
プロセッサー430 

インテル® Celeron ® 
デュアルコアプロ七ッサー 
E 1400 

インテル® Pentium ® 
デュアルコアプロ七ッサー 

E 2200 

1.80 GHz 

2 GHz 

2.20 GHz 

キヤッシュ^モリ 

2次： 512 ICB (CPU 内蔵） 

2次： 1 MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 31 Express 

システムバスクロック 

800 MHz 

^イン_?<モリ 

標準 1 GB (240 ピン PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM CL 6) ECC なし最大 4 GB 注と 

メモリスロット 

X 2 (空きスロット X 1) 注3 

表 

示 

樵 

能 

グラフィックアクセラレータ 

チップセットに内蔵 

ビデオメモリ 

Windows Vista 

最大 250 MB (ビデオメモリはメインメモリと共用）注4を5 

Windows XP 

最大 128 MB (ビデオ^モリは?^インメモリと共用}を4 

ビデオ出力信号 

ビデオ：アナログ RGB 、 同期信号： TTL コンパチブル 

解像度/発色数 

最大1920 X 1200ドット/最大1677万色 

フロッピーディスクドライブ注 6 

3.5 インチ X 1 (3 モード対応}注7 

ハードディスクドライブが -8 

80 GB な-9 ( SerialATA /300 洋 . 10、7200 rpm ) 

CD / DVD ドライブな6 

内蔵 CD / DVD ドライブ注11 

ホ 

1 

斗 

才 

機 

能 

才—ディオコントローラ 

チップセット内蔵 High Definition Audio 

High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 192 はわ、24ビットステレオ府生時}注に 
サンプリング周波数 最大 96 kHz 、 16ビットステレオ（録音 時） をじ 
同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 0 O 0 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 準拠 、 Wakeup on LAN 対■応注じ 

七 

キ 

ユ 

V 

テ 

機 

能 

スマートカードを 6 

あり 

七キュリティチップ注 6 

TCGVerl .2 準拠注 I 4 

盗難防止用ロック取り付け巧 

あり 

舊体施錠 

あり 
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製品名称 

FMV - D 5270 (国際エネルギースタープログラム対応モデル） 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

エ 

1 

ス 

外部ディスプレイ 

アナログ民 GB ミニ D - SUB 15ピン X 1 

シリアル巧け 

非同期 RS -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 1 (16550 A 互換） 

パラレルな I 6 

セントロニクス準拠 ECP / EPP 対応 D - SUB 25 ピン X 1 

キ'—ボ'—ド/マウス 

PS /2 準拠ミニ DIN 6ピン（キーボード用 XU マウス用 X 1) 

USB 巧17 

USB 2.0 準拠 X 7 (前面 X 2、背面 X 4、内部 X 1) 巧け 

LAN 

RJ -45 X 1 

ホーディホ 

マイク：ホ 3.5 mm ミニジャック 

(入力： lOOmV な下、 入カインピーダンス ( AC ) 5 kQ な上 （ DC ) 2 k Q な上）、 
ヘッドホン：ホ 3.5 mm ステレオ*ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス32[り、 

ラインイン：ホ 3.5 mm ステレオ•ミニジャック、 

ラインアウト：ホ 3.5 mm ステレオ*ミニジャック 

障害監視機能 （ POST 時） 

CPU ファン停止 

拡張スロット数 

X 2 

PCI (Rev 2.3 準拠 ）X 2 (ハーフ： 176 mm ) 

ストレ ■ —ジベイ 

数 

標準モデル 

X 3 

前面：フロントアクセスベイ X 1 
スマートカードベイ（カスタムメイドオプション専用） X 1 
内部： 3.5 インチハードディスクドライブ搭載済み X 1 

カスタムメイドで 

CD / DVD ドライブ 
(薄型）を選択した 
場合 

X 4 

前面：フロントアクセスベイ X 2 
(うち1つに CD / DVD ドライブ搭載済み） 

スマートカードベイ（カスタムメイドオプション専用） X 1 
内部： 3.5 インチハードディスクドライブ搭載済み X 1 

電源/周波数 

AC 100 V ±10%、50/60 Hz + 2%-4% (入力波形は正弦波のみサポート） 

消費電力を I 9 

電源 OFF 時 

1 W な下 

if 時 

Windows 

Vista の場合 

通常約 38 W 、 

最大約 538 W 注 22 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 41 W 、 

最大約 538 W 注 22 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 43 W 、 

最大約 538 W 注 22 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

Windows XP 

の場合 

通常約 35 W 、 

最大約 538 W 注 22 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 37 W 、 

最大約 538 W 注 22 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 39 W 、 

最大約 538 W 注 22 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

定格電流 

1動作時 1 

最大 6.6 A (アウトレット最大 3 A を含む} 

電波障害対■策 

VCCI クラス B 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率注の 
[単位: W / MTOPS ] 

Windows 

Vista 

j 区分： 0.0015 ( AA ) 注24 

j 区分： 0.00073 ( AAA } 注24 

j 区分： 0.00069 ( AAA } 注24 

Windows 

XP 

j 区分： 0.0014 ( AA ) 注24 

j 区分： 0.00067 ( AAA ) 注24 

j 区分： 0.00064 ( AAA ) 注24 

外形寸法（突起部含まず} 

舰 置きの場合： W 89 X D 338 X H 332 mm 

W 179 X D 338 X H 344 mm (フット装着時） 

横 置きの場合： W 332 X D 338 X H 89 mm 

W 422 X D 338 X H 101 mm (フット裝着時） 

質量 

国際エネルギースタープログラム対応モデル：約 6.5 kg 

温湿度条件 

温度10〜35で/湿度20〜80% RH (動作時)、 

温度-10〜60で/湿度20〜80% RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと} 

プレインストール OS 注25 

Windows Vista Business 正規版な.ミろ {DirectX 9.0 c 対■応 ） 、 

Windows Vista Home Basic 正規版注 26 (DirectX 9.0 c 対■応 ） 、 

Windows XP Professional 正規版注ご了 （DirectX 9.0 c 対応） 

サポート OS 注28 

Windows Vista Enterprise 正規版非.パ 、 Windows Vista Business 正規版汗. 29 、 

Windows Vista Home Basic 正規版注 29 、 Windows XP Professional 正規版注 3 り 


本パソコンの仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 


をについて 

を1:-ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使用できる機能については 、 「CPUJ (一 P .24 日）をご覧〈ださし、。 
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を18 

ま19 
ま20 

ま21 
ま22 
ま23 

ま24 


ま25 

ミ主2日 
ま27 
ま28 


ま29 
を50 


:-拡張 RAM モジュールを増設する場合は、弊社製の拡張 RAM モジュール ( PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM / ECC な 
し）を使用してください。その他のメモリを取り付けた場合、動作を保証いたしません。 

-メモリ容量を 4 GB にするには、メモリの搭載状況により、搭載済のメモリをすべて取り外してから、メモリ（拡張 RAM 
モジュール -2 GB ) を2枚取り付ける必要があります。 

例： 1 GB メモリを1枚搭載している場合や 1 GB メモリを2枚搭載している場合など 
■4 GB 搭載時でも、 OS の画面上の表示にかかわらず、 OS が使用可能な領域は約 3 GB になります。ただし、装置構成に 
よってご利巧可能なメモリ容量は異なります。 

-合計で 2 GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンプを使用できません。 

:カスタムメイドの選択によっては、空きスロットがない場合もあります。 

: ■ Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、パソコンの動作状態によってビデオメモリ容量がを 
化します。ビデオメモリの容量を任意に変更することはできません。 

■ディスプレイドライバの更新により、ビデオメモリ容量の最大値が変わる場合があります。あらかじめご了承くださし、。 
メインメモリ 2 GB お上搭載時は最大 286 MB です。 

カスタムメイドの選択によって搭載されています。 

-フロッピーディスクは、フォーマットした環境（メーカー、機種、ソフトウェア）によっては、データを読み書きでき 
ない場合があります。対応メディアは、 2 HD (1.44 MB 、1.2 MB ) と 2 DD (720 KB ) です。 

■ Windows Vis ねおよび Windows XP では、 1.44 MB おかのフォーマットはできません。 

:本書に記載のディスク容量は、 1 MB =1000 2 byte 、1 GB =1000 3 byte 換算によるものです。 1 MB =1024 2 byte 、1 GB =1024 3 byte 
換算で Windows 上に表示される実際の容量は、本書に記載のディスク容量より少なくなります。 

カスタムメイドの選択によっては、 160 GB または 320 GB の場合もあります。 

最高 300 MB / S の転送が可能です。 

カスタムメイドで選択した CD / DVD ドライブの仕巧については、 rCD / DVD ドライブ仕巧 J (一 P .252) をご覧くださし、。 
使巧できるサンプリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

本パソコンには1000 BASE - T の LAN 機能が搭載されています。 

-本パソコンの LAN 機能は1000 BASE - T に対応し、 1 Gbps (1000 Mbps ) の高速なデータ通信をサポートします。 

また、がまの100 BASE - TX 、10 BASE - T もサポートしているため、通信速度の自動認識を巧い、既巧の口ーカル■エリ 
ア■ネットワーク （ LAN ) にそのまま接精することができます。 

-1000 Mbps は1000 BASE - T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境により変化 
します。 

- Wakeup on LAN 機能は出荷時の設定では使用できません。使用する場合は、 B に S セットアップで設定を変更して〈だ 
さし、。 

■本パソコンでは、 ACPI モード（ご購入時の設定）のときにスリーブ （Windows Vis ね）またはスタンバイ （Windows 
XP ) と休止状態からの Wakeup on LAN 機能がお使いになれます。お使いになる場合は、デバイスマネージャで設定を 
変更してください。 

ご購入時のセキュリティチッブの状態は、無効になっています。 

すべてのシリアル対応機器について動作保証するものではありません。 

すべてのパラレル対応機器について動作保証するものではありません。 

-すべての USB 対応周巧機器に ついて 動作保証するものではありません。 

- USB 1.1 準拠の周辺機器を接精している場合、 USB 1.1 の仕様でお使いになれます。 

-外部から電源を取らない USB 機器を接精するときの消費電流の最大容量は、1ポートにっき 500 mA です。詳しくは、 
USB 機器のマニュアルをご覧ください。 

:カスタムメイドでスマートカードリーダ/ライタまたは内蔵 FDD を選択した場合、内部の USB インターフェースを1つ 
使用します。 

:ディスブレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

:電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「 Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントから抜いてください。 

ご使用になる機器構成により値は変動します。 

アウトレット： 3 A /300 VA を含んだ値です。 

エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除した 
ものです。 

: ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ内のアルファベットは、 「 A は 100% ia 上200%未満、 AA は200%が上500%未満、 AAA は500%!^上 J の省エ 
ネルギー基華達成率であることを示しています。 

:■カスタムメイドの選択によって、いずれかの OS がプレインストールされています。 

-日本語32ビット版。 

出荷時に 、 Windows Vista ® Service Pack 1 が適用されています。 

出荷時に、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載が適用されています。 

-プレインストールが外の OS をお使いになるときは、富±通製品情報ページ内にある「他の OS をお使いになる方へ J 
( http :// www . fmworld . net / biz / fmv / driversearch/main shiftos . html ) をご覧く ださい。 

-日本語32ビット版。 

: Windows Vista ® Service Pack 1 が適用されている必要があります。 

: Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載が適用されている必要があります。 
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■インテルの） Core ( TM )2 Duo プロ七ツサーをお使いの場合 


製品名称 

FMV - D 5270 (国際エネルギースタープログラム対応モデル） 

CPU 注 ■ 

インテル® Core ™] Duo 
プロセッサ ー E 8500 

インテル® Core ™2 Duo 
プロセッサ ー E 8400 

インテル® Core ™2 Duo 
プロセッサ ー E 7300 

3.16 GHz 

3 GHz 

2.66 GHz 

キヤッシュメモリ 

2次： 6 MB (CPU 内蔵） 

2次： 3 MB (CPU 内蔵） 

システムバスクロック 

1333 MHz 

1066 MHz 

メインメモリ 

標準 1 GB (240 ピン PC 2-6400 DD 民 2 SDRAM DIMM CL 6) ECC なし最大 4GB ホ 2 

メモリスロット 

X 2 (空きスロット数 X 0) け-3 

ビデオメモリ 

Windows Vista 

最大 250 MB (ビデオモリはメインメモリと共用）ホ-4 

Windows XP 

最大 128 MB (ビデオメモリはメインメモリと共用）な-4 

消費電力を5 

電源 OFF 時ホ- 6 

1 W な下 

數乍時 

Windows Vista 

の場合 

通常約 45 W 、 

最大約 538 W 注8 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 40 W 、 

最大約 538 W 注8 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 40 W 、 

最大約 538 W 注8 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

Windows XP 

の場合 

通常約 42 W 、 

最大約 538 W 注8 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 36 W 、 

最大約 538 W 注8 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 37 W 、 

最大約 538 W 注8 
(本体のみ 313 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率注9 
[単位: W / MTOPS ] 

Windows 

Vista 

j 区分： 0.00051 ( AAA ) 注10 

j 区分： 0.00048 ( AAA ) 注10 

j 区分： 0.00054 ( AAA } 注10 

Windows XP 

j 区分： 0.00047 ( AAA ) 注10 

j 区分： 0.00044 ( AAA ) 注10 

j 区分： 0.00050 ( AAA } 注10 


本 パソコンの 仕巧は、な善のとめに予告なくを更することがあります。あらかじめご了承〈ださい。 

まについて 

ま1:-ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使用できる機能については 、 「CPUJ (一 P .246) をご覧〈ださい。 

を2 : ■拡張 RAM モジュールを増設する場合は、弊社磬の拡張 RAM モジュール （ PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM / ECC な 
し）を使用して〈ださい。その他のメモリを取り付けた場合、動作を保証いたしません。 

-メモリ容量を 4 GB にするには、メモリの搭載状況により、搭載巧のメモリをすべて取り外してから、メモリ（拡張 RAM 
モジュール -2 GB ) を2枚取り付ける必要があります。 

例： 1 GB メモリを1枚搭載している場合や 1 GB メモリを2枚搭載している場合など 
■4 GB 搭載時でも、 OS の画面上の表示にかかわらず、 OS が使巧可能な領域は約 3 GB になります。ただし、装置構成に 
よってご利巧可能なメモリ容量は異なります。 

-合計で 2 GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンプを使用できません。 

を3 :カスタムメイドの選択によっては 、「X 2 (空き スロット X 1 ) j の場合もあります。 

を4 : ■ Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ⑥ DVMT ) により、 パソコンの 動作状態によってビデオメモリ容量が 
を化します。ビデオメモリの容量を巧意に変更することはできません。 


ま5 :ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

ま6 :電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「 Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントから抜いて〈ださい。 

ま7 :ご使巧になる機器構成により値は変動します。 

を8 :アウトレット： 3 A /300 VA を含んだ値です。 

を9 :エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除した 
ものです。 

を10: ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ内のアルファベットは、 「 A は1000 / oia 上200%未満、 AA は 200% ia 上5000/〇未満、 AAA は5000/〇お上 J の省エ 
ネルギー基準達成率であることを示しています。 
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24時間モデル (D5270) 


P POINT 

► インテル® Core ™2 Duo プロセッサーをお使いの場合は、「インテル （R) Core(TM)2 Duo プ 
ロセッサーをお使いの場合」（一 P.236) もご覧ください。次の項目を記載しています。 

- CPU、 キャッシュメモリおよびシステムバスクロック 
-消費電力および省エネ法に基づくエネルギー消費効率 


製品名称 

FMV - D 5270 (24 時間モデル） 

CPU 注1 

インテル® Celeron ® 
プロセッサー430 

インテル® Celeron ® 
デュアルコアプロセッサー 
E 1400 

インテル® Pentium ® 
デュアルコアプロセッサー 

E 2200 

1.80 GHz 

2 GHz 

2.20 GHz 

キヤッシュ^モリ 

2次： 512 KB (CPU 内蔵） 

2次： 1 MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 31 Express 

システムバスクロッタ 

800 MHz 

^イン_?<モリ 

標準 1 GB (240 ピン PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし CL 6 最大 4 GB ^ 2 

モリスロット 

X 2 (空きスロット X 1} 注3 

表 

示 

樵 

能 

グラフィックアクセラレータ 

チップセットに内蔵 

ビデオメモリ 

Windows Vista 

最大 250 MB (ビデオメモリは^インメモリと共用）注4注5 

Windows XP 

最大 128 MB (ビデオメモリは^インメモリと共用}を4 

ビデオ出力信号 

ビデオ：アナログ RGB 、 同期信号： TTL コンパチブル 

解像度/発色数 

最大1920 X 1200ドット/最大1677万色 

フロッピーデイスクドライブ注6 

3.5 インチ XI (3 モード対応）注7 

ハードディスク 
ドライブ注8 

標準モデル 

40 GB な9 (Serial ATA /150 洋 - 10、 5400 rpm ) 

カスタムタイ 
ドで RAID を 

選択した場合 

40 GBX 2 注 li ( SerialATA /150 を 10、5400 rpm ) 

CD / DVD ドライブな e 

内蔵 CD / DVD ドライブ注に 

ホ 

1 

イ 

ホ 

機 

能 

才—デイオコントローラ 

チップセット内蔵 High Definition Audio 

High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビットステレオ（再生時）を n 
サンプリング周波数最大％ はた、 16ビットステレオ（録昔時）注 I 3 
同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 準拠 、 Wakeup on LAN 対■応圧 ^ 

七 

キ 

ユ 

ソ 

テ 

機 

能 

スマ—トカードを6 

あり 

セキュリテイチップ 

TCG Verl .2 準拠注 け 

盗難防止用ロック取り付け巧 

あり 

舊体施錠 

あり 
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製品名称 

FMV - D 5270 (24 時間モデル） 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

エ 

1 

ス 

外部ディスプレイ 

アナログ民 GB ミニ D - SUB 15ピン X 1 

シリアル 巧 16 

非同期 RS -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 1 {16550 A 互換） 

パラレノレ 巧 1? 

セントロニクス準拠 ECP / EPP 巧■応 D - SUB 25 ピン X 1 

キ'—ボ'—ド/マウス 

PS /2 準拠ミニ DIN 6ピン（キーボード用 XU マウス用 X 1) 

USB 巧 け 

USB 2.0 準拠 X 7 (前面 X 2、 背面 X 4、 内部 X 1) 巧 19 

LAN 

RJ -45 X 1 

ホーディホ 

マイク：ホ3 .5 mm ミニジャック 

(入力： lOOmV な下、入カインピーダンス （ AC ) 5 k Q な上 （ DC ) 2 k Q な上）、 

へッドホン：ホ 3.5 mm ステレオ*ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス 32 Q }、 

ラインイン：ホ 3.5 mm ステレオ.ミニジャック、 

ラインアウト：ホ 3.5 mm ステレオ•ミニジャック 

障害監視機能 （ POST 時） 

CPU ファン停止 

拡張スロット数 

X 2 

PCI (Rev 2.3 準拠 ）X 2 (ハーフ： 176 mm ) 

ストレージベイ数 

標準モデル 

X 3 

前面：フロントアクセスベイ X 1 
スマートカードベイ（カスタムメイドオプション専用） X 1 
内部： 2.5 インチハードディスクドライブ搭載済み X 1 

カスタムメイ 
ドで CD/DVD 
ドライブ馈 
型）を選択し 
た場合 

X 4 

前面：フロントアクセスベイ X 2 
(うち1つに CD / DVD ドライブ搭載済み） 

スマートカードベイ（カスタムメイドオプション専用） X 1 
内部： 2.5 インチハードディスクドライブ搭載済み X 1 

カスタムすイ 

ドで RAID を 

選択した場合 

X 4 

前面：フロントアクセスベイ X 1 
レ、ードディスクドライブ搭載済み） 

スマートカードベイ（カスタムメイドオプション専用） X 1 
内部： 2.5 インチハードディスクドライブ搭載済み X 2 

電源/周波数 

AC 100 V ±10%, 50/60 HZ + 2% -4% (入力波形は正弦波のみサポート） 

消費電力注 2 0 

電源 OFF 時 巧 . 2 1 

1 W な下 

if 時 

Windows Vista 

通常約 40 W 、 

最大約5の W 注 23 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 42 W 、 

最大約 583 W 注の 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 44 W 、 

最大約 583 W 注の 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

Windows XP 

通常約 39 W 、 

最大約 583 W 注23 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 41 W 、 

最大約5の W 注の 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 43 W 、 

最大約5の W 注の 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

定格電流 

1動作時 1 

最大 M (アウトレット最大 3 A を含む） 

電波障害対策 

VCCI クラス B 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率 
注24 

[単位: W / MTOPS ] 

Windows Vista 

j 区分： 0.0015 ( AA ) 注25 

j 区分： 0.00074 ( AAA ) 注25 

j 区分： 0.00070 ( AAA ) 注25 

Windows XP 

j 区分： 0.0015 ( AA ) 注25 

j 区分： 0.00074 ( AAA } 注25 

j 区分： 0.00070 ( AAA } 注25 

外形寸法（突起部含まず} 

縦置きの場合： W 89 X D 338 X H 332 mm 

W 179 X D 338 X H 344 mm (フット装着時） 

横置きの場合 ： W 332 X D 338 X H 89 mm 

W 422 X D 338 X H 101 mm (フット装着時） 

質量 

24時間モデル：約 7.2 kg 

温湿度条件 

温度10〜35で/湿度20〜80% RH (動作時）、 

温度-10〜60て:/湿度20〜80% RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール日 S 注26 

Windows Vista Business 正規版杆-.と 7 {DirectX 9.0 c 対■応 ） 、 

Windows Vista Home Basic 正規版注 27 (DirectX 9.0 c 巧応）、 

Windows XP Professional 正規版注 28 (DirectX 9.0 c 対■応） 

サポート OS 注29 

Windows Vista Enterprise 正規版 件- ス〇 、 Windows Vista Business 正規版杆_ 心〇、 

Windows Vista Home Basic 正規版注ス〇 、 Windows XP Professional 正規版注 ]* 
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本 パソコンの 仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

まについて 

ま1:■ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使巧できる機能については 、 「CPUJ (一 P .246) をご覧ください。 

ま2 ; ■ 拡張 RAM モジュールを増設する場合は、弊な製の拡張 RAM モジュール ( PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM / ECC な 
し）を使用してください。その他のメモリを巧り付けた場合、動作を保証いたしません。 

■ハードディスクの容量が 40 GB の場合、またはカスタムメイドで RAID を選択した場合は、最大 2 GB です。 

-メモリ容量を 4 GB にするには、メモリの搭載が況により、搭載治のメモリをすべて巧り外してから、メモリ（拡張 RAM 
モジュール -2 GB ) を2枚取り付ける必要があります。 

例： 1 GB メモリを1枚搭載している場合や 1 GB メモリを2枚搭載している場合など 
■4 GB 搭載時でも、 OS の画面上の表示にかかわらず、 OS が使巧可能な領域は約 3 GB になります。ただし、装置構成に 
よってご利用可能なメモリ容量は異なります。 

-合計で 2 GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンブを使用できません。 

ま3 :カスタムメイドの選択によっては、空きスロットがない場合もあります。 

ミ主4 : ■ Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、パソコンの動作状態によってビデオメモリ容量が変 
化します。ビデオメモリの容量を任意に変更することはできません。 

■ディスブレイドライバの更新により、ビデオメモリ容量の最大値が変わる場合があります。あらかじめご了承〈ださし、。 
ま5 : メインメモリ 2 GBia 上搭載時は最大 286 MB です。 

ま6 ;カスタムメイドの選択によって搭載されています。 

ま7 : ■ フロッピーディスクは、フォーマットした環境（メーカー、機種、ソフトウェア）によっては、データを読み書きでき 
ない場合があります。対応メディアは、 2 HD (1.44 MB 、1.2 MB ) と 2 DD (720 KB ) です。 

■ Windows Vis ねおよび Windows XP では、 1.44 MB 外の フォーマッ トはできません。 

ま8 :本書に記載のディスク容量は、 1 MB =1000 2 byte 、1 GB =1000 3 byte 換算によるものです。 1 MB =1024 2 byte 、1 GB =1024 3 byte 
換算で Windows 上に表示される実際の容量は、本書に記載のディスク容量より少なくなります。 

ま9 :カスタムメイドの選択によっては、 80 GB または120 GB の場合もあります。 

ま10 :最高 150 MB / S の転送が可能です。 

ま11:ミラーリングを行うため、使用できるハードディスクの容量は2台で 40 GB です。 

ミ主12:カスタムメイドで選択した CD / DVD ドライブの仕様については、 rCD / DVD ドライブ仕巧 J (一 P .252) をご覧〈ださし、。 
ま13:使巧できるサンプリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

ま14 :本パソコンには1000 BASE - T の LAN 機能が搭載されています。 

-本パソコンの LAN 機能は1000 BASE - T に対応し、 1 Gbps (1000 Mbps ) の高速なデータ通信をサポートします。 

また、がまの100 BASE - TX 、10 BASE - T もサポートしているため、通信速度の自動認識を巧い、既巧の口ーカル■エリ 
ア■ネットワーク （ LAN ) にそのまま接続することができます。 

-1000 Mbps は1000 BASE - T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境によりを化 
します。 

- Wakeup on LAN 機能は出荷時の設定では使用できません。使巧する場合は、 BIOS セットアップで設定を変更してくだ 
さし、。 

■本パソコンでは、 ACPI モード（ご購入時の設定）のときにスリーブ （Windows Vis ね）またはスタンバイ （Windows 
XP ) と休止状態からの Wakeup on LAN 機能がお使いになれます。お使いになる場合は、デバイスマネージャで設定を 
変更してください。 

ま15:ご購入時のセキュリティチッブの状態は、無効になっています。 

ま16 :すべてのシリアル対応機器について動作保証するものではありません。 

ま17 :すべてのパラレル対応機器について動作保証するものではありません。 

ま18 : ■ すべての USB 対応周辺機器について動作保証するものではありません。 

- USB 1.1 準拠の周巧機器を接続している場合、 USB 1.1 の仕巧でお使いになれます。 

-外部から電源を取らない USB 機器を接続するときの消費電流の最大容量は、1ポートにっき 500 mA です。詳しくは、 
USB 機器のマニュアルをご覧ください。 

ま19 :カスタムメイドでスマートカードリーダ/ライタまたは内蔵 FDD を選択した場合、内部の USB インターフェースを1つ 
使用します。 

ま20 :ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

ま21:電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「 Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントから抜いてください。 

ミ主22 :ご使用になる機器構成により値はを動します。 

ま23 :アウトレット： 3 A /300 VA を含んだ値です。 

ま24 :エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除した 
ものです。 

ま25: ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ内のアルファベットは、 「 A は 100% ia 上200%未満、 AA は200%な上500%未満、 AAA は50 0% ia 上 J の省エ 
ネルギー基準達成率であることを示しています。 

ま2日：■カスタムメイドの選択によって、いずれかの OS がブレインストールされています。 

-日本語32ビット版。 

ま27 :出荷時に 、 Windows Vista ® Service Pack 1が適用されています。 

ま28 :出荷時に、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載が適用されています。 
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ま29: ■プレインストール la 外の OS をお使いになるときは、富±通製品情報ページ内にある「他の OS をお使いになる方へ J 
( http :// www . fmworld . net / biz / fmv / driversearch/main shiftos . html ) をご覧〈ださい。 

-日本語32ビット版。 

ま30 : Windows Vista ® Service Pack 1が適巧されている必要があります。 

ま31: Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載が適巧されている必要があります。 

■インテル （ R ) Core ( TM )2 Duo プロ七ツサーをお使いの場合 


製品名称 

FMV - D 5270 口 4 時間モデル） 

CPU 注 ■ 

インテル® Core ™2 Duo 
プロセッサ ー E 8500 

インテル® Core ™2 Duo 
プロセッサ ー E 8400 

インテル® Core ™2 Duo 
プロセッサー E 7300 

3.16 GHz 

3 GHz 

2.66 GHz 

キヤッシュメモリ 

2次： 6 MB (CPU 内蔵） 

2次： 3 MB (CPU 内蔵） 

システムバスクロック 

1333 MHz 

1066 MHz 

消費電力を 2 

電源日 FF 時巧 -3 

1 W な下 

If 時 

Windows Vista 

の場合 

通常約 46 W 、 

最大約5の W 注 5 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 40 W 、 

最大約 583 W 注 5 
(本体のみ 3 5 8 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 41 W 、 

最大約5の W 注 5 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

Windows XP 

の場合 

通常約 45 W 、 

最大約5の W 注 5 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 40 W 、 

最大約 583 W 注 5 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 41 W 、 

最大約5の W 注 5 
(本体のみ 358 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率 
注6 

[単位: W / MTOPS ] 

Windows 

Vista 

j 区分： 0.00052 ( AAA ) 注7 

j 区分： 0.00049 ( AAA } 注7 

j 区分： 0.00055 ( AAA } 注7 

Windows XP 

j 区分： 0.00051 ( AAA ) 注7 

j 区分： 0.00048 ( AAA } 注7 

j 区分： 0.00055 ( AAA ) 注7 


本 パソコンの 仕巧は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださい。 

まについて 

ま1:-ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使用できる機能については 、 「CPUJ (一 P .24 日）をご覧〈ださい。 

ま2 :ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

ま3 :電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「 Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントから巧いて〈ださい。 

ま4 :ご使巧になる機器構成により値は変動します。 

を5 :アウトレット： 3 A /300 VA を含んだ値です。 

ま6 :エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除した 
ものです。 

を7 : ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ内のアルファベットは、 「 A は1000/〇お上200%未満、 AA は 200% ia 上5000/〇未満、 AAA は5000/〇お上 J の省エ 
ネルギー基準達成率であることを示しています。 
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FMV バリユーシリーズ ( D 3270) 


製品名称 

FMV - D 3270 

CPU 注1 

インテル® CoreTMsDuo 
プロセッサ ー E 7300 

インテル® Pentium ® 
デュアルコアプロ七ッサー 

E 2200 

インテル® Celeron ® 
プロセッサー430 

2.66 GHz 

2.20 GHz 

1.80 GHz 

キヤッシュメモリ 

2 次： 3 MB (CPU 内蔵） 

2次： 1 MB (CPU 内蔵） 

2次： 512 ICB (CPU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 31 Express 

システムバスクロック 

1066 MHz 

800 MHz 

7«イン^?^モリ 

Windows 

Vista 

標準 1 GB /2 GB (240 ピン PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし CL 6 最大 4 GB 注 2 

Windows 

XP 

標準 1 GB (240 ピン PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし CL 6 最大 4 GB 注 ^ 

メモリスロット 

Windows 

Vista 

X 2注3 

Windows 

XP 

X 2 (空きスロット X 1) 

表 

示 

機 

能 

グラフィックアクセラレ—夕 

チップセットに内蔵 

ビデオメモリ 

Windows 

Vista 

最大 250 MB (ビデオ^モリはメインメモリと共用）を4注5 

Windows 

XP 

最大 128 MB (ビデオメモリは_?«インメモリとホ巧）注4 

ビデオ出力信号 

ビデオ：アナログ RGB 、 同期信号： TTL コンパチブル 

解像度/発色數 

最大1920 X 1200ドット/最大1677万色 

フロッピーディスクドライブ 

なし 

ハードディスクドライブ注6 

80 GB ( SerialATA /300 化7、7200 rpm ) 

CD / DVD ドライブ 

スーパーマルチドライブホ8 

DVD - ROM ドライブ/スーパーマルチドライブな8 

ホ 

1 

イ 

才 

機 

能 

才ーディオコントローラ 

チップセット内蔵 High Definition Audio 

High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビットステレオ（再生時）注9 
サンプリング周波数最大 96 kHz 、 16ビットステレオ（録音時）注9 
同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 準拠 、 Wakeup on LAN 対■応を… 

セ 

キ 

ユ 

ソ 

テ 

イ 

機 

能 

盗難防止用ロック取り付け穴 

あり 

管体施錠 

あり 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

エ 

1 

ス 

外部ディスプレイ 

アナログ RGB ミニ D - SUB 15ピン X 1 

シリアル注11 

非同期 民 S -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 1 (16550 A 互換} 

パラレル注じ 

セントロニクス準拠 ECP 対■応 D - SUB 25 ピン X 1 

み’ —ボ'ード/マウス 

PS /2 準拠ミニ DIN 6ピン（キーボード用 XU マウス用 X 1) 

USB ホ-13 

USB 2.0 準拠 X 6 (前面 X 2、背面 X 4) 

LAN 

RJ -45 X 1 

ォーディォ 

マイク： ( j ) 3.5 mm ミニジャック 

(入力： lOOmV な下、入カインピーダンス （ AC ) 5 k Q な上 （ DC ) 2 k Q な上）、 
ヘッドホン：ホ 3.5 mm ステレオ*ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス 32 Q )、 

ライ ンイン：か 3.5 mm ステレオ•ミニジャック、 

ラインアウト：ホ 3.5 mm ステレオ•ミニジャック 
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製品名称 

FMV - D 3270 

障害監視機能 （ POST 時） 

CPU ファン停止 

拡張スロット数 

X 2 

PCI (Rev 2.3 準拠 ） X 2 (ハーフ： 176 mm ) 

ストレージベイ数 

X 2 

前面：フロントアクセスベイ X 1 
内部： 3.5 インチハードディスクドライブ搭載済み X 1 

電源/周波数 

AC 100 V +10%、 50/60 HZ + 2% - 4% (入力波形は正弦波のみサポート） 

消費電力を w 

電源 OFF 時巧-け 

1 W な下 

動作時を W 

Windows 

Vista 

通常約 45 W 、 

最大約 553 W 注1? 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 49 W 、 

最大約 553 W 注1? 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 44 W 、 

最大約 553 W 注17 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

Windows 

XP 

通常約 45 W 、 

最大約 553 W 注17 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 47 W 、 

最大約 553 W 注17 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

通常約 43 W 、 

最大約 553 W 注17 
(本体のみ 328 W )、 
スタンバイ時約 2 W 

定格電流 

I 動作時 I 

最大 7 A (アウトレット最大 3 A を含む） 

電波障害が策 

VCCI クラス B 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率注け 
[単位: W / MTOPS ] 

Windows 

Vista 

j 区分： 0.00061 ( AAA ) 注 19 

j 区分： 0.00077 ( AAA ) を 19 

j 区分： 0.0017 ( AA ) 汪19 

Windows 

XP 

j 区分： 0.00060 ( AAA ) 注19 

j 区分： 0.00076 ( AAA } を 19 

j 区分： 0.0017 ( AA ) 注19 

外形寸法（突起部含まず} 

縦置きの場合 ： W 89 X D 338 X H 332 mm 

W 179 X D 338 X H 344 mm (フット装着時） 

横置きの場合 ： W 332 X D 338 X H 89 mm 

W 422 X D 338 X H 101 mm (フット装着時） 

質量 

標準モデル：約 6.5 kg 

温湿度条件 

温度10〜35で/湿度20〜80% RH (動作時)、 

温度-10〜60で/湿度20〜80% RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール日 S 注 2 0 

Windows Vista Business 正規 版な 2 i(DirectX 9.0 c 対■応 ） 、 

Windows XP Professional 正規版注 22 (DirectX 9.0 c 对応） 

サポート OS 注23 

Windows Vista Business 正規版 汗; 24、 

Windows XP Professional 正規版注 25 


本 パソコンの 仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 


をについて 

ま1:-ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使巧できる機能については 、 「CPUJ (一 P .246) をご覧ください。 

ま2 : ■お張 RAM モジュールを増設する場合は、弊社製の扼張 RAM モジュール （ PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM / ECC な 
し）を使用して〈ださい。その他のメモリを取り付けた場合、動作を保証いたしません。 

■ メモリ容量を 4 GB にするには、メモリの搭載状況により、搭載;ちのメモリをすべて取り外してから、メモリ（拡張 RAM 
モジュール -2 GB ) を2枚取り付ける必要があります。 

例： 1 GB メモリを1枚搭載している場合や 1 GB メモリを2枚搭載している場合など 
■4 GB 搭載時でも、 OS の画面上の表示にかかわらず、 OS が使巧可能な領域は約 3 GB になります。ただし、装置構成に 
よってご利巧可能なメモリ容量は異なります。 

-合計で 2 GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンプを使巧できません。 

ま3 :ご購入時の選択によって空きスロットなし、または空きスロット1になります。 

を4 : ■ Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、パソコンの動作状態によってビデオメモリ容量がを 
化します。ビデオメモリの容量を任意に変更することはできません。 

-ディスプレイドライバの更新により、ビデオメモリ容量の最大値がをわる場合があります。あらかじめご了承〈ださし、。 
ま5 : メインメモリ 2 GBia 上搭載時は最大 286 MB です。 

を6 :本書に記載のディスク容量は、 1 MB =1000 2 byte 、1 GB =1000 3 byte 換算によるものです。 1 MB =1024 2 byte 、1 GB =1024 3 byte 
換算で Windows 上に表示される実際の容量は、本書に記載のディスク容量より少な〈なります。 

を7 :最高 300 MB / S の転送が可能です。 

を8 :ご購入時に選択した CD / DVD ドライブの仕様については、 rCD / DVD ドライブ仕様 J (一 P .252) をご覧ください。 

ま9 :使巧できるサンプリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

を10 :本パソコンには1000 BASE - T の LAN 機能が搭載されています。 
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を20 : 

ミ主21 
ま22 
ミ主23 

ま24 : 
を25 : 


-本 パソコンの LAN 機能は1000 BASE - T に対応し、 1 Gbps (1000 Mbps ) の局 まなデータ通信をサポートします。 

また、が来の100 BASE - TX 、10 BASE - T もサポートしているため、通信速度の自動認識を行い、既存の口ーカル■エリ 
ア■ネットワーク （ LAN ) にそのまま接精することができます。 

-1000 Mbps は1000 BASE - T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境により変化 
します。 

- Wakeup on LAN 機能は出荷時の設定では使用できません。使巧する場合は、 BIOS セットアップで設定を変更してくだ 
さし、。 

■本パソコンでは、 ACPI モード（ご購入時の設定）のときにスリープ （Windows Vis ね）またはスタンバイ （Windows 
XP ) と休止状態からの Wakeup on LAN 機能がお使いになれます。お使いになる場合は、デバイスマネージャで設定を 
変更してください。 

すべてのシリアル対応機器について動作保証するものではありません。 

すべてのパラレル対応機器について動作保証するものではありません。 

-すべての USB 対応周巧機器に ついて 動作保証するものではありません。 

- USB 1.1 準拠の周辺機器を接精している場合、 USB 1.1 の仕様でお使いになれます。 

-か部から電源を取らない USB 機器を接続するときの消費電流の最大容量は、1ポートにつき 500 mA です。詳しくは、 
USB 機器の マニュアルを ご覧ください。 

ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「 Oj 側に切り替える力、、 AC ケーブルの電源プラグを 

コンセントから抜いてください。 

ご使用になる機器構成により値は変動します。 

アウトレット： 3 A /300 VA を含んだ値です。 

エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除した 

ものです。 

- 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ内のアルファベットは、 「 A は 100< Miia 上 200< Mi 未満、 AA は 200< Miia 上500%未満、 AAA は50 0% ia 上 J の省エ 
ネルギー基華達成率であることを示しています。 

- FMV バリューシリーズの選択によって、いずれかの OS がプレインストールされています。 

-日本語32ビット版。 

出荷時に 、 Windows Vista ® Service Pack 1 が適用されています。 

出荷時に、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載が適用されています。 

-出荷時にブレインストールされている OS のみサポートします。 

-日本語32ビット版。 

Windows Vista ® Service Pack 1が適用されている必要があります。 

Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載が適用されている必要があります。 


12 3 
をまま 
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2その他の仕様 


LAN 機能 


LAN コントローラ 

Broadcom BCM 5786 

送受信バッファ用 RAM 

送受信各 40 kbyte 

外部イ ンターフェース 

ISO 8802-3 1000 BASE - T /100 BASE-T 沿 10 BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブル化1 

( IGbps : カテゴリ 5 E が上、 100 Mbps : カテゴリ5が上、 10 Mbps : カテゴリ3が上） 

伝送方式 

ベースバンド 

アクセス方式 

CSMA/CD 

データ 転送速度 

IGbps 、100 Mbps 、10 Mbps 

配線形態 

スター型 

セグ;^ント最大長 

100 m 

最大ノード数/セグメント 

ハブ ュニッ ト注2による 


を1:ケーブルは、必ずお使いのネットワーク■スピードに対応したデータグレードのケーブルをお使い〈ださし、。 

データグレードのほいケーブルを使うと、データ紛失が発生します。 

ま2 :ハブユニットとは、1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE - T のコンセントレータです。 


P POINT 

► 本 パソコン 標準搭載の LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。 

ハブ ユニッ トの変更などでネットワークのスピードが変更される場合、スピードに対応し 
た適切なデータグレードのケーブルを必ずお使いください。 
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コネクタのピン配列と信号名 

各コネクタのピンの配列および信号名は、次のとおりです。 


■ディスプレイコネクタ 


5-1 



15-11 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

RED 

出力 

ホ出力 

2 

GREEN 

出力 

緑出力 

3 

BLUE 

出力 

青出力 

4 

NC 

- 

未接続 

5〜8 

GND 

- 

グランド 

9 

+5 V 

- 

+5 V 

10 

GND 

- 

グランド 

11 

NC 

- 

未接続 

12 

SDA 

入出力 

DDC データ 

13 

HSYNC 

出力 

水平同期信号 

14 

VSYNC 

出力 

垂直同期信号 

15 

SCL 

入出力 

DDC クロック 
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■ DVI-I コネクタ（カスタムタイドでグラフイックカードを選択している場 

合） 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

TX 2- 

出力 

データチヤンネル2- 

2 

TX 2+ 

出力 

データチヤンネル2+ 

3 

TX 2/4 Shield 

- 

グランド 

4 

Reserved 

- 

未接続のケーブルを使用してください 

5 

Reserved 

- 

未接続のケーブルを使用してください 

6 

DDC Clock 

入出力 

DDC ク P ソク 

7 

DDC Data 

入出力 

DDC データ 

8 

Analog V Sync 

出力 

アナログ垂直同期信号 

9 

TXl - 

出力 

データチヤンネル 1- 

10 

TX い 

出力 

データチヤンネル1+ 

11 

TXl /3 Shield 

- 

グランド 

12 

Reserved 

- 

未接続のケーブルを使用してください 

13 

Reserved 

— 

未接続のケーブルを使用してください 

14 

十 5 V 

- 

十 5 V 

15 

GND 

— 

グランド 

16 

Hot Plug Detect 

入力 

ホットプラグ 

17 

TXO - 

出力 

データチヤンネル 0- 

18 

TX 0+ 

出力 

データチヤンネル0+ 

19 

TXO /5 Shield 

- 

グランド 

20 

Reserved 

- 

未接続のケーブルを使用してください 

21 

Reserved 

- 

未接続のケーブルを使用してください 

22 

TXC Shield 

- 

グランド 

23 

TXC + 

出力 

デ ー タク ロック + 

24 

TXC - 

出力 

データクロック- 

C 1 

Analog Red 

出力 

アナログレッド出力 

C 2 

Analog Green 

出力 

アナロググリーン出力 

C 3 

Analog Blue 

出力 

アナログブルー出力 

C 4 

Analog H Sync 

出力 

アナログ水平同期信号 

C 5 

Analog Ground 

- 

アナロググランド 


を:シングルチヤネル仕様のケーブルをお使い〈ださし、。 


6 





nr 


U 。 

C2 

言 




1 
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■ LAN コネクタ （1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T) 



L 

pJ HZ 

J 

I I I I I I I I 


8-1 


□ 1000 BASE-T 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

TRD 0+ 

入出力 

送受信 データ0+ 

2 

TRDO - 

入出力 

送受信 データ 0- 

3 

TRD 1 + 

入出力 

送受信 データ1+ 

4 

TRD 2 + 

入出力 

送受信 データ2+ 

5 

TRD 2 - 

入出力 

送受信 データ2- 

6 

TRD 1- 

入出力 

送受信 データ 1- 

7 

TRD 3 + 

入出力 

送受信 データ3+ 

8 

TRD 3 - 

入出力 

送受信 データ3- 


□ 1 00BASE-TX/10BASE-T 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

TD + 

出力 

送信データ十 

2 

TD - 

出力 

送信データ- 

3 

RD + 

入力 

受信データ十 

4 

NC 

- 

未接続 

5 

NC 

- 

未接続 

6 

RD - 

入力 

受信データ- 

7 

NC 

- 

未接続 

8 

NC 

- 

未接続 


































-14 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

夺 STROBE 

入出力 

ストローブ 

2 

DATA 0 

入出力 

データ〇 

3 

DATA 1 

入出力 

データ\ 

4 

DATA 2 

入出力 

データ2 

5 

DATA 3 

入出力 

データ3 


DATA 4 

入出力 

データ4 


DATA 5 

入出力 

データ5 


DATA 6 

入出力 

データ6 


DATA 7 

入出力 

データ7 


夺 ACK 

入力 

アクノリツジ 

11 

BUSY 

入力 

ビジー 

12 

PE 

入力 

用紙切れ 

13 

SELECT 

入力 

セレクト 

14 

夺 AUTOFD 

出力 

自動送り 

15 

夺 ERROR 

入力 

エラー 

16 

本 INIT 

出力 

初期化 

17 

SLCTIN 

出力 

セレクト 

18〜25 

GND 

- 

グランド 


シリア J レコネクタ 


1 


5 


\\ 〇 〇 〇 0 〇 
、い〇 〇 〇 



6——9 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

CD 

入力 

キャリア検出 

2 

RD 

入力 

受信データ 

3 

TD 

出力 

送信データ 

4 

DTR 

出力 

データを品末レディ 

5 

GND 

- 

グランド 

6 

DS 艮 

入力 

データセットレディ 

7 

RTS 

出力 

送信要求 

8 

CTS 

入力 

送信可 

9 

RI 

入力 

リングインジケート 
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■ マウスコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

DATA 

入出力 

データ 

2 

NC 

- 

未接続 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

VCC 

- 

電源 

5 

CLK 

入出力 

クロソク 

6 

NC 

- 

未接続 


■ キーボードコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

DATA 

入出力 

データ 

2 

NC 

- 

未接続 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

VCC 

- 

電源 

5 

CLK 

入出力 

夕 P ソク 

6 

Reserved 

— 

本パソコン固有の信号が割り付けられ 
ています 


■ USB コネクタ 



ピン奮号 

信号名 

方向 

説明 

1 

VCC 

- 

ケーブル.電源 

2 

-DATA 

入出力 

-データ信号 

3 

+DATA 

入出力 

+データ信号 

4 

GND 

- 

ケーブル-グランド 
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CPU 


本パソコンに搭載されている CPU で使用できる機能は、次のとおりです。 

が重要 

► ここで説明する CPU の各機能は 、 Windows Vis ねの場合、および Windows XP で、 Microsoft ® 
Windows®XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載（が降 、 Windows XP ( SP 2)) を 
インストールした場合のみお使いになれます。その他の OS をお使いになる場合の動作保 
証はいたしません。 

なお、ダウングレードサービスモデルには、あらかじめ Windows XP CSP 2) がインストー 
ルされています。 

お使いのパソコンに搭載されている CPU をご覧ください。 



インテル® 
Core ™2 Duo 

プロセッサー 
E 8500 

インテル® 
Core ™2 Duo 

プロセッサー 
E 8400 

インテル® 
Co 旧™ 2 Duo 

プロセッサー 

E 7300 

インテル® 

Pentium ® 

デュアルコア 
プロセツサー 

E 2200 

インテル® 

Celeron ® 

デュアルコア 
プロセッサー 
E 1400 

インテル® 

Celeron ® 

プロセツサー 
430 

ェグゼキュート. 
デイスエーブル. 

ビット機能 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

拡張版 Intel 
SpeedStep 磨 
テクノロジー 
( EIST ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

Enhanced Halt 

State 機能 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

デュアルコア- 
テクノロジー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

イ ンテル® 
バーチャ 
ライ ゼーシヨン. 
テクノロジー 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 


■ エグゼキユート-ディスエーブル■ビット機能 

エグゼキュート•デイスエーブル*ビット機能は、 Windows Vista および Windows XP (SP2) 
のデータ実行防止 （DEP) 機能と連動し、悪意のあるプロダラムが不正なメモリ領域を使用す 
ることを防ぎます。 

この機能を有劾にするか無劾にするかは、 BIOS セットアップで設定します。ご購入時は、有 
効に設定されています。 

この機能を有劾にした場合は、次のようになります。 

• Windows Vista の場合 

•レくフォーマンスオプション」ウインドウの「データ実行防止」タブに、「お使いのコン 
ピュータのプロセッサは、ハードウェア ベースの DEP をサポートしています。」と表示 
されます。 
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P POINT 

► 「パフォーマンスオプション」ウィンドウを表示する方法は、次のとおりです。 

1. 「スタート」ボタンをクリックします。 

2. 「コンピュータ」をちクリックし、表示されるメニューから「プロパティ」をクリッ 
クします。 

3. 「システムの詳細設定」をクリックします。 

4. 「ユーザーアカウント制御」ウィンドウで「続巧」をクリックします。 

「続行」が表示されず管理者アカウントが表示されている場合は、そのアカウントの 
パスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. 「システムのプロパティ」ウィンドウの「詳細設定」タブで、「パフォーマンス」の 
「設定」をクリックします。 

「パフォーマンスオプション」ウィンドウが表示されます。 

•データ実行防止 ( DEP ) 機能がウイルスやその化の脅威を検出した場合、「[ソフトウエ 
ア名称]は動作を停止しました」という画面が表示されます。この場合は、「プロダラム 
の終了」をクリックして、表示される対処方法に従ってください。 

• Windows XP の場合 

-「システムのプロパティ」ウィンドウの「全般」タブに、「物理アドレス拡張」というメッ 
セ'ージが表示されます。 

•データ実行防止 （ DEP ) 機能がウィルスやその他の脅威を検出した場合、「データ実行防 
止」ウィンドウに「コンピュータ保護のため、このプログラムは Windows により終了さ 
れました。」というメッ七 ■ ー ジが表示されます。 

この場合は、「データ実行防止」ウィンドウの「その他の詳細情報を表示します。」をク 
リックして表示される対処方法に従ってください。 

■ 拡張版 Intel SpeedStep ( R ) テク ノ □ジー ( EIST ) 

技:張版 Intel SpeedStep ® テクノロジーは、実行中の ソフ トウ エアの CPU 負荷に合わせて、 
Windows がプロ七ッサーの動作周波数および動作電圧を自動的に化下させる機能です。ご購入 
時は有効に設定されています。 

この機能を有効にするか無効にするかは、「電源オプション」ウィンドウまたは「電源オプショ 
ンのプロパティ」ウィンドウで設をします。 

• Windows Vista の場合 

ご購入時は、「電源オプション」ウィンドウの電源プランでレくランス」に設をされていま 
す。電源プランについては、「取りない」 一 「スリープ/休止状態の設をを'変更する」（一 
P .71) をご覧ください。 

EIST を有効に設をしている場合は、次のことに気をつけてください。 

-パソコンの性能が低下することがあります。お使いの環境で性能差が気になる場合は、電 
源プランを「高 パフォーマンス」 に設をしてください。 

-「システム」ウィンドウでは、 CPU の周波数が低く表示されることがあります。 

• Windows XP の場合 

ご購入時は、「電源オプションのプロパティ」ウィンドウの「電源設を」で「最小の電源管 
理」に設定されています。「ポータブル/ラップトップ」、「プレゼンテーション」、「最小の 
電源管理」またはレ<ッテリの最大利用」に設定されている場合は、有効です。「電源設を」 
については、「取りあい」 一 「スタンバイ/休止状態の設定を変更する」（一 P .78) をご覧 
ください。 

EIST を有効に設をしている場合は、次のことに気をつけてください。 
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パソコンの性能が低下することがあります。お使いの環境で性能差が気になる場合は、 
「電源設定」で「自宅または会化のデスク」または「常にオン」に設をしてから、本パソ 
コンを再起動してください。 

r システムのプロパティ」ウインドウでは 、 CPU の周波数が化く表示されることがありま 
す。 


■ Enhanced Halt State 機能 

Enhanced H 址 S は te 機能は、本パソコンのアイドリング時に CPU の速度を一時的に遅くして消 
費電力を巧えることができる機能です。ご購入時は有効に設をされています。設をを'変更する 
必要はありません。 

■ デュアルコア-テクノロジー 

デュアルコア. テクノ ロジーは、1つの CPU に2つのコアを実装する技術でソフトウェアの 
複数姐理の性能を高め、作業効率を上げることができます。 

■インテル （ R ) パーチャライゼーシヨン-テクノ ロジー 

インテル®バーチャライゼーション•テクノロジーは、本機能をサポートする VMM (仮想、マ 
シン•ソフトウェア）をインストールすることによって、仮想、マシンの性能と安全性を向上さ 
せるための機能です。 

この機能を有効にするか無効にするかは、 BIOS セットアップで設をします。ご購入時は、無 
効に設をされています。 


ドライブ構成 


ハードディスクは、 WindowsRE 領巧に拘 0.5 GB、Windows Vis ねのリカバリデータが格納され 
ているリカバリ領域に約 5 GB が割り当てられており、残りの領巧が半分ずつ C ドライブと D 
ドライブに割り当てられていますレ、ードディスクの容量が 80 GB な上の場合)。 


r RE 領域 1 - G ドライブ . r - D ドライブ . リカバリ領域 --I 



P POINT 

► ファイルシステムを NTFS から FAT 32 にを更することはできません。 

► Windows RE 領域に約 0.5 GB 、 リカバリ領域に約 5 GB 使用しているため、「マイコンピユー 
夕」 または「コンピユータ」に表示されるハードディスクの容量は、「本体仕様」の記載よ 
りも約 5.5 GB 少な〈表示されます。 

► Windows RE 領域とリカバリ領域は、 Windows からは見えない領域です。 

► ハードディスクの容量が 40 GB の場合 （24 時間モデルのみ）は、 C ドライブに 18 G 巳割り当 
てられており、残りの領域が D ドライブに割り当てられています。 
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■ リカバリ領域の削除方法 

リカバリ領域を削除することで、 D ドライブの容量を,約 5 GB 増やすことができます。リカバ 
リ領域の削除はリカバリ領域のデータのみ削除するため、 C ドライブ、 D ドライブのデータは 
残ります。 


r RE 領巧 ■> - C トフイブ . 7 . D ド' フづ 



■OS 




•ソフトウェア 

•ドライバ 

など 

::空き領域：: 

: 空き領域 ::; 

. , • — 


リカバリ領域を削除すると、 

D ドライブの容量が約 5 GB 増えます。 


が重要 

► お手元に「リカバリディスク」がない場合は、リカバリ領域を削除する前に必ず「リカ/く 
リディスク」を作成してください。 

リカバリ領域を削除すると、リカバリ領域にあるデータがすべて消えてしまい、パソコン 
に不具合があったときにパソコンをご購入時のが態に戻すことができなくなります。 

リカバリ領域を削除する前に、必ずリカバリ領域にある Windows Vis ねのリカバリデータ 
を、 CD - R や DVD - R にコピーして、「リカバリディスク」を作成してください。 

「リカバリディスク」の作成方法については、『取扱説明書]]をご賣〈ださい。 

□ CD/DVD ドライブが搭載されていないモデルをお使いの場合 

次の手順をご覧になり、 BIOS 七ットアップの設をを'変更してください。 

1 本パソコンに別売のポータブル CD / DVD ドライブを接続します。 

ポータブル CD / DVD ドライブは、「スーパーマルチドライブ ュニット （ FMV - NSM 52)」 
または 「 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブュニット （ FMV - NCB 53) 」をお使いください。 

ク本パソコンを起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に [ F 2] キーを押 
します。 

BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 

3 「詳細」メニューの「起動デバイスの優先順位」一「除外された起動デバイス」 
- 「 USBCD / DVDJ を選択し、 レ】 キーを巧します。 

選択したドライブのぶ称が「起動デバイスリスト」のホに移動します。 

4 Esc 】 キーを 2 回巧し、「終了」メニューの「変更を保存して終了する（電源 
OFF )」 を実行します。 
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□ リカバリ領域を削除する 

1 本パソコンを起動し、 「FUJITSU」 ロゴの下に文字が表示されている間に、 【F12】 
キーを押します。 

[ F 12] キーは輕く押しただけでは認識されない場合があります。しばらくの間押してく 
ださい。 

「起動メニュー」が表示されます。 

P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 「 FUJITSU 」 ロゴや Windows の起動時 
の □ ゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、「起動メニュー」を起動する際、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回 
押してください。 

► 「起動メニュー」が表示されない場合は、本パソコンを再起動してもう一度操作して〈ださ 
い。 

ク「ドライバーズディスク2 &ユーティリティディスク」を、 CD/DVD ドライブに 
セットします。 

3 【U または n】 キーを巧して rCD/DVDJ または 「USB CD/DVD」 を選択 
し、 【Enter】 キーを巧します。 

「 USBCD / DVDJ は、 CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお使いの場合に選 
択してください。 

しばらくすると、「トラブル解みナビ」が表示されます。 

「トラブル解みナビ」が表示されるまでの間、一時的に画面が真っ暗な状態になったり、 
画面にを化がなかったりすることがありますが、か障ではありません。電源を切らずに 
そのままお待ちください。 

4 「ユーティリティ」タブの「リカバリ領域の削除」をクリックして選択します。 

5 「実行」をクリックします。 

「ご使用上の注意」が表示されます。 

6 内容を確認したら「同意する」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「削除の確認」が表示されます。 

7 「OK」 をクリックします。 

リカバリ領虹での削除が始まります。 

「削除の完了」が表示されるまで、しばらくお待ちください。 

夕「削除の完了」が表示されたら、「完了」をクリックします。 

な上の手順で、リカバリ領虹でが削除されました。 

夕「終了」をクリックします。 

10 ディスクを取り出し「再起動」をクリックします。 
f ブパスワードを入力し、 Windows にログオンします。 
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12 「スタート」ボタンー「コンピユータ」または「マイコンピユータ」の順にク 
リックします。 

13 D ドライブの容量が増えていることを確認します。 

D ドライブが表示され ない 場合は、 パソコンを 再起動し、もう一度 「コンピュータ」ウイ 
ンドウまたは「マイコンピュータ」ウインドウで確認してください。 



製品ガイド FMV-D 5270、 D 3270 


CD / DVD ドライブ仕様 


カスタム メイドで CD / DVD ドライブを選択した場合や、 FMV バリューシリーズをお使いの場 
合は、次のいずれかのドライブが搭載されています。なお、を数値は仕様上の最大値であり、 
使用メディァや動作環境によって異なる場合があります。 

P POINT 

► ディスクによってはご利用になれない場合もあります。 

► 書き込み/書き換えま度は、ドライブの性能値です。 

► 書き込み/書き換え速度に対応したディスクが必要になりますが、対応ディスクは販売さ 
れていない場合があります。 

► 読み出し、書き込みを度はディスクや動作環境によって異なる場合があります。 

□ DVD-ROM ドライブ（薄型） 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

24倍速 

- 

- 

CD- 民 

24倍速 

- 

- 

CD-RW 

24倍速 

- 

- 

DVD-ROM 

8倍速 

- 

- 

DVD-R 

6倍速 

- 

- 

DVD-R DL 

4倍速 

- 

- 

DVD- 艮 W 

4倍速 

- 

- 

DVD+R 

6倍速 

- 

- 

DVD+R DL 

4倍速 

- 

- 

DVD+RW 

4倍速 

- 

- 

DVD-RAM 

5倍速 

- 

- 


□ DVD-ROM ドライブ（厚型 ) 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

40倍速 

- 

- 

CD- 民 

40倍速 

- 

- 

CD-RW 

40倍速 

- 

- 

DVD-ROM 

16倍速 

- 

- 

DVD-R 

8倍速 

- 

- 

DVD-R DL 

8倍速 

- 

- 

DVD-RW 

8倍速 

- 

- 

DVD+R 

8倍速 

- 

- 

DVD+R DL 

8倍速 

- 

- 

DVD+RW 

8倍速 

- 

- 

DVD-RAM 

5倍速 

- 

- 
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□ DVD-ROM & CD - R / RW ドライブ（薄型) 

レ《ッ ファ アンダーラン ェ ラー防止機能付） 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

- 

- 

CD-R 

24 倍速 

24 倍速 

- 

CD-RW 

24 倍速 

10 倍速 

10 倍速 

DVD-ROM 

8 倍速 

- 

- 

DVD-R 

6 倍速 

- 

- 

DVD-R DL 

4 倍速 

- 

- 

DVD-RW 

4 倍速 

- 

- 

DVD+R 

6 倍速 

- 

- 

DVD+R DL 

4 倍速 

- 

- 

DVD+RW 

4 倍速 

_ 

- 

DVD-RAM 

5 倍速 

— 

- 


□スーパーマルチ ドライブ（薄型） 

(バッファアンダーランエラー 防止機能付) 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

- 

- 

CD-R 

24 倍速 

24 倍速 

- 

CD-RW 

24 倍速 

10 倍速 

10 倍速 

DVD-ROM 

8 倍速 

- 

- 

DVD-R 

8 倍速 

8 倍速 

- 

DVD-R DL 

6 倍速 

4 倍速 

- 

DVD-RW 

8 倍速 

6 倍速 

6 倍速 

DVD+R 

8 倍速 

8 倍速 

- 

DVD+R DL 

6 倍速 

4 倍速 

- 

DVD+RW 

8 倍速 

8 倍速 

8 倍速 

DVD-RAM 

5 倍速 

5 倍速 

5 倍速 

































製品 ガイド FMV - D 5270、 D 3270 


□スーパーマルチ ドライブ馆型） 

レく ッ ファアンダーランエラー 防止 機能 付) 


CD/DVD 

読 出 速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

40 倍速 

— 

— 

CD - 民 

40 倍速 

40 倍速 

— 

CD-RW 

40 倍速 

10 倍速 

10 倍速 

DVD-ROM 

16 倍速 

- 

_ 

DVD-R 

10 倍速 

16 倍速 

— 

DVD-R DL 

8 倍速 

4 倍速 

- 

DVD-RW 

8 倍速 

6 倍速 

6 倍速 

DVD+R 

10 倍速 

16 倍速 

- 

DVD+R DL 

8 倍速 

8 倍速 

— 

DVD+RW 

8 倍速 

8 倍速 

8 倍速 

DVD-RAM 

5 倍速 

5 倍速 

5 倍速 

DVD-RAM2 

12 倍速 

12 倍速 

12 倍速 


国際エネ ルギースター プログラム 


「国際 エネルギースタープログラム」 は、長時間電源を入れたが態になりがちな オフィス 機器 
の消費電力を削減するための制まです。 

国際 エネルギースター プログラム巧応モデルは、出荷時のが態で国際 エネルギースター プログ 
ラムの出荷要件を満たしています。 

出荷時の主な設をは、次のようになっています。 

• 電源オプション 

-モニタの電源を切る：15分 

. システムスタンバイ （Windows XP の 場合）： 20 分 
. コンピュータをスリ ープが態に する (Windows Vista の 場合）： 20 分 
• Wakeup on LAN 機能：無劾 

Wakeup on LAN 機能を有劾にする方法については、「取り极い」一「スリープ/休止状態 
(Windows Vista の場合）」（一 P .65) または「取り扱い」一「スタンバイ/休止が:態 （Windows 
XP の場合）」（一 P .73) をご覧ください。 
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スリープ . 65 

スリープ/休止状態 

(Windows Vista の場合） . 65 

セーフモード . 195 

セキュリティ . 100 

セキュリティ施錠金具 . 16 

セキュリティセンター . 106 

セキュリティチップ . 111 

セキュリティメニュー . 153 

た行 

通風孔 . 13 

ディスクアクセスランプ . 14 

ディスプレイ . 50 

ディスプレイコネクタ . 17, 241 


デュアルコア■テクノロジー . 248 

電源 

-ボタン . 13 

-ユニット . 21 

—ランプ . 14 

雷ミ臣管王里メ — 1— 1ち1 

を難防止用ロック取り付け穴 . 17 

ドライバーズディスク . 122 

「ドライバーズディスク検索」ツール.122 
ドライブ構成 . 248 

な行 

内蔵 

- USB コネクタ ..... 22 

—ハードディスク . 21 

—バッテリ . 22 

は行 

バーチャライゼーシヨン ■ 

テクノ ロジー . 248 

ハードディスクデータ消去..116, 120,じ6 
ハードディスクの 

データ消去サービス . 116 

パスワード （ BIOS ) 

-削除する . 161 

-設定する . 159 
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-のお手入れ . 173 

フアイアウオール . 107 
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フット . 14 
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-ドライブ . 14 
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